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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　界面活性剤と、
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭
素がそれより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル
、および
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭
化水素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤と、
　水と
を含み、
　前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比
が、１未満：１である、組成物。
【請求項２】
前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１２～Ｃ２３炭化水素である、請求項１に
記載の組成物。
【請求項３】
前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１３または炭素がそれより多い炭化水素で
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
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　前記長鎖脂肪酸が、Ｒ１がＣ１８炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステルを含
む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
前記長鎖脂肪酸エステルが、Ｒ１が不飽和炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステ
ルを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
前記長鎖脂肪酸エステルが、リノール酸、リノレン酸、オレイン酸、ステアリン酸、およ
びそのエステルの少なくとも１つに由来する植物由来の脂肪酸エステル基を含む、請求項
１に記載の組成物。
【請求項７】
前記短鎖脂肪酸エステルが、Ｒ２がＣ８～Ｃ１０炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸
エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
前記短鎖脂肪酸エステルが、カプリン酸およびカプリル酸またはそれらのエステルに由来
する少なくとも１つの植物をベースとする脂肪酸エステルを含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項９】
前記短鎖脂肪酸エステルが、メチルグルコシドのヘキサノエート、ヘプタノエート、カプ
リレート、ペラルゴネートおよびカプレート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つ
を含み、前記長鎖グルコシドエステルが、メチルグルコシドのラウレート、ミリステート
、パルミテート、ステアレート、イソステアレート、リノレエート、リノレネート、オレ
エートおよびベヘネート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つを含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項１０】
前記レオロジー調節剤が、カプリル酸、カプリン酸および植物ベースのオレイン酸、また
はそれらのエステルに由来するアルキルグルコシドエステルを含む、請求項９に記載の組
成物。
【請求項１１】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の比が、少
なくとも０．１：１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．２：１である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．３：１である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１４】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、最大０．８：１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記モル
比が、最大０．７：１である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比が
、０．２：１～０．８：１である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
前記長鎖脂肪酸エステルが、植物ベースのオレイン酸エステル基を含み、前記短鎖脂肪酸
エステルが、カプリル酸エステル基およびカプリン酸エステル基を含み、不飽和Ｃ１８エ
ステル基と他のエステル基のモル比（Ｏ／ＣＣ比）が、０．２：１～０．７：１である、
請求項１に記載の組成物。
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【請求項１８】
前記Ｏ／ＣＣ比が、０．３５：１～０．６：１である、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
グリコシド分子１つ当たりのエステル化度が、０．７：１～１．５：１である、請求項１
に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記エステル化度が、０．８：１～１．２：１である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
前記アルキルグリコシドが、アルキルグルコシドを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２２】
前記アルキルグルコシドが、Ｃ１～Ｃ３０アルキルグルコシドである、請求項２１に記載
の組成物。
【請求項２３】
前記アルキルグルコシドが、メチルグルコシドを含む、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、１０００ダルトン未満の数平均分子量（Ｍｎ
）を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項２５】
非水性溶剤をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、前記界面活性剤組成物の最大４重量％の濃度
である場合、前記レオロジー調節剤を含まないこと以外同一の組成物と比較して、前記レ
オロジー調節剤が前記組成物の粘度を少なくとも１０倍増大した、請求項１に記載の組成
物。
【請求項２７】
前記レオロジー調節剤における前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルのいずれもが、ア
ルコキシ化されない、請求項１に記載の組成物。
【請求項２８】
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．１重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の
組成物。
【請求項２９】
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．５重量％の濃度で存在する、請求項２８に記載
の組成物。
【請求項３０】
前記レオロジー調節剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、請求項２９に記載の組
成物。
【請求項３１】
前記レオロジー調節剤が、最大５重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３２】
前記レオロジー調節剤が、最大３重量％の濃度で存在する、請求項３１に記載の組成物。
【請求項３３】
前記界面活性剤が、少なくとも０．０１重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３４】
前記界面活性剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３５】
請前記界面活性剤が、最大２０重量％の濃度で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３６】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、１未満：１である
、請求項１に記載の組成物。
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【請求項３７】
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、最大０．５：１で
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項３８】
前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３９】
前記界面活性剤が、双性イオン性界面活性剤をさらに含む、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４０】
前記組成物が、アルコキシ化界面活性剤を含まない、請求項１に記載の組成物。
【請求項４１】
前記組成物が、スルフェートをベースとする界面活性剤を含まない、請求項１に記載の組
成物。
【請求項４２】
前記レオロジー調節剤が、アルコキシ化されていない、請求項１に記載の組成物。
【請求項４３】
３００未満の分子量を有する可溶性無機塩および有機塩から選択される、少なくとも０．
１％の塩をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４４】
前記塩が、可溶性無機塩を含む、請求項４３に記載の組成物。
【請求項４５】
組成物が、少なくとも０．２％の前記可溶性無機塩を含む、請求項４４に記載の組成物。
【請求項４６】
前記組成物が、少なくとも４０重量％の水を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４７】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、少なくとも１０００
ｍＰａ・ｓの粘度を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項４８】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、少なくとも
２０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、請求項４７に記載の組成物。
【請求項４９】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、最大１０，
０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、請求項４７に記載の組成物。
【請求項５０】
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、６０ＮＴＵ未満の濁
度を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項５１】
前記組成物が、形成してから２４時間後に３０ＮＴＵ未満の濁度を有する、請求項５０に
記載の組成物。
【請求項５２】
前記組成物が、前記界面活性剤およびレオロジー調節剤を、周囲温度で水と混合すること
によって形成される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５３】
シリコーン、エモリエント剤、シリコーン、乳化剤、真珠光沢剤、着色剤、微粒子、保存
剤、ｐＨ調整剤、植物性薬品、キレート剤、抗菌剤、および補助レオロジー調節剤の少な
くとも１つをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５４】
シャンプー、ボディウォッシュ、液体石鹸、顔用クレンザー、およびハンド石鹸から選択
されるパーソナルケア用途のために配合される、請求項１に記載の組成物。
【請求項５５】
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭素が
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それより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、お
よび
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水
素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤を、界面活
性剤および水と合わせるステップを含む、請求項１に記載の組成物を形成する方法であっ
て、
　前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比
が、１未満：１である、方法。
【請求項５６】
前記合わせるステップが、周囲温度で実施される、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
アルキルグリコシドを、式Ｒ１（Ｏ）ＯＨの長鎖脂肪酸、および式Ｒ２（Ｏ）ＯＨの短鎖
脂肪酸と、別個にまたは組み合わせて反応させることを含む、前記レオロジー調節剤を形
成するステップをさらに含む、請求項５５および５６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の分野
　本発明の実施形態は、レオロジー調節剤に関し、エステル化グリコシド化合物およびそ
の化合物を含む界面活性剤をベースとする組成物に関連する特定の用途を見出すものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　背景
　界面活性剤を含有する液体水性組成物、例えばシャンプー、液体石鹸、ボディウォッシ
ュ、顔用クレンザー、他のパーソナルケア、医薬品用および産業用製品は、典型的に、液
体組成物の粘度を増大するために増粘剤を含有する。このことにより、配合された製品を
好都合に運搬し、取り扱うことができる。
【０００３】
　このような化合物において使用されてきた従来の増粘剤として、多種多様なアニオン性
、カチオン性および非イオン性合成ポリマー、例えばカルボキシル化および四級化ポリア
クリレート、ならびにポリビニル化合物が挙げられる。典型的な非イオン性合成ポリマー
として、ポリビニルピロリドン、ポリエチレングリコール（ＰＥＧ）、および親油性置換
基を含有するアルコキシ化ポリオール、例えばＰＥＧ１５０ジステアレート、および脂肪
酸でエステル化されたエトキシ化メチルグルコシドが挙げられる。使用されてきた他の増
粘剤として、天然由来のアニオン性およびカチオン性ガム、例えば化学的に修飾されたセ
ルロース、キサンタンガム、タラガムおよびグアーガム、ならびに様々な無機粘土、塩お
よび電解質が挙げられる。レオロジー調節剤の包括的な一覧は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａ
ｎｄｂｏｏｋ　ｂｙ　Ｔ．　Ｇｏｔｔｓｃｈａｌｋ　ａｎｄ　Ｈ．Ｐ．　Ｂｒｅｓｌａｗ
ｅｃ、「Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉ
ｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ」、３９７４～３９７７頁、第１４版、Ｐ
ｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒ、
Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ、ＤＣ、ＵＳＡ（２０１２年）に見出される。異なる増粘剤が界面
活性剤組成物に粘度を与える、物理的および化学的機序に関する追加の情報は、Ｅ．　Ｄ
ｅｓｍｏｎｄ　Ｇｏｄｄａｒｄ、「Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃ
ｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｉｎ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｐｅ
ｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ」、Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ、第１版（１９９９年３月１０日）、Ｉｎｆｏｒｍａ　ＨｅａｌｔｈＣａｒｅお
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よび「Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｉｎ　Ａｑｕｅｏｕｓ　Ｍｅｄｉａ　－　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎ
ｃｅ　ｔｈｒｏｕｇｈ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」、Ｊ．　Ｅ．　Ｇｌａｓｓ、Ｅｄｉｔ
ｏｒ、Ａｄｖａｎｃｅｓ　ｉｎ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　Ｓｅｒｉｅｓ　Ｎｏ．　２２３、
Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉｅｔｙ、Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ　ＤＣ（
１９８９年）に論じられている。
【０００４】
　非イオン性増粘剤の一群として、様々なタイプの相対的に低分子量の化合物、例えば液
体の界面活性剤をベースとする組成物に高い粘度を提供できる、非イオン性アルコキシ化
界面活性剤、脂肪族アミド、脂肪アルコール、疎水的に修飾されたアルコキシ化分子が挙
げられる。これらの化合物が水性の界面活性剤組成物の粘度を増大する機序は、界面活性
剤ミセル自体と選択的に会合することによるものであると考えられる。これらの化合物は
、おそらくはこれらの小分子上の疎水性または親油性置換基を介して界面活性剤と会合す
ることによって増粘するので、しばしば会合性増粘剤またはミセル増粘剤と呼ばれる。
【０００５】
　糖ポリオールを使用して脂肪酸で修飾されたアルコキシ化ポリマーを調製することは、
例えば、米国特許第４，２５２，８２６号、４，２６４，４７８号、同第４，３２３，４
６８号、同第４，３２４，７０３号、同第４，３６４，９３０号、同第４，６８７，８４
３号、同第４，７０８，８１３号、同第５，７４４，０６２号、同第６，３２０，０６５
号、同第６，７２７，３５７号、同第６，８０８，７０１号および同第７，２９７，６６
７号、ならびに欧州特許ＥＰ１３２９２５５に開示されている。様々な炭化水素で疎水的
に修飾されたアルコキシ化グリコシドポリマーは、例えば、米国特許出願公開第２００１
００５１１４２号、同第２００２０１２３６２５号、同第２００２０１６５１０４号、同
第２００３００９５９４２号、同第２００３０１０８５０６号、同第２００３０１３０１
６２号、同第２００３０１５８０６５号、同第２００３０１８１７１５号、同第２００３
０１９４３８７号、同第２００４００４８７６６号、同第２００４００５７９２１号、同
第２００４００６２７３０号、同第２００４００８１６３２号、同第２００４００８６４
７０号、同第２００４０１３６９４３号、同第２００５０１６４８９６号および同第２０
０６００１９８６１号に開示されている。
【０００６】
　このような化合物を増粘剤として使用することに関する問題の１つは、これらの化合物
が、ヒトのパーソナルケア製品において使用するのに魅力的でない特徴を有する傾向があ
るということである。例えば、このような化合物は、典型的に石油由来の前駆体から調製
され、それら自体、環境上許容されるとみなされず、または再生可能な材料とみなされな
い。さらに、それらのいくつかは、エトキシ化化合物である。調製手順の結果として、生
成物中に残留ジオキサンが存在することに起因して、それらの毒性に関する懸念が生じる
。同様に、脂肪族アミン、例えばコカミド－ＤＥＡ等は、残留アミンを含有しているおそ
れがあり、この残留アミンは、製品の保存期間中に、発癌物質であるとみなされているニ
トロソアミンを形成すると考えられている。したがって、これらの通常の増粘剤は、可能
な限り高濃度の天然由来のまたは再生可能な構成要素を有することが望ましい、パーソナ
ルケアのための水性の界面活性剤をベースとする液体クレンジング組成物において使用す
るには適していない場合がある。
【０００７】
　ポリオール、例えば糖またはサッカライド、例えばグルコース、マンノース、ガラクト
ース、フルクトース、スクロース、マルトース、ラクトース、デンプン、セルロース、な
らびにソルビトール、ソルビタンおよびアルキルポリグルコシドを含めたそれらの誘導体
のエステル化が、研究されてきた。これらの糖から形成された脂肪酸エステルの例は、Ｐ
ＣＴ出願ＷＯ１９９２／００３０６０およびＷＯ２００４／０３１２４４に開示されてお
り、ここで得られるエステルは、食品における脂肪代用品として使用される、ポリエステ
ルの複雑な混合物である。しかし、これらのエステル化材料には、界面活性剤をベースと
するパーソナルケア組成物の潜在的に可能な増粘剤成分としては、いくつかの不利益があ
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る。ポリオール自体は、典型的に、様々な不安定な糖の混合物である。したがって、得ら
れるエステル化生成物の質は、悪くなる傾向がある。さらに、ポリオールは、１３０℃を
超える温度におけるエステル化中に、オリゴマー化、カラメル化またはさらには炭化を含
めた著しい転位形態に曝されて分解する傾向がある。これにより、著しいレベルのポリサ
ッカライドおよび他の厄介な化学種を含有する、変色した暗色生成物が生じる。これらの
一般的な糖の不安定性に対処するために、ＥＰ０５０７３２３に開示されている通り、よ
り穏やかな反応条件下でエステル化できるようにする触媒酵素が提案されている。しかし
、酵素を触媒として使用すると、エステルの収量は非常に少なくなる傾向があり、したが
ってこれらの酵素はこうした化合物の商業生産には適していない。
【０００８】
　例えば、米国特許出願公開第２０１２００１５８９３号およびＥＰ２４１５４５４Ａ１
は、クレンジング組成物、例えばシャンプーにおける、ソルビタンのエステル、例えばソ
ルビタンセスキカプリレートを開示している。米国特許出願公開第２０１１００９２４０
５号は、グリセロールの脂肪酸エステルを用いて増粘されたクレンジング配合物のための
界面活性剤組成物を開示している。これらのポリオールは、共に、安定性にいくらか問題
があるという欠点を有する。
【０００９】
　米国特許出願第２００６００２４２５６号は、界面活性剤組成物において脂肪両親媒性
物質を使用することを開示しているが、両親媒性物質が、分散したゲルネットワーク相に
組み込まれると有効になることが必要である。
　例示的な実施形態は、界面活性剤をベースとする組成物におけるレオロジー調節剤とし
て適したミセル増粘剤を提供する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】国際公開第１９９２／００３０６０号
【特許文献２】国際公開第２００４／０３１２４４号
【特許文献３】欧州特許第０５０７３２３号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開第２０１２００１５８９３号明細書
【特許文献５】欧州特許出願公開第２４１５４５４号明細書
【特許文献６】米国特許出願公開第２０１１００９２４０５号明細書
【特許文献７】米国特許出願公開第２００６００２４２５６号明細書
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、例えば、以下を提供する：
（項目１）
　界面活性剤と、
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭
素がそれより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル
、および
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭
化水素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤と、
　水と
を含む、組成物。
（項目２）
前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１２～Ｃ２３炭化水素である、項目１に記
載の組成物。
（項目３）
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前記長鎖脂肪酸エステルにおいて、Ｒ１が、Ｃ１３または炭素がそれより多い炭化水素で
ある、項目１に記載の組成物。
（項目４）
　前記長鎖脂肪酸が、Ｒ１がＣ１８炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステルを含
む、項目１に記載の組成物。
（項目５）
前記長鎖脂肪酸エステルが、Ｒ１が不飽和炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エステ
ルを含む、項目１に記載の組成物。
（項目６）
前記長鎖脂肪酸エステルが、リノール酸、リノレン酸、オレイン酸、ステアリン酸、およ
びそのエステルの少なくとも１つに由来する植物由来の脂肪酸エステル基を含む、項目１
に記載の組成物。
（項目７）
前記短鎖脂肪酸エステルが、Ｒ２がＣ８～Ｃ１０炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸
エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－を含む、項目１に記載の組成物。
（項目８）
前記短鎖脂肪酸エステルが、カプリン酸およびカプリル酸またはそれらのエステルに由来
する少なくとも１つの植物をベースとする脂肪酸エステルを含む、項目１に記載の組成物
。
（項目９）
前記短鎖脂肪酸エステルが、メチルグルコシドのヘキサノエート、ヘプタノエート、カプ
リレート、ペラルゴネートおよびカプレート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つ
を含み、前記長鎖グルコシドエステルが、メチルグルコシドのラウレート、ミリステート
、パルミテート、ステアレート、イソステアレート、リノレエート、リノレネート、オレ
エートおよびベヘネート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つを含む、項目１に記
載の組成物。
（項目１０）
前記レオロジー調節剤が、カプリル酸、カプリン酸および植物ベースのオレイン酸、また
はそれらのエステルに由来するアルキルグルコシドエステルを含む、項目９に記載の組成
物。
（項目１１）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の比が、少
なくとも０．１：１である、項目１に記載の組成物。
（項目１２）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．２：１である、項目１１に記載の組成物。
（項目１３）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、少なくとも０．３：１である、項目１１に記載の組成物。
（項目１４）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比が
、１未満：１である、項目１に記載の組成物。
（項目１５）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記比が
、最大０．８：１である、項目１４に記載の組成物。
（項目１６）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基の前記モル
比が、最大０．７：１である、項目１５に記載の組成物。
（項目１７）
前記レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル基のモル比が
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、０．２：１～０．８：１である、項目１に記載の組成物。
（項目１８）
前記長鎖脂肪酸エステルが、植物ベースのオレイン酸エステル基を含み、前記短鎖脂肪酸
エステルが、カプリル酸エステル基およびカプリン酸エステル基を含み、不飽和Ｃ１８エ
ステル基と他のエステル基のモル比（Ｏ／ＣＣ比）が、０．２：１～０．７：１である、
項目１に記載の組成物。
（項目１９）
前記Ｏ／ＣＣ比が、０．３５：１～０．６：１である、項目１８に記載の組成物。
（項目２０）
グリコシド分子１つ当たりのエステル化度が、０．７：１～１．５：１である、項目１に
記載の組成物。
（項目２１）
　前記エステル化度が、０．８：１～１．２：１である、項目２０に記載の組成物。
（項目２２）
前記アルキルグリコシドが、アルキルグルコシドを含む、項目１に記載の組成物。
（項目２３）
前記アルキルグルコシドが、Ｃ１～Ｃ３０アルキルグルコシドである、項目２２に記載の
組成物。
（項目２４）
前記アルキルグルコシドが、メチルグルコシドを含む、項目２３に記載の組成物。
（項目２５）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、１０００未満の分子量を有する、項目１に記
載の組成物。
（項目２６）
非水性溶剤をさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目２７）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、前記界面活性剤組成物の最大４重量％の総濃
度である場合、前記レオロジー調節剤を含まないこと以外同一の組成物と比較して、前記
レオロジー調節剤が前記組成物の粘度を少なくとも１０倍増大した、項目１に記載の組成
物。
（項目２８）
前記レオロジー調節剤における前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルのいずれもが、ア
ルコキシ化されない、項目１に記載の組成物。
（項目２９）
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．１重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組
成物。
（項目３０）
前記レオロジー調節剤が、少なくとも０．５重量％の濃度で存在する、項目２９に記載の
組成物。
（項目３１）
前記レオロジー調節剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、項目３０に記載の組成
物。
（項目３２）
前記レオロジー調節剤が、最大５重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組成物。
（項目３３）
前記レオロジー調節剤が、最大３重量％の濃度で存在する、項目３２に記載の組成物。
（項目３４）
前記界面活性剤が、少なくとも０．０１重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組成物
。
（項目３５）
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前記界面活性剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、項目３３に記載の組成物。
（項目３６）
請前記界面活性剤が、最大２０重量％の濃度で存在する、項目１に記載の組成物。
（項目３７）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、１未満：１である
、項目１に記載の組成物。
（項目３８）
前記アルキルグリコシド脂肪酸エステルと前記界面活性剤の重量比が、最大０．５：１で
ある、項目１に記載の組成物。
（項目３９）
前記界面活性剤が、アニオン性界面活性剤を含む、項目１に記載の組成物。
（項目４０）
前記界面活性剤が、双性イオン性界面活性剤をさらに含む、項目３９に記載の組成物。
（項目４１）
前記組成物が、アルコキシ化界面活性剤を含まない、項目１に記載の組成物。
（項目４２）
前記組成物が、スルフェートをベースとする界面活性剤を含まない、項目１に記載の組成
物。
（項目４３）
前記レオロジー調節剤が、アルコキシ化されていない、項目１に記載の組成物。
（項目４４）
３００未満の分子量を有する可溶性無機塩および有機塩から選択される、少なくとも０．
１％の塩をさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目４５）
前記塩が、可溶性無機塩を含む、項目４４に記載の組成物。
（項目４６）
組成物が、少なくとも０．２％の前記可溶性無機塩を含む、項目４５に記載の組成物。
（項目４７）
前記組成物が、少なくとも４０重量％の水を含む、項目１に記載の組成物。
（項目４８）
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、少なくとも１０００
ｍＰａ・ｓの粘度を有する、項目１に記載の組成物。
（項目４９）
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、少なくとも
２０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、項目４８に記載の組成物。
（項目５０）
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、最大１０，
０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、項目４８に記載の組成物。
（項目５１）
前記組成物が、前記組成物を形成してから２４時間後に測定すると、６０ＮＴＵ未満の濁
度を有する、項目１に記載の組成物。
（項目５２）
前記組成物が、形成してから２４時間後に３０ＮＴＵ未満の濁度を有する、項目５１に記
載の組成物。
（項目５３）
前記組成物が、前記界面活性剤およびレオロジー調節剤を、周囲温度で水と混合すること
によって形成される、項目１に記載の組成物。
（項目５４）
シリコーン、エモリエント剤、シリコーン、乳化剤、真珠光沢剤、着色剤、微粒子、保存
剤、ｐＨ調整剤、植物性薬品、キレート剤、抗菌剤、および補助レオロジー調節剤の少な
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くとも１つをさらに含む、項目１に記載の組成物。
（項目５５）
シャンプー、ボディウォッシュ、液体石鹸、顔用クレンザー、およびハンド石鹸から選択
されるパーソナルケア用途のために配合される、項目１に記載の組成物。
（項目５６）
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭素が
それより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、お
よび
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水
素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤を、アニオ
ン性界面活性剤および水と合わせるステップを含む、組成物を形成する方法。
（項目５７）
前記合わせるステップが、周囲温度で実施される、項目５６に記載の方法。
（項目５８）
アルキルグリコシドを、式Ｒ１（Ｏ）ＯＨの長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体、および式
Ｒ２（Ｏ）ＯＨの短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と、別個にまたは組み合わせて反応さ
せることを含む、前記レオロジー調節剤を形成するステップをさらに含む、項目５６およ
び５７に記載の方法。
（項目５９）
　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２～Ｃ２３炭
化水素基である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、および
　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化
水素基である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤であって、
前記レオロジー調節剤におけるＲ１（Ｏ）Ｏ－とＲ２（Ｏ）Ｏ－の比が、０．２：１～０
．７：１である、レオロジー調節剤。
（項目６０）
Ｒ１が、カプリル酸およびカプリン酸またはそれらの誘導体に由来するＣ８およびＣ１０

炭化水素基の混合物を含み、Ｒ２が、植物ベースのオレイン酸またはそれらの誘導体に由
来するＣ１８炭化水素基の混合物を含む、項目５９に記載のレオロジー調節剤。
（項目６１）
アルキルグリコシドと、少なくとも６個の炭素の長さの炭化水素鎖を含む長鎖脂肪酸また
はそれらの誘導体および短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体との反応に由来するレオロジー
調節剤を含む組成物であって、前記短鎖および長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体が、それ
らのそれぞれの炭化水素鎖の長さが平均で少なくとも６個の炭素原子だけ異なっている、
組成物。
（項目６２）
界面活性剤をさらに含む、項目６１に記載の組成物。
（項目６３）
水をさらに含む、項目６１および６２に記載の組成物。
（項目６４）
前記長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と前記短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体のモル比が
、１未満：１である、項目６１、６２および６３に記載の組成物。
　簡単な説明
　例示的な実施形態の一態様によれば、組成物は、界面活性剤、レオロジー調節剤、およ
び水を含む。レオロジー調節剤は、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステルおよびアル
キルグリコシドの短鎖脂肪酸エステルを含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合
物を含む。長鎖脂肪酸エステルは、少なくとも１つの脂肪酸エステル基または脂肪酸残基
Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭素がそれより多い炭化水素である）から
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なる。短鎖脂肪酸エステルは、少なくとも１つの脂肪酸エステル基または脂肪酸残基Ｒ２

（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水素である）からなる。
【００１２】
　別の態様では、組成物を形成する方法は、レオロジー調節剤を、アニオン性界面活性剤
および水と合わせるステップを含む。レオロジー調節剤は、アルキルグリコシドの長鎖脂
肪酸エステルおよびアルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステルを含む、アルキルグリコシ
ド脂肪酸エステルの混合物を含む。長鎖脂肪酸エステルは、少なくとも１つの脂肪酸エス
テル基または脂肪酸残基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭素がそれより多
い炭化水素である）からなる。短鎖脂肪酸エステルは、少なくとも１つの脂肪酸エステル
基または脂肪酸残基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水素である）から
なる。
【００１３】
　別の態様では、レオロジー調節剤は、少なくとも１つの脂肪酸エステル基または脂肪酸
残基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２～Ｃ２３炭化水素基である）からなる、アル
キルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、および少なくとも１つの脂肪酸エステル基または
脂肪酸残基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水素基である）からなる、
アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステルを含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの
混合物を含む。レオロジー調節剤におけるＲ１（Ｏ）Ｏ－とＲ２（Ｏ）Ｏ－の比は、０．
２：１～０．７：１である。
【００１４】
　別の態様では、組成物は、アルキルグリコシドと、少なくとも６個の炭素の長さの炭化
水素鎖を含む長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体および短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と
の反応に由来するレオロジー調節剤を含み、その短鎖および長鎖脂肪酸またはそれらの誘
導体は、それらのそれぞれの炭化水素鎖の長さが平均で少なくとも６個の炭素原子だけ異
なっている。
【００１５】
　さらに別の態様では、選択された非限定的な本発明の実施形態は、以下の通りである。
【００１６】
　実施形態１：
　界面活性剤と、
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ１２または炭
素がそれより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル
、および
　　少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭
化水素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤と、
　水と
を含む、組成物。
【００１７】
　実施形態２：長鎖脂肪酸エステルのＲ１が、Ｃ１２～Ｃ２３炭化水素である、実施形態
１の組成物。
【００１８】
　実施形態３：長鎖脂肪酸エステルのＲ１が、Ｃ１３または炭素がそれより多い炭化水素
である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００１９】
　実施形態４：長鎖脂肪酸が、Ｒ１がＣ１８炭化水素である少なくとも１つの脂肪酸エス
テルを含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００２０】
　実施形態５：長鎖脂肪酸エステルが、Ｒ１が不飽和炭化水素である少なくとも１つの脂
肪酸エステルを含む、先の実施形態１のいずれかの組成物。
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【００２１】
　実施形態６：長鎖脂肪酸エステルが、Ｒ１が不飽和炭化水素である少なくとも１つの脂
肪酸エステルを含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００２２】
　実施形態７：長鎖脂肪酸エステルが、リノール酸、リノレン酸、オレイン酸、ステアリ
ン酸、およびそれらのエステルの少なくとも１つに由来する植物由来の脂肪酸エステル基
を含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００２３】
　実施形態８：短鎖脂肪酸エステルが、Ｒ２がＣ８～Ｃ１０炭化水素である少なくとも１
つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－を含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００２４】
　実施形態９：短鎖脂肪酸エステルが、カプリン酸およびカプリル酸またはそれらのエス
テルに由来する少なくとも１つの植物をベースとする脂肪酸エステルを含む、先の実施形
態のいずれかの組成物。
【００２５】
　実施形態１０：短鎖脂肪酸エステルが、メチルグルコシドのヘキサノエート、ヘプタノ
エート、カプリレート、ペラルゴネートおよびカプレート、ならびにそれらの組合せの少
なくとも１つを含み、長鎖グルコシドエステルが、メチルグルコシドのラウレート、ミリ
ステート、パルミテート、ステアレート、イソステアレート、リノレエート、リノレネー
ト、オレエートおよびベヘネート、ならびにそれらの組合せの少なくとも１つを含む、先
の実施形態のいずれかの組成物。
【００２６】
　実施形態１１：レオロジー調節剤が、カプリル酸、カプリン酸および植物ベースのオレ
イン酸、またはそれらのエステルに由来するアルキルグルコシドエステルを含む、先の実
施形態のいずれかの組成物。
【００２７】
　実施形態１２：レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル
基の比が、少なくとも０．１：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００２８】
　実施形態１３：レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル
基の比が、少なくとも０．２：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００２９】
　実施形態１４：レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル
基の比が、少なくとも０．３：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００３０】
　実施形態１５：レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル
基のモル比が、１未満：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００３１】
　実施形態１６：レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル
基の比が、最大０．８：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００３２】
　実施形態１７：レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル
基のモル比が、最大０．７：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００３３】
　実施形態１８：レオロジー調節剤における長鎖脂肪酸エステル基と短鎖脂肪酸エステル
基のモル比が、０．２：１～０．８：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００３４】
　実施形態１９：長鎖脂肪酸エステルが、植物ベースのオレイン酸エステル基を含み、短
鎖脂肪酸エステルが、カプリル酸エステル基およびカプリン酸エステル基を含み、不飽和
Ｃ１８エステル基と他のエステル基のモル比（Ｏ／ＣＣ比）が、０．２：１～０．７：１
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である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００３５】
　実施形態２０：Ｏ／ＣＣ比が、０．３５：１～０．６：１である、先の実施形態のいず
れかの組成物。
【００３６】
　実施形態２１：グリコシド分子１つ当たりのエステル化度が、０．７：１～１．５：１
である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００３７】
　実施形態２２：エステル化度が、０．８：１～１．２：１である、先の実施形態のいず
れかの組成物。
【００３８】
　実施形態２３：アルキルグリコシドが、アルキルグルコシドを含む、先の実施形態のい
ずれかの組成物。
【００３９】
　実施形態２４：アルキルグルコシドが、Ｃ１～Ｃ３０アルキルグルコシドである、先の
実施形態のいずれかの組成物。
【００４０】
　実施形態２５：アルキルグルコシドが、メチルグルコシドを含む、先の実施形態のいず
れかの組成物。
【００４１】
　実施形態２６：アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、１０００未満の分子量を有する
、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００４２】
　実施形態２７：非水性溶剤をさらに含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００４３】
　実施形態２８：アルキルグリコシド脂肪酸エステルが、界面活性剤組成物の最大４重量
％の総濃度である場合、レオロジー調節剤を含まないこと以外同一の組成物と比較して、
レオロジー調節剤が組成物の粘度を少なくとも１０倍増大した、先の実施形態のいずれか
の組成物。
【００４４】
　実施形態２９：レオロジー調節剤におけるアルキルグリコシド脂肪酸エステルのいずれ
もが、アルコキシ化されない、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００４５】
　実施形態３０：レオロジー調節剤が、少なくとも０．１重量％の濃度で存在する、先の
実施形態のいずれかの組成物。
【００４６】
　実施形態３１：レオロジー調節剤が、少なくとも０．５重量％の濃度で存在する、先の
実施形態のいずれかの組成物。
【００４７】
　実施形態３２：レオロジー調節剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、先の実施
形態のいずれかの組成物。
【００４８】
　実施形態３３：レオロジー調節剤が、最大５重量％の濃度で存在する、先の実施形態の
いずれかの組成物。
【００４９】
　実施形態３４：レオロジー調節剤が、最大３重量％の濃度で存在する、先の実施形態の
いずれかの組成物。
【００５０】
　実施形態３５：界面活性剤が、少なくとも０．０１重量％の濃度で存在する、先の実施
形態のいずれかの組成物。



(15) JP 6184484 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

【００５１】
　実施形態３６：界面活性剤が、少なくとも１重量％の濃度で存在する、先の実施形態の
いずれかの組成物。
【００５２】
　実施形態３７：界面活性剤が、最大２０重量％の濃度で存在する、先の実施形態のいず
れかの組成物。
【００５３】
　実施形態３８：アルキルグリコシド脂肪酸エステルと界面活性剤の重量比が、１未満：
１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００５４】
　実施形態３９：アルキルグリコシド脂肪酸エステルと界面活性剤の重量比が、最大０．
５：１である、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００５５】
　実施形態４０：界面活性剤が、アニオン性界面活性剤を含む、先の実施形態のいずれか
の組成物。
【００５６】
　実施形態４１：界面活性剤が、双性イオン性界面活性剤をさらに含む、先の実施形態の
いずれかの組成物。
【００５７】
　実施形態４２：アルコキシ化界面活性剤を含まない、先の実施形態のいずれかの組成物
。
【００５８】
　実施形態４３：スルフェートをベースとする界面活性剤を含まない、先の実施形態のい
ずれかの組成物。
【００５９】
　実施形態４４：レオロジー調節剤が、アルコキシ化されていない、先の実施形態のいず
れかの組成物。
【００６０】
　実施形態４５：３００未満の分子量を有する可溶性無機塩および有機塩から選択される
、少なくとも０．１％の塩をさらに含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００６１】
　実施形態４６：塩が、可溶性無機塩を含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００６２】
　実施形態４７：少なくとも０．２％の可溶性無機塩を含む、先の実施形態のいずれかの
組成物。
【００６３】
　実施形態４８：少なくとも４０重量％の水を含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００６４】
　実施形態４９：組成物を形成してから２４時間後に測定すると、少なくとも１０００ｍ
Ｐａ・ｓの粘度を有する、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００６５】
　実施形態５０：組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、少なくとも２
０００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００６６】
　実施形態５１：組成物を形成してから２４時間後に２０℃で測定すると、最大１０，０
００ｍＰａ・ｓの粘度を有する、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００６７】
　実施形態５２：組成物を形成してから２４時間後に測定すると、６０ＮＴＵ未満の濁度
を有する、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００６８】
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　実施形態５３：形成してから２４時間後に３０ＮＴＵ未満の濁度を有する、先の実施形
態のいずれかの組成物。
【００６９】
　実施形態５４：界面活性剤およびレオロジー調節剤を、周囲温度で水と混合することに
よって形成される、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００７０】
　実施形態５５：シリコーン、エモリエント剤、シリコーン、乳化剤、真珠光沢剤、着色
剤、微粒子、保存剤、ｐＨ調整剤、植物性薬品、キレート剤、抗菌剤、および補助レオロ
ジー調節剤の少なくとも１つをさらに含む、先の実施形態のいずれかの組成物。
【００７１】
　実施形態５６：シャンプー、ボディウォッシュ、液体石鹸、顔用クレンザー、およびハ
ンド石鹸から選択されるパーソナルケア用途のために配合される、先の実施形態のいずれ
かの組成物。
【００７２】
　実施形態５７：少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ

１２または炭素がそれより多い炭化水素である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂
肪酸エステル、および
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水
素である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤を、アニオ
ン性界面活性剤および水と合わせるステップを含む、組成物を形成する方法。
【００７３】
　実施形態５８：合わせるステップが、周囲温度で実施される、実施形態５７の方法。
【００７４】
　実施形態５９：アルキルグリコシドを、式Ｒ１（Ｏ）ＯＨの長鎖脂肪酸またはそれらの
誘導体、および式Ｒ２（Ｏ）ＯＨの短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と、別個にまたは組
み合わせて反応させることを含む、レオロジー調節剤を形成するステップをさらに含む、
実施形態５７および５８の方法。
【００７５】
　実施形態６０：少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ１（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ１は、Ｃ

１２～Ｃ２３炭化水素基である）からなる、アルキルグリコシドの長鎖脂肪酸エステル、
および
少なくとも１つの脂肪酸エステル基Ｒ２（Ｏ）Ｏ－（式中、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０炭化水
素基である）からなる、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステル
を含む、アルキルグリコシド脂肪酸エステルの混合物を含むレオロジー調節剤であって、
レオロジー調節剤におけるＲ１（Ｏ）Ｏ－とＲ２（Ｏ）Ｏ－の比が、０．２：１～０．７
：１である、レオロジー調節剤。
【００７６】
　実施形態６１：Ｒ１が、カプリル酸およびカプリン酸またはそれらの誘導体に由来する
Ｃ８およびＣ１０炭化水素基の混合物を含み、Ｒ２が、植物ベースのオレイン酸またはそ
れらの誘導体に由来するＣ１８炭化水素基の混合物を含む、実施形態６０のレオロジー調
節剤。
【００７７】
　実施形態６２：アルキルグリコシドと、少なくとも６個の炭素の長さの炭化水素鎖を含
む長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体および短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体との反応に由
来するレオロジー調節剤を含む組成物であって、短鎖および長鎖脂肪酸またはそれらの誘
導体が、それらのそれぞれの炭化水素鎖の長さが平均で少なくとも６個の炭素原子だけ異
なっている、組成物。
【００７８】
　実施形態６３：界面活性剤をさらに含む、実施形態６２の組成物。
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【００７９】
　実施形態６４：水をさらに含む、実施形態６２および６３のいずれかの組成物。
【００８０】
　実施形態６５：長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体と短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体の
モル比が、１未満：１である、実施形態６２、６３および６４のいずれかの組成物。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】図１は、ＤＶ－ＩＩ＋Ｐｒｏ　Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度計およびＳＰＤＬ　Ｓ
Ｃ４－２７を使用して、２０℃において２０ｒｐｍで回転させた、２０％Ｚｅｍｅａ中の
ＭｅＧ－ＣＣＯ（実施例Ｇ）の粘度を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００８２】
　詳細な説明
　本明細書に開示されている実施形態は、レオロジー調節剤、およびそのレオロジー調節
剤を用いて増粘した水性の界面活性剤をベースとする組成物に関する。本明細書に開示さ
れている例示的なレオロジー調節剤は、アルキルグリコシドの短鎖脂肪酸エステルおよび
長鎖脂肪酸エステルの混合物である。
【００８３】
　例示的なレオロジー調節剤は、パーソナルケア製品、例えばパーソナルケアクレンジン
グ製品、化粧品、トイレタリー、美容助剤、昆虫忌避剤、個人衛生製品、家庭用クレンジ
ング製品等で使用できることが見出され得る。レオロジー調節剤は、ヒトおよび動物の皮
膚、毛髪、頭皮、および爪を含めた身体に付与することを企図されたパーソナルケア用ク
レンジング製品の配合物において有用な界面活性剤を含有する液体水性組成物において、
特に使用できることが見出されている。このようなパーソナルケア用クレンジング製品の
例として、シャンプー、液体石鹸、ボディウォッシュ、顔用クレンザー（顔用リンスを含
む）等が挙げられる。しかし、例示的なレオロジー調節剤は、他の表面クリーニング用途
、または家庭もしくは施設および産業環境における衛生状態の維持、布地のトリートメン
ト（例えば、布地コンディショナー、カーペットおよび室内装飾用品クリーナー）、自動
車ケア（例えば、手によるおよび自動カーウォッシュ洗剤、タイヤ光沢剤、レザーコンデ
ィショナー、液体車用ポリッシュ、プラスチック用ポリッシュおよびコンディショナー）
、塗料およびコーティング等において用途があることも見出され得る。
【００８４】
　本明細書に開示の実施形態は、水性の界面活性剤をベースとするクレンジング組成物に
おいて使用するのに適した、効率的な非ポリマー性レオロジー調節剤を提供し、この組成
物は、アルキレンオキシド（例えば、酸化エチレン）、例えばポリエチレングリコール（
ＰＥＧ）を含まなくてもよく、「環境に優しい」とみなされる安全で再生可能な野菜由来
の出発材料から全体的に作製することができる。アルキレンオキシドを含まないとは、水
性の界面活性剤をベースとするクレンジング組成物が、１重量％未満の、例えば０．１重
量％以下または０．０１重量％以下のポリ（アルキレンオキシド）を含むことを意味する
。アルキルグリコシド、例えばメチルグルコシドの脂肪酸エステルは、いくつかのアニオ
ン性、双性イオン性および非イオン性界面活性剤と適合性があり、電解質および水性の界
面活性剤組成物の調製に典型的に使用されるいくつかの配合用アジュバントと適合性があ
る。
【００８５】
　いかなる特定の理論にも拘泥するものではないが、本明細書に開示の例示的なレオロジ
ー調節剤は、界面活性剤ミセルに会合することによって水性の界面活性剤組成物の粘度を
増大し、したがって会合性増粘剤またはミセル増粘剤とみなすことができると考えられて
いる。
【００８６】
　メチルグルコシドなどの例示的なグリコシドは、脂肪酸エステルを形成するのに使用さ
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有しており、したがってパーソナルケア製品において特に有用である。
【００８７】
　レオロジー調節剤
　例示的なレオロジー調節剤は、本明細書ではグリコシドエステルと呼ぶことができるグ
リコシドの脂肪酸エステルを含み、その具体例の１つは、メチルグルコシド（ＭｅＧ）の
脂肪酸エステルであるメチルグルコシドエステルである。議論を容易にするために、レオ
ロジー調節剤は、グリコシド分子または「コア」に由来するグリコシド成分、および各グ
リコシド分子に連結した１つまたは複数の脂肪酸基を含む脂肪酸成分を含むとみなすこと
ができ、この脂肪酸基は、鎖長が異なる第１および第２の脂肪酸ＡおよびＢに由来する脂
肪酸基を含む。
【００８８】
　１．グリコシド成分
　レオロジー調節剤を形成するための例示的なグリコシドは、アノマー炭素、特に酸素連
結を介して非炭水化物部分に結合している糖分子（典型的にモノマー）を含む。例示的な
グリコシドは、グルコシド（グルコースに由来するグリコシド）であるが、他の環式モノ
サッカライドのグリコシド、特に他の環式ヘキソース、例えばガラクトシドおよびフルク
トシド、より具体的には６員環を有する環式ヘキソースなどの他のグリコシドも企図され
る。
【００８９】
　共有結合によって糖分子に結合することができる例示的な非炭水化物部分として、アル
キル基が挙げられる。アルキルグリコシドは、一般に、アルキル基がグリコシド結合を介
してアノマー炭素に結合しているグリコシドを指す。例示的なアルキル基として、線状お
よび分岐状のＣ１～Ｃ３０アルキル、特にＣ１～Ｃ１０アルキル、例えばメチル、エチル
、プロピル、ブチル、ペンチル（アミル）、およびそれらの混合物が挙げられる。例示的
なアルキルグリコシドは、短鎖（Ｃ１～Ｃ１０）アルキルグルコシド、例えばメチルグル
コシド、エチルグルコシド、プロピルグルコシド、ブチルグルコシド、およびペンチルグ
ルコシドである。本明細書では特に、例示的なグリコシドとしてアルキルグルコシド、例
えばメチルグルコシド（ＭｅＧ）に言及しているが、他のグリコシドも企図されることを
理解されたい。
【００９０】
　グリコシドの利点の１つは、９５重量％超のモノサッカライドを含有する加水分解的に
も熱的にも安定なポリオールになる傾向があるということである。しかし、ポリオールは
、ポリサッカライド（ジサッカライドおよびそれより高次）を含む高い割合のポリオール
を含み得ると理解されるべきである。一般に、モノサッカライドにおけるグリコシドとポ
リサッカライド形態におけるグリコシドの比率は、少なくとも１：１、例えば少なくとも
５：１、または少なくとも１０：１である。
【００９１】
　レオロジー調節剤を形成するのに有用な、適切なアルキルグルコシドは、構造１で表さ
れる。
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【化１】

式中、
Ｒ＝ＣｎＨ２ｎ＋１であり、ｎ＝１～３０、例えば１～１０である（例えば、－ＣＨ３、
－Ｃ２Ｈ５、－Ｃ３Ｈ７、または－Ｃ４Ｈ９）。
【００９２】
　適切なＲ基は、例えば野菜源から天然に得られる線状および分岐状の炭化水素を含む。
理解される通り、構造１のヒドロキシルの１つまたは複数（全てではない）は、水素で置
き換えることができる。
【００９３】
　例示的なグリコシドは、例えば少なくとも９５重量％または少なくとも９８重量％の純
度を有するメチルグルコシド（ＭｅＧ）である。このような材料は、米国オハイオ州クリ
ーブランドＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃｏｒｐから得ることができる。
【００９４】
　構造１はモノサッカライドを例示しているが、１～１０個のグルコース残基の長さのポ
リサッカライドも企図される。ポリサッカライド中のグルコース残基は、１，４－連結を
介して連結することができる。
【００９５】
　脂肪酸成分
　エステル化またはエステル交換反応を介してグリコシドのエステルを形成するのに適し
た親油性化合物として、グリコシドと反応性があり、水性の界面活性剤を含有する系に導
入されると会合性増粘を促進するのに十分な分子量を有する化合物が挙げられる。例示的
な親油性化合物として、炭化水素鎖中に６～２３個の炭素原子を有する脂肪酸および脂肪
酸エステルが挙げられる。
【００９６】
　適切な脂肪酸／エステルの例として、線状または分岐状の天然および合成の飽和および
不飽和の酸／エステルが挙げられる。脂肪酸またはそれらのエステルは、単独で、または
混合物として使用することができる。例示的な天然由来の脂肪酸として、飽和および不飽
和Ｃ６～Ｃ２２の線状および分岐状の脂肪酸が挙げられる。適切な線状の脂肪酸／エステ
ルとして、構造２および３に示されている一般的な形態の脂肪酸および脂肪酸エステルが
挙げられる。
　構造２
　Ｒ１（Ｏ）ＯＲ３

　構造３
　Ｒ２（Ｏ）ＯＲ３

式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ線状または分岐状の飽和または不飽和の脂肪族炭化水
素鎖、例えばＣ６～Ｃ２３鎖または「尾部」またはそれらの混合物を表し、Ｒ２は、平均
でＲ１よりも鎖中の炭素原子が少なく、各Ｒ３は、Ｈまたはアルキル基、例えばＣ１～Ｃ
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１０アルキル基、例えばメチル、エチルもしくはプロピル、ブチル、またはそれらの混合
物を表す。これらの脂肪酸および脂肪酸エステルは、アルキルグリコシドと反応して、一
般的形態Ｒ１（Ｏ）Ｏ－およびＲ２（Ｏ）Ｏ－のエステル基または脂肪酸残基を提供する
。
【００９７】
　適切な酸およびエステルの例として（尾部の炭素数の後に、不飽和度を列挙する）、カ
プロン酸（ヘキサン酸、Ｒ１＝Ｃ６：０）、エナント酸（ヘプタン酸、Ｒ１＝Ｃ７：０）
、カプリル酸（オクタン酸、Ｒ１＝Ｃ８：０）、ペラルゴン酸（ノナン酸、Ｒ１＝Ｃ９：
０）、カプリン酸（デカン酸、Ｒ１＝Ｃ１０：０）、ウンデカン酸（Ｒ１＝Ｃ１１：０）
、ラウリン酸（ドデカン酸、Ｒ１＝Ｃ１２：０）、ミリスチン酸（テトラデカン酸、Ｒ１

＝Ｃ１４：０）、パルミチン酸（ヘキサデカン酸、Ｒ１＝Ｃ１６：０）、ステアリン酸（
オクタデカン酸、Ｒ１＝Ｃ１８：０）、イソステアリン酸（Ｃ１７－メチルヘプタデカン
酸、Ｒ１＝Ｃ１８：０）、リノール酸（ｃｉｓ，ｃｉｓ－９，１２－オクタデカジエン酸
、Ｒ１＝Ｃ１８：２）、リノレン酸（ａｌｌ－ｃｉｓ－９，１２，１５－オクタデカトリ
エン酸およびａｌｌ－ｃｉｓ－６，９，１２－オクタデカトリエン酸のいずれかまたは両
方、Ｒ１＝Ｃ１８：３）、オレイン酸（ｃｉｓ－９－オクタデセン酸、Ｒ１＝Ｃ１８：１
）、バクセン酸（（Ｅ）－１１－オクタデセン酸、Ｒ１＝Ｃ１８：１）、エイコサン酸（
Ｒ１＝Ｃ２０：０）、ガドレイン酸（ｃｉｓ－ｉｃｏｓ－９－エン酸、Ｒ１＝Ｃ２０：１
）、アラキドン酸（５Ｚ，８Ｚ，１１Ｚ，１４Ｚ）－５，８，１１，１４－エイコサテト
ラエン酸、Ｒ１＝Ｃ２０：４）、エイコサペンタエン酸（５Ｚ，８Ｚ，１１Ｚ，１４Ｚ，
１７Ｚ）－５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン酸、Ｒ１＝Ｃ２０：５）、ヘ
ンエイコサン酸（Ｒ１＝Ｃ２１：０）、ベヘン酸（ドコサン酸、Ｒ１＝Ｃ２２：０）、エ
ルカ酸（（Ｚ）－ドコサ－１３－エン酸、Ｒ１＝Ｃ２２：１）、リグノセリン酸（テトラ
コサン酸、Ｒ１＝Ｃ２３：０）およびそれらのエステル、ならびにそれらの混合物が挙げ
られる。例えば、前述の脂肪酸の、１～８個の炭素原子を有するアルキルエステル、例え
ばメチル、エチルまたはプロピルエステルを使用することができる。これらの酸は、全て
ヒドロキシル化されていない。いくつかの実施形態では、ヒドロキシル化された酸、例え
ばリシノール酸（１２－ヒドロキシ－９－ｃｉｓ－オクタデセン酸）を用いることができ
る。
【００９８】
　例示的な酸は、植物ベースであり、例えば野菜油、例えばココナツ油、パーム油、亜麻
仁油、大豆油、ヒマワリ油等から得ることができる。植物に由来する市販の酸は、２個以
上の酸の混合物を含有することができる。
【００９９】
　適切な長鎖脂肪酸は、「オレイン酸」として販売されている植物ベースの脂肪酸であり
、実際にはおよそ１６～１８の平均炭素鎖長を有する構造２（式中、Ｒ１＝Ｃ１３～Ｃ２

２である）の、主にオレイン酸、リノレン酸、リノール酸およびステアリン酸の混合物で
ある脂肪酸の混合物である。したがって、本明細書において植物ベースのオレイン酸（ま
たはそのエステル）に言及している場合、主に（６０重量％超、または７０重量％超、ま
たは８０重量％超の）不飽和Ｃ１８カルボン酸が、より少量の他の酸と一緒になった混合
物を意味する。
【０１００】
　「ミリスチン酸」として販売されている別の植物ベースの長鎖脂肪酸は、実際にはおよ
そ１４の平均炭素鎖長を有する構造２（式中、Ｒ１＝Ｃ１３～Ｃ１６であり、主にＲ１＝
Ｃ１４である）の酸の混合物である。
【０１０１】
　「カプリン酸／カプリル酸」として販売されている適切な植物ベースの短鎖脂肪酸（ま
たはエステル）は、実際には構造３（式中、Ｒ３＝Ｃ６～Ｃ１０であり、主に（６０重量
％超、または７０重量％超、または８０重量％超の）Ｒ３＝Ｃ８＋Ｃ１０である）の脂肪
酸の混合物である。植物ベースのカプリン酸／カプリル酸／エステルにおけるＣ８：Ｃ１



(21) JP 6184484 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

０比は、例えば１：２～３：１、例えば１．５：１～１：１．１、または約１．２：１で
あり得る。
【０１０２】
　理解される通り、植物ベースの長鎖脂肪酸／エステルとして使用される材料は、植物由
来である場合、少量の、例えば最大２重量％、または最大１重量％、または最大０．１重
量％の構造３のＣ１１およびそれより炭素数が少ない脂肪酸／エステルを含有することが
できる。典型的に、混合物のＣ１１およびそれより炭素数が少ない脂肪酸／エステル内容
物は、主にＣ１０である。また、植物ベースの短鎖脂肪酸／エステルとして使用される材
料は、植物由来である場合、少量の、例えば最大２重量％、または最大１重量％の構造２
のＣ１１およびそれより炭素数が多い脂肪酸／エステルを含有することができる。典型的
に、混合物のＣ１１およびそれより炭素数が多い脂肪酸／エステル内容物は、主にＣ１２

である。しかし、本明細書で論じられている重量比等の目的では、Ｒ１およびＲ２は、特
定の炭化水素だけを含む。
【０１０３】
　例示的なエステル化アルキルグリコシドの形成においては、例示的なアルキルグリコシ
ドは、酸／エステルで一置換、二置換、三置換または四置換されていてもよい。例えば、
エステル化アルキルグルコシドは、構造４に示されている式を有することができる。
【化２】

式中、各Ｒ４は、独立に、Ｒ１（Ｏ）－、Ｒ２（Ｏ）－、またはＨであり、Ｒ１およびＲ
２は、先に定義の通りであり、Ｒ４の少なくとも１つは、Ｈではない。本明細書およびこ
こで使用されるラジカルＲ１（Ｏ）－およびＲ２（Ｏ）－では、各Ｒ１およびＲ２は、カ
ルボニル酸素原子（Ｏ）と一緒になって、アシル基を表す。換言すれば、炭化水素基Ｒ１

およびＲ２のそれぞれにおける末端炭素原子は、カルボニル炭素である。
【０１０４】
　したがって、例示的な親油性成分は、グリコシドコアに共有結合により結合している分
子１つ当たり６～２３個の炭素原子を有する、環境に優しいまたは天然由来の炭化水素ま
たは置換炭化水素部分であってもよい。
【０１０５】
　例示的な実施形態では、エステル化グリコシドは、エステル／酸の混合物を使用して形
成され、それらの混合物は、
ａ）Ｒ１が、分岐状または非分岐状Ｃ１２または炭素がそれより多い炭化水素、例えばＣ

１２～Ｃ２３炭化水素である、構造２の少なくとも１つの脂肪酸または脂肪酸エステルＡ
、例えばラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、イソステアリン酸、
リノール酸、リノレン酸、オレイン酸およびベヘン酸、またはそれらのエステルの少なく
とも１つ、
ｂ）Ｒ２が、分岐状または非分岐状Ｃ１０または炭素がそれより少ない脂肪族炭化水素、
例えばＣ６～Ｃ１０炭化水素である、構造３の少なくとも１つの脂肪酸または脂肪酸エス
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テルＢ、例えばカプロン酸、エナント酸、カプリル酸、ペラルゴン酸およびカプリン酸、
またはそれらのエステルの少なくとも１つ
を含む。
【０１０６】
　一実施形態では、構造２の脂肪酸または脂肪酸エステルでは、Ｒ１は、Ｃ１２～Ｃ２３

脂肪族炭化水素またはそれらの混合物を含む。例えば、エステル化グリコシドの調製に使
用される脂肪酸エステルは、少なくとも５０重量％、または少なくとも７０重量％、また
は少なくとも９０重量％の構造２の化合物であってもよく、ここでＲ１は、Ｃ１２～Ｃ２

３脂肪族炭化水素またはＣ１３～Ｃ２１炭化水素である。
【０１０７】
　一実施形態では、構造３の脂肪酸または脂肪酸エステルでは、Ｒ２は、Ｃ６～Ｃ１０脂
肪族炭化水素またはそれらの混合物を含む。例えば、エステル化グリコシドの調製に使用
される脂肪酸エステルは、少なくとも５０重量％、または少なくとも７０重量％、または
少なくとも９０重量％の構造３の化合物であってもよく、ここでＲ２は、Ｃ６～Ｃ１０脂
肪族炭化水素であり、または主に（例えば、少なくとも８０重量％、または少なくとも９
０重量％、または少なくとも９５重量％および最大１００重量％の）Ｃ８～Ｃ１０脂肪族
炭化水素である。
【０１０８】
　一実施形態では、長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体および短鎖脂肪酸またはそれらの誘
導体は、それらの平均炭化水素鎖数が、少なくとも４個、または少なくとも６個、または
少なくとも８個の炭素原子だけ異なっている。
【０１０９】
　一般に、レオロジー調節剤は、長鎖脂肪酸／エステルＡよりも短鎖脂肪酸／エステルＢ
に由来する置換基をより多く含む。例えば、エステル化アルキルグリコシドの調製に使用
される構造２の長鎖脂肪酸または脂肪酸エステル：構造３の短鎖脂肪酸または脂肪酸エス
テル（および／または形成されるエステル化アルキルグリコシド中の対応するエステル基
）のモル比は、０．１：１～１：１、例えば少なくとも０．２：１、または少なくとも０
．３：１であってもよく、最大０．９：１、または最大０．９：１、または最大０．７：
１であってもよい。
【０１１０】
　アルキルグリコシド分子１つ当たりＲ３基（Ｈ以外）の平均数であるエステル化度、例
えば脂肪酸基とメチルグルコシドのモル当量は、０．７：１～１．５：１、例えば最大１
．３：１、例えば０．８：１～１．２：１または０．９：１～１．１：１、すなわち約１
：１であってもよい。一実施形態では、エステル化度は、少なくとも０．９：１である。
【０１１１】
　エステル化度、ならびに構造２の脂肪酸基と構造３の脂肪酸基の比（Ａ：Ｂ比）の平衡
を保つことによって、エステル化アルキルグリコシドの１モルまたは単位重量当たり予想
外に高い粘度を提供する、界面活性剤組成物に適した増粘剤が得られる。
【０１１２】
　レオロジー調節剤の例示的な非限定的な例として、
ａ）ラウレート、ミリステート、パルミテート、ステアレート、イソステアレート、リノ
レエート、リノレネート、オレエートおよびベヘネート、ならびにそれらの組合せから選
択される少なくとも１つのエステル基を含む長鎖グルコシドエステル、ならびに
ｂ）ヘキサノエート、エナンテート、カプリレート（オクタノエート）、デカノエート、
ペラルゴネート酸およびウンデカノエート、ならびにそれらの組合せから選択される少な
くとも１つのエステル基を含む短鎖グルコシドエステル
を含むグルコシドエステルの混合物が挙げられる。
【０１１３】
　具体例では、長鎖グルコシドエステルとして、グルコシドオレエート、または天然の（
植物ベースの）オレイン酸（Ｃ１３～Ｃ２２酸）に由来するエステルの混合物が挙げられ
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る。
【０１１４】
　具体例では、長鎖グルコシドエステルとして、不飽和アルキレート基が挙げられる。
【０１１５】
　具体例では、短鎖グルコシドエステルとして、カプリン酸およびカプリル酸の混合物に
由来し得るか、またはこれらの少なくとも１つであってもよい、アルキルグルコシドオク
タノエートおよびアルキルグルコシドデカノエート、例えばメチルグルコシドオクタノエ
ートおよびメチルグルコシドデカノエートが挙げられる。
【０１１６】
　具体例では、レオロジー調節剤を構成するメチルグルコシドの脂肪酸エステルは、いず
れもアルコキシ化されていない。
【０１１７】
　理解される通り、レオロジー調節剤が、脂肪酸基のそれぞれが存在する単一反応で形成
される場合、得られるレオロジー調節剤は、反応物中に存在する脂肪酸基の任意の１つま
たは複数でそれぞれ一置換、二置換、三置換または四置換されているグルコシドコアを含
むことができる。
【０１１８】
　得られるレオロジー調節剤は、任意の溶剤ならびに反応の副生成物として生成された水
またはアルコール（除去できる）は無視されるが、もしあれば任意の未反応のグリコシド
および脂肪酸またはエステルを含む、選択されたグリコシドと選択された短鎖および長鎖
脂肪酸および／またはそれらのエステルとの反応生成物からなるとみなすことができる。
【０１１９】
　例えば、例示的なレオロジー調節剤の１つは、植物ベースのカプリル酸／カプリン酸お
よび植物ベースのオレイン酸のメチルグルコシドエステルのエステル混合物である。この
メチルグルコシドエステルの混合物は、本明細書ではＭｅＧ－ＣＣＯと呼ばれる。レオロ
ジー調節剤におけるメチルグルコシドの不飽和アルキルエステル基（主にＣ１８）と他の
アルキルエステル基（主に短鎖Ｃ８＋Ｃ１０）の比は、本明細書ではＯ／ＣＣ比と呼ばれ
る。本明細書で特定される比において、Ｏ／ＣＣ比はＮＭＲによって決定される通りであ
る。しかし、Ｏ／ＣＣ比は一般に、レオロジー調節剤の形成に使用される成分のそれぞれ
のモル比に対応することが理解される。より一般的には、Ｏ／ＣＣ比は、Ａ：Ｂ比に密接
に対応し、ここでＡは、レオロジー調節剤における構造２による酸またはそれらの誘導体
に由来するアルキルエステル基のモル当量を表し、Ｂは、レオロジー調節剤における構造
３による酸またはそれらの誘導体に由来するアルキルエステル基のモル当量を表す。Ｏ／
ＣＣ（またはＡ：Ｂ）比は、０．１：１～０．９：１、または０．２：１～０．７：１、
または０．３５：１～０．６：１の範囲であってもよいが、他の比も企図される。レオロ
ジー調節剤は、メチルグルコシドと、短鎖および長鎖の炭素鎖エステル、例えば植物ベー
スのカプリル酸、カプリン酸およびオレイン酸のメチルエステルとのエステル交換反応に
よって、容易に形成することができる。
【０１２０】
　別の例示的なレオロジー調節剤は、カプリル酸、カプリン酸およびラウリン酸のメチル
グルコシドエステルのエステル混合物である。このメチルグルコシドエステルの混合物は
、本明細書ではＭｅＧ－ＣＣＬと呼ばれる。Ａ：Ｂ比は、０．３５：１～０．８：１の範
囲、例えば少なくとも０．５：１であってもよいが、他の比も企図される。
【０１２１】
　グリコシド脂肪酸エステルの化学合成
　例示的な脂肪酸エステル（例えば、ＭｅＧ－アルキルおよびアルケニルエステル。これ
らは全て、本明細書では便宜上、ＭｅＧ－アルキルエステルと呼ぶことができる）は、ア
ルキルグリコシドと、親油性エステル化試薬またはエステル交換試薬、例えば脂肪酸また
はそれらのエステルとの反応によって調製することができる。反応は、所望のエステル化
度が達成される条件下で実施することができる。それに加えて、または代替として、脂肪
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酸エステル化置換基：アルキルグリコシドの比は、増粘剤の増粘化特性および効率が最適
化され、例えばほぼ最大限にされるように選択することができる。
【０１２２】
　アルキルグリコシドの脂肪酸エステルは、通常の触媒または酵素、例えばリパーゼ等を
使用するエステル合成を含めた様々な方法によって合成することができる。
【０１２３】
　レオロジー調節剤は、アルキルグリコシドと、炭化水素鎖の長さが平均で例えば少なく
とも４個、少なくとも６個の炭素原子だけ異なっている長鎖脂肪酸またはそれらの誘導体
および短鎖脂肪酸またはそれらの誘導体との反応に由来し得る。
【０１２４】
　例示的な合成方法として、（１）出発油または脂肪とアルキルグリコシドの間のエステ
ル交換反応、（２）脂肪酸の低級アルキルエステルとアルキルグリコシドの間のエステル
交換反応、（３）脂肪酸とアルキルグリコシドの間のエステル合成、（４）脂肪酸塩化物
およびアルキルグリコシドを使用する合成が挙げられる。プロセス（４）によって塩化ア
シルが生じるので、このプロセスは、パーソナルケア配合物を形成するには一般に適して
いない。
【０１２５】
　例えば、メチルグルコシド脂肪エステルは、メチルグルコシド（ＭｅＧ）と、エステル
化剤またはエステル交換剤との反応によって得ることができる。エステル化試薬またはエ
ステル交換試薬は、野菜油から得ることができる脂肪酸または脂肪酸エステルである。試
薬は、以下のスキーム１に示した簡素化反応スキームに従って、ポリオールとのエステル
の連結を提供する。
　スキーム１
【化３】

【０１２６】
　先のスキーム１の反応は、メチルグルコシド（ＭｅＧ）と、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３が先
に定義の通りである脂肪酸アルキルエステルとのエステル交換反応を示している。Ｒ４の
少なくとも１つは、Ｒ１（Ｏ）－またはＲ２（Ｏ）－、すなわち少なくとも１つのモノエ
ステルであると理解されるべきであるが、試薬の化学量論比に応じて、様々な種類のモノ
、ジ、トリおよびテトラエステルが形成され得ることに留意されたい。さらに、２つの脂
肪酸アルキルエステルが示されているが、２つより多くを反応で使用して、様々なエステ
ル化度を有する混合ポリエステルを生成することができる。
【０１２７】
　熱および触媒、ならびにこれらの反応の典型的な副生成物であるメタノール（エステル
を用いるエステル交換の場合）または水（酸を用いる直接エステル化の場合）を除去する
のに適した条件を準備して、反応を行うことができる。
【０１２８】
　エステル化およびエステル交換反応は、周囲圧力または周囲圧力以下で、例えば０．０
０１～１．５気圧（約０．１～１５０ｋＰａ）、例えば約１気圧（約１００ｋＰａ）、お
よび１１０℃～１８０℃の範囲の温度で実施することができる。触媒は、反応速度を促進
するために用いることができる。触媒は、酸性、塩基性または中性であってもよい。反応
のための例示的な触媒として、アルカリ金属および水酸化物およびそれらの塩、例えばＮ
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ａ、ＮａＯＣＨ３、ＫＯＣＨ３、ＮａＯＨ、ＫＯＨ、Ｎａ２ＣＯ３、Ｋ２ＣＯ３；ｐ－ト
ルエンスルホン酸（「ｐ－ＴＳＡ」）、Ｈ２ＳＯ４、ＨＣｌ、有機チタネート、例えばテ
トライソプロピルチタネートを含めた酸が挙げられる。例えば、炭酸ナトリウムが使用さ
れる。ある場合には、反応を許容される速度で進行させるために、触媒は必要とされない
。
【０１２９】
　理解される通り、この反応スキームは、先の構造２および３で表される短鎖および長鎖
エステル／酸のいずれにも適合することができる。
【０１３０】
　例示的な方法は、グリコシド、例えばメチルグルコシドと、短鎖および長鎖エステル／
酸の混合物との反応を含む。この反応は、短鎖および長鎖脂肪酸／エステルＲ１（Ｏ）Ｏ
Ｒ３およびＲ２（Ｏ）ＯＲ３を一緒に使用する単一の合成反応で達成することができる。
あるいは、別個の反応を用いることもでき、この場合、長鎖および短鎖エステル／酸を、
同じでも異なっていてもよいグリコシドと別個に反応させ、それらの反応生成物を組み合
わせる。単一の合成プロセスでは、グルコースコアのいくつかは、短鎖および長鎖の酸／
エステル置換基の両方で置換されていてもよく、別個の反応方法では、各グルコースコア
は、長鎖または短鎖のエステル／酸置換基のいずれかで置換されているが、両方では置換
されない。
【０１３１】
　エステル化反応の生成物であるレオロジー調節剤は、粘性の半透明ペーストの形態であ
り得る。ペースト生成物は、パッケージングおよび配合に適しているが、適切な溶剤に溶
解／分散させて、注ぐことができる液体増粘剤を提供することができ、この液体増粘剤は
、粘性の界面活性剤を含有する液体組成物を特に室温で調製するのにより適している。例
示的なグリコシドエステルを溶解／分散させることができる任意の液体は、低粘度のレオ
ロジー調節剤をベースとする配合物の形成に使用するのに適している。このタイプの例示
的な希釈剤液体として、水、グリコール、および他の溶剤、特に植物に由来し、ヒトの組
織、例えば皮膚および目に接触させて使用するのに安全であり適しているとみなされるも
のが挙げられる。分子１つ当たり約２～５個の炭素原子を有するアルキレングリコール、
例えばエチレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、１
，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタンジオールおよびそれら
の混合物は、適切なグリコールである。野菜源に由来するいくつかのグリコール、例えば
１，２－プロパンジオールは、最終配合物において植物由来材料の含量が高いことが望ま
しい場合に選択される。このような１，２－プロパンジオールの１つは、トウモロコシに
由来し、米国デラウェア州のＥ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　
Ｃｏｍｐａｎｙから商標Ｚｅｍｅａ（登録商標）で利用可能である。
【０１３２】
　希釈剤が使用される場合、レオロジー調節剤をベースとする配合物中の希釈剤の濃度は
、少なくとも１０重量％、例えば６０重量％～９０重量％の範囲であってもよい。したが
って、レオロジー調節剤をベースとする配合物の粘度は、ＤＶ－ＩＩ＋Ｐｒｏ　Ｂｒｏｏ
ｋｆｉｅｌｄ粘度計およびＳＰＤＬ　ＳＣ４－２７を用いて２０℃において２０ｒｐｍで
回転させて測定して、約１０，０００ｍＰａ・ｓ未満になるように調整することができる
。
【０１３３】
　例えば、図１は、ＭｅＧ－ＣＣＯ（前述のカプリン酸、カプリル酸（ｃａｐｒｉｌａｔ
ｅ）および植物ベースの「オレイン酸」のＭｅＧエステル）および２０重量％の１，２－
プロパンジオール（Ｚｅｍｅａ（登録商標））を含むレオロジー調節剤をベースとする配
合物の、温度に伴う溶液粘度の変動を示している。
【０１３４】
　水性の界面活性剤をベースとする組成物
　例示的な水性の界面活性剤をベースとする組成物は、少なくとも１つの界面活性剤、本
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明細書に記載のレオロジー調節剤、および水を含む。組成物は、有機溶剤をさらに含むこ
とができる。水溶性の塩、例えば無機塩も、組成物中に存在することができる。他の添加
剤も、下記の通り存在することができる。組成物は、一般に液体であるが、ゲルおよび固
体および半固体の組成物も企図される。
【０１３５】
　先に定義したレオロジー調節剤（希釈剤、例えば水および／またはグリコールを除く）
は、水性の界面活性剤をベースとする組成物中に少なくとも０．０１重量％、例えば少な
くとも０．１重量％、または少なくとも０．２重量％、または少なくとも０．５重量％、
または少なくとも１重量％の濃度で存在することができる。レオロジー調節剤は、水性の
界面活性剤をベースとする組成物中に最大１０重量％、例えば最大５重量％、または最大
４重量％、または最大３重量％、または最大２重量％の濃度で存在することができる。
【０１３６】
　一実施形態では、水性の界面活性剤をベースとする組成物は、少なくとも４０重量％の
水（例えば、脱イオン水、蒸留水または精製水）、または少なくとも６０重量％の水を含
み、最大８０重量％、または最大９０重量％または最大９８重量％が水であってもよい。
【０１３７】
　界面活性剤は、水性の界面活性剤をベースとする組成物中に少なくとも０．００１重量
％、例えば少なくとも０．０１重量％、または少なくとも１重量％の総濃度で存在するこ
とができ、所望の用途に応じて最大８０重量％またはそれを超えて存在することもできる
。一態様では、界面活性剤は、少なくとも２重量％、または少なくとも５重量％、または
少なくとも６重量％、または少なくとも８重量％の総濃度で存在する。いくつかの態様で
は、界面活性剤は、水性の界面活性剤をベースとする組成物の総重量に対して最大６５重
量％、または最大３０重量％、または最大２０重量％、または最大１８重量％の総濃度で
存在する。本明細書では、全ての界面活性剤の濃度は、希釈形態で使用される場合でも、
界面活性剤中の活性成分の重量をベースとする。
【０１３８】
　一実施形態では、例示的なレオロジー調節剤（具体的には、アルキルグリコシド脂肪酸
エステル）と、全界面活性剤の重量比は、１未満：１、例えば最大０．５：１、または最
大０．３：１、または最大０．２：１であり、いくつかの実施形態では、少なくとも０．
０１：１、例えば少なくとも０．１：１である。
【０１３９】
　水性の界面活性剤をベースとする組成物は、１つまたは複数の無機塩、例えばハロゲン
化ナトリウム、カリウムおよびアンモニウム、カルボン酸塩、ならびにクエン酸塩、例え
ば塩化ナトリウムを含むことができる。低分子量（＜３００）の有機塩、例えば安息香酸
ナトリウムを使用することもできる。塩は、水性の界面活性剤をベースとする組成物中に
少なくとも０．０１重量％、例えば少なくとも０．１重量％、または少なくとも０．２重
量％、または少なくとも０．５重量％の濃度で存在することができ、いくつかの実施形態
では、最大３重量％、例えば最大２重量％、例えば約１重量％以下で存在することができ
る。
【０１４０】
　界面活性剤をベースとする組成物の透明度（濁度）は、約２０～２５℃の周囲室温でネ
フェロ分析濁度計（例えば、ＨＦ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ，Ｉｎｃ．から利用可能なＭｉ
ｃｒｏ１００またはＭｉｃｒｏ１０００濁度計）を用いて、ネフェロ分析濁度単位（ＮＴ
Ｕ）で決定することができる。測定は、別段示されない限り以下の方法によって２０℃で
行われると想定されるべきである。蒸留水（ＮＴＵ＝０）を、標準物質として利用する。
２５ｍｌのねじ蓋バイアル（７０ｍｍ×２５ｍｍ）を、試験試料でほぼ最上部まで充填し
、全てのバブルが除去されるまで、最大５５℃で１時間温める。濁度計に入れる前に、各
試料バイアルをティッシュペーパーで拭って汚れを除去する。試料を濁度計に入れ、読取
りを行う。読取り値が安定化したら、ＮＴＵ値を記録する。バイアルを４分の１回転させ
、別の読取りを行い、記録する。４回の読取りを行うまでこれを繰り返す。４回得た読取
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り値のうち最低値を、濁度値として記録する。約６０以上のＮＴＵ値を有する組成物は、
濁っているまたは混濁状であると判断される。約３０未満のＮＴＵ値を有する組成物は、
非常に透明であるとみなされる。１００ＮＴＵ超の濁度を有する試料については、Ｍｉｃ
ｒｏ　１０００濁度計を使用した。その他では、Ｍｉｃｒｏ　１００濁度計を使用した。
【０１４１】
　例示的なレオロジー調節剤を含む例示的な水性の界面活性剤をベースとする組成物は、
この方法によって測定すると、６０以下、例えば５０以下、または４０以下のＮＴＵ値を
有することができ、いくつかの実施形態では、レオロジー調節剤の濃度が組成物の最大４
重量％であっても、３０以下または２０以下のＮＴＵ値を有することができる。
【０１４２】
　本明細書に開示されている通り、アルキルグリコシドエステル、特に相対的に長鎖およ
び短鎖の炭素鎖脂肪酸の混合物によってエステル化されたＭｅＧエステル混合物は、様々
な水性の界面活性剤をベースとする組成物、例えばクレンジング組成物の粘度を調節する
ことができる。例えば、本明細書に開示のレオロジー調節剤を用いて配合された、例示的
な水性の界面活性剤をベースとする組成物の粘度は、少なくとも５００ｍＰａ・ｓの粘度
を有することができる（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｍａｎｕａｌ
　Ｍ／９８－１６１－Ｉ４９６に従って、ＤＶ－ＩＩ＋Ｐｒｏ　Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘
度計およびスピンドルＳＣ４２１／１３Ｒを用いて、２０℃±１℃において２０ｒｐｍで
回転させて測定する）。一態様では、水性の界面活性剤をベースとする組成物の粘度は、
この方法によって、少なくとも２０００ｍＰａ・ｓ、または少なくとも３０００ｍＰａ・
ｓ、または少なくとも１０，０００ｍＰａ・ｓ、または少なくとも１５，０００ｍＰａ・
ｓ、または少なくとも２０，０００ｍＰａ・ｓ、または少なくとも２５，０００ｍＰａ・
ｓであり、いくつかの実施形態では、最大３０，０００、４０，０００、５０，０００、
またはさらには６０，０００ｍＰａ・ｓ以上であってもよい。一態様では、これらの粘度
は、レオロジー調節剤自体が水性の界面活性剤をベースとする組成物の５重量％以下、例
えば最大４重量％、または最大３重量％、または最大２重量％の濃度で存在する場合に達
成される。
【０１４３】
　これらの粘度を達成するために、レオロジー調節剤は、基本の水性の界面活性剤をベー
スとする組成物（すなわち、レオロジー調節剤を含まない）の粘度を、少なくとも２倍、
例えば少なくとも１０倍または少なくとも２０倍、増大することができる。例えば、水性
の界面活性剤をベースとする組成物は、レオロジー調節剤が５重量％以下、例えば最大４
重量％、または最大３重量％、または最大２重量％の濃度で添加される場合、１０００ｍ
Ｐａ・ｓ未満（または１００ｍＰａ・ｓ未満）から少なくとも２０００ｍＰａ・ｓまで増
大した粘度を有することができる。
【０１４４】
　例えば実験的な試験では、レオロジー調節剤が、本明細書に開示の方法に従って形成さ
れたＭｅＧ－エステルを含む場合に０．５重量％～４重量％の濃度で添加されると、界面
活性剤の組成に応じて、基本の水性の界面活性剤をベースとする組成物の粘度を約２０ｍ
Ｐａ・ｓから６０，０００ｍＰａ・ｓ超まで上昇させたことを示している。望ましくは３
，０００ｍＰａ・ｓ～１０，０００ｍＰａ・ｓの粘度および３０ＮＴＵ未満の濁度を有す
るクレンジング配合物は、所望の粘度を達成するために、ＭｅＧ－エステルの濃度を例え
ば０．０１～２重量％の範囲内に調整することによって、好都合に調製される。
【０１４５】
　一態様では、レオロジー調節剤は、非常に低分子量にもかかわらず、これらの粘度を達
成することができる。例えば、レオロジー調節剤は、１０００ダルトン未満、または最大
５００ダルトンの数平均分子量（Ｍｎ）を有することができる。
【０１４６】
　例示的な水性の界面活性剤をベースとする組成物は、室温で調製することができる（冷
却プロセス）。室温とは、１５～４０℃の範囲、例えば３０℃未満の温度を意味する。組
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成物は、より高温度で、例えば４０～７０℃で形成することもできる。しかし、室温プロ
セスには数々の利点があり、その１つは、熱を使用せずに済み、エネルギーを節約し、そ
れと同時に環境に対しても利益があるということである。
【０１４７】
　例えば、レオロジー調節剤が、ＭｅＧ－ＣＣＯ（前述の通り、カプリル酸、カプリン酸
および植物ベースのオレイン酸のメチルグルコシドエステルの混合物）であり、Ｏ／ＣＣ
比（メチルグルコシドの長鎖（植物ベースのオレイン酸）エステルと短鎖（カプリン酸／
カプリル酸）エステルの比）が、０．３５～０．６の範囲である場合、以下の特性のいく
つかまたは全てを達成することができる。
【０１４８】
１．レオロジー調節剤が、界面活性剤組成物中に２．０重量％未満で使用される場合でも
、粘度が２，０００ｍＰａ・ｓを超えること。
【０１４９】
２．高い透明度、例えば６０未満、または５０未満、または３０未満の濁度（ＮＴＵ）。
【０１５０】
３．長期保存期間における安定性。
【０１５１】
４．界面活性剤組成物を低温加工により調製できること。
【０１５２】
５．塩および他の配合用アジュバントと相乗的に適合性がある配合物が得られること。
【０１５３】
６．塩に耐性がある配合物が得られること。
【０１５４】
７．非アルコキシ化配合物が得られること。
【０１５５】
　ＭｅＧ－ＣＣＯは、非イオン性の性質なので、最も帯電したポリマー増粘剤の場合と同
様に、配合物中の塩の存在によって負の影響を受けない。さらに、塩化ナトリウムなどの
塩および他の塩は、ＭｅＧ－ＣＣＯと相乗的に作用する傾向がある。
【０１５６】
　さらにＭｅＧ－ＣＣＯは、室温で水および界面活性剤組成物に容易に分散する、アルコ
キシ化されていない（ＰＥＧを含まない）疎水性の水不溶性化合物である。ＭｅＧ－ＣＣ
Ｏは、水溶性が欠如しているにもかかわらず、３０ＮＴＵ未満の濁度を有する、粘性の無
色透明の界面活性剤組成物を形成することができる。このことは、クレンジング配合物の
ための最も慣習的な増粘剤が、親水性であり、帯電またはエトキシ化され、水溶性が高い
ことから、予期されなかったことである。
【０１５７】
　さらにＭｅＧ－ＣＣＯは、安定化されたグルコース、例えばメチルグルコシド、および
様々な植物由来の脂肪酸エステルから作製することができる、アルコキシ化されていない
再生可能な、「環境に優しい」、または天然由来の化合物である。したがって、その動物
にも石油にも由来しないレオロジー調節剤の含量は、９８重量％を超え得る。
【０１５８】
　例示的なＭｅＧ－エステルは、例示的な基本的な水性の界面活性剤をベースとする組成
物に添加される場合、皮膚または目に対して優しく、非刺激性の配合物を提供することが
できる。ある場合には、ＭｅＧ－エステルは、主要な界面活性剤の刺激作用を低減するこ
ともできる。したがって、ＭｅＧ－ＣＣＯおよび他のＭｅＧ－エステル混合物は、繊細ま
たは敏感な肌および目を有する乳児を含めたヒトおよび動物対象に受け入れられる洗浄用
組成物を調製するために使用することができる。
【０１５９】
　例示的なレオロジー調節剤は、ミセル増粘剤として機能することができるが、他の増粘
機序も企図される。異なる種類の増粘剤が水性の界面活性剤組成物に粘度を与える、物理
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的および化学的機序に関するさらなる情報は、例えばＥ．　Ｄｅｓｍｏｎｄ　Ｇｏｄｄａ
ｒｄ；「Ｐｒｉｎｃｉｐｌｅｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅ
ｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｉｎ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ」
（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）、Ｐｕｂｌｉｓ
ｈｅｒ：Ｉｎｆｏｒｍａ　ＨｅａｌｔｈＣａｒｅ；第１版（１９９９年３月１０日）；Ｊ
．　Ｅ．　Ｇｌａｓｓ、「Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｉｎ　Ａｑｕｅｏｕｓ　Ｍｅｄｉａ　－　
Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｔｈｒｏｕｇｈ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ」に記載されている
。
【０１６０】
　例示的なレオロジー調節剤は、所望に応じて、レオロジー調節剤を界面活性剤系に室温
で注ぎ、混合することによって（低温プロセス）、または穏やかな加熱を用いて（高温プ
ロセス）、液体クレンジングまたは他の界面活性剤をベースとする組成物に組み込むこと
ができる。レオロジー調節剤は、混合プロセスの任意のステップで添加することができる
。このような混合しやすさは、中和、加熱または他の高価で時間のかかるステップを必要
とする多くの通常の界面活性剤増粘剤を上回る利点である。
【０１６１】
　例示的な界面活性剤
　本明細書に開示の界面活性剤をベースとする組成物で使用するのに適した例示的な界面
活性剤として、アニオン性、双性イオン性（両性）、カチオン性および非イオン性界面活
性剤、ならびにそれらの混合物が挙げられ、これらは、界面活性剤をベースとする組成物
の０．１重量％～４０重量％で存在することができる。一実施形態では、組成物は、少な
くとも１つのアニオン性界面活性剤を含む。アニオン性界面活性剤は、水性の界面活性剤
をベースとする組成物中に、少なくとも０．００１重量％、例えば少なくとも０．１重量
％、または少なくとも１重量％、または少なくとも５重量％の総濃度で存在することがで
きる。一実施形態では、界面活性剤は、双性イオン性界面活性剤をさらに含む。双性イオ
ン性界面活性剤は、水性の界面活性剤をベースとする組成物中に、少なくとも０．００１
重量％、例えば少なくとも０．１重量％、または少なくとも１重量％、または少なくとも
５重量％の総濃度で存在することができる。
【０１６２】
　アニオン性界面活性剤
　水性の界面活性剤をベースとする組成物における使用のための適切なアニオン性界面活
性剤には、アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、アルキルスルホネー
ト、アルカリールスルホネート、α－オレフィン－スルホネート、アルキルアミドスルホ
ネート、アルカリールポリエーテルスルフェート、アルキルアミドエーテルスルフェート
、アルキルモノグリセリルエーテルスルフェート、アルキルモノグリセリドスルフェート
、アルキルモノグリセリドスルホネート、アルキルスクシネート、アルキルスルホスクシ
ネート、アルキルスルホスクシナメート（ｓｕｌｆｏｓｕｃｃｉｎａｍａｔｅｓ）、アル
キルエーテルスルホスクシネート、アルキルアミドスルホスクシネート、アルキルスルホ
アセテート、アルキルホスフェート、アルキルエーテルホスフェート、アルキルエーテル
カルボキシレート、アルキルアミドエーテルカルボキシレート、Ｎ－アルキルアミノ酸、
Ｎ－アシルアミノ酸、アルキルペプチド、Ｎ－アシルタウレート、アルキルイセチオネー
ト、カルボン酸塩（アシル基は、脂肪酸に由来する）；ならびにこれらのアルカリ金属塩
、アルカリ土類金属塩、アンモニウム塩、アミン塩、およびトリエタノールアミン塩が含
まれる。植物由来塊の高い含有量を有するアニオン性界面活性剤が特に適切であり、石油
由来もしくはアルコキシ化界面活性剤の低い含有量を有する植物由来界面活性剤が挙げら
れる。
【０１６３】
　一態様において、上記の塩のカチオン部分は、ナトリウム塩、カリウム塩、マグネシウ
ム塩、アンモニウム塩、モノ、ジおよびトリエタノールアミン塩、ならびにモノ－、ジ－
、およびトリ－イソプロピルアミン塩から選択される。上記の界面活性剤のアルキルおよ
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びアシル基は、一態様において６～２４個の炭素原子、別の態様において８～２２個の炭
素原子、さらなる態様において１２～１８個の炭素原子を含有し得、不飽和であり得る。
界面活性剤中のアリール基は、フェニルまたはベンジルから選択される。上記のエーテル
を含有する界面活性剤は、一態様において界面活性剤分子毎に１～１０個の酸化エチレン
および／または酸化プロピレン単位、別の態様において界面活性剤分子毎に１～３個の酸
化エチレン単位を含有することができる。
【０１６４】
　適切なアニオン性界面活性剤の例には、１モル、２モル、および３モルの酸化エチレン
でエトキシ化された、ラウレススルフェート、トリデセススルフェート、ミレススルフェ
ート、Ｃ１２～Ｃ１３パレススルフェート、Ｃ１２～Ｃ１４パレススルフェート、および
Ｃ１２～Ｃ１５パレススルフェートのナトリウム塩、カリウム塩、リチウム塩、マグネシ
ウム塩、およびアンモニウム塩；ナトリウム、カリウム、リチウム、マグネシウム、アン
モニウム、およびトリエタノールアミンラウリルスルフェート、ココスルフェート、トリ
デシルスルフェート、ミリスチル（ｍｙｒｓｔｙｌ）スルフェート、セチルスルフェート
、セテアリルスルフェート、ステアリルスルフェート、オレイルスルフェート、およびタ
ロースルフェート、二ナトリウムラウリルスルホスクシネート、二ナトリウムラウレスス
ルホスクシネート、ナトリウムココイルイセチオネート、ナトリウムＣ１２～Ｃ１４オレ
フィンスルホネート、ナトリウムラウレス－６カルボキシレート、ナトリウムメチルココ
イルタウレート、ナトリウムココイルグリシネート、ナトリウムミリスチルサルコシネー
ト、ナトリウムドデシルベンゼンスルホネート、ナトリウムココイルサルコシネート、ナ
トリウムココイルグルタメート、カリウムミリストイルグルタメート、トリエタノールア
ミンモノラウリルホスフェート、ならびに脂肪酸石鹸（８～２２個の炭素原子を含有する
飽和および不飽和脂肪酸のナトリウム塩、カリウム塩、アンモニウム塩、およびトリエタ
ノールアミン塩を含めた）が含まれる。
【０１６５】
　カチオン性界面活性剤
　例示的な界面活性剤をベースとする配合物において有用なカチオン性界面活性剤は、水
性界面活性剤組成物の技術分野で公知のまたは従前に使用されているカチオン性界面活性
剤のいずれかを含み得る。適切なクラスのカチオン性界面活性剤には、アルキルアミン、
アルキルイミダゾリン、エトキシ化アミン、第四級化合物、および四級化エステルが含ま
れる。界面活性剤をベースとする組成物を調製するのに特に適切なカチオン性界面活性剤
は、上述のように、植物由来塊の高い含有量を有する。
【０１６６】
　アルキルアミン界面活性剤は、第一級、第二級および第三級脂肪Ｃ１２～Ｃ２２アルキ
ルアミンの塩（置換または非置換）、および「アミドアミン」と称されることがある物質
でよい。アルキルアミンおよびこれらの塩の非限定的例には、ジメチルコカミン、ジメチ
ルパルミタミン、ジオクチルアミン、ジメチルステアラミン、ジメチルソイアミン、ソイ
アミン、ミリスチルアミン、トリデシルアミン、エチルステアリルアミン、Ｎ－タロープ
ロパンジアミン、エトキシ化ステアリルアミン、ジヒドロキシエチルステアリルアミン、
アラキジルベヘニルアミン、ジメチルラウラミン、ステアリルアミン塩酸塩、ソイアミン
クロリド、ステアリルアミンホルメート、Ｎ－タロープロパンジアミンジクロリド、およ
びアモジメチコン（アミノエチルアミノプロピルシロキサンなどのアミノ官能基でブロッ
クされているシリコーンポリマーについてのＩＮＣＩ名）が含まれる。
【０１６７】
　アミドアミンおよびこれらの塩の例には、ステアルアミドプロピルジメチルアミン、ス
テアルアミドプロピルジメチルアミンシトレート、パルミトアミドプロピルジエチルアミ
ン、およびコカミドプロピルジメチルアミンラクテートが含まれる。
【０１６８】
　アルキルイミダゾリン界面活性剤の例には、アルキルヒドロキシエチルイミダゾリン（
ステアリルヒドロキシエチルイミダゾリン、ココヒドロキシエチルイミダゾリン、エチル
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ヒドロキシメチルオレイルオキサゾリンなど）が含まれる。
【０１６９】
　エトキシ化アミンの例には、ＰＥＧ－ココポリアミン、ＰＥＧ－１５タローアミン、ク
オタニウム－５２などが含まれる。
【０１７０】
　カチオン性界面活性剤として有用な第四級アンモニウム化合物の中で、いくつかは、一
般式：（Ｒ５Ｒ６Ｒ７Ｒ８Ｎ＋）Ｅ－に相当し、式中、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、およびＲ８は
、独立に、１～２２個の炭素原子を有する脂肪族基、またはアルキル鎖中に１～２２個の
炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロ
キシアルキル、アリールもしくはアルキルアリール基から選択され、Ｅ－は、ハロゲン（
例えば、クロリド、ブロミド）、アセテート、シトレート、ラクテート、グリコレート、
ホスフェート、ニトレート、スルフェート、スルホネートおよびアルキルスルフェートか
ら選択されるものなどの塩形成アニオンである。脂肪族基は、炭素および水素原子に加え
て、エーテル結合、エステル結合、および他の基（アミノ基など）を含有することができ
る。より長鎖の脂肪族基、例えば、１２個以上の炭素のものは、飽和または不飽和でよい
。一態様において、アリール基は、フェニルおよびベンジルから選択される。
【０１７１】
　例示的第四級アンモニウム界面活性剤には、セチルトリメチルアンモニウムクロリド、
セチルピリジニウムクロリド、ジセチルジメチルアンモニウムクロリド、ジヘキサデシル
ジメチルアンモニウムクロリド、ステアリルジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ジ
オクタデシルジメチルアンモニウムクロリド、ジエイコシルジメチルアンモニウムクロリ
ド、ジドコシルジメチルアンモニウムクロリド、ジヘキサデシルジメチルアンモニウムク
ロリド、ジヘキサデシルジメチルアンモニウムアセテート、ベヘニルトリメチルアンモニ
ウムクロリド、ベンザルコニウムクロリド、ベンゼトニウムクロリド、およびジ（ココナ
ッツアルキル）ジメチルアンモニウムクロリド、ジタロージメチルアンモニウムクロリド
、ジ（水素化タロー）ジメチルアンモニウムクロリド、ジ（水素化タロー）ジメチルアン
モニウムアセテート、ジタロージメチルアンモニウムメチルスルフェート、ジタロージプ
ロピルアンモニウムホスフェート、およびジタロージメチルアンモニウムニトレートが含
まれ得る。
【０１７２】
　アミンオキシドは、低ｐＨでプロトン化し、Ｎ－アルキルアミンと同様に挙動すること
ができる。その例には、ジメチル－ドデシルアミンオキシド、オレイルジ（２－ヒドロキ
シエチル）アミンオキシド、ジメチルテトラデシルアミンオキシド、ジ（２－ヒドロキシ
エチル）－テトラデシルアミンオキシド、ジメチルヘキサデシルアミンオキシド、ベヘナ
ミンオキシド、コカミンオキシド、デシルテトラデシルアミンオキシド、ジヒドロキシエ
チルＣ１２～１５アルコキシプロピルアミンオキシド、ジヒドロキシエチルコカミンオキ
シド、ジヒドロキシエチルラウラミンオキシド、ジヒドロキシエチルステアラミンオキシ
ド、ジヒドロキシエチルタローアミンオキシド、水素化パーム核アミンオキシド、水素化
タローアミンオキシド、ヒドロキシエチルヒドロキシプロピルＣ１２～Ｃ１５アルコキシ
プロピルアミンオキシド、ラウラミンオキシド、ミリスタミンオキシド、セチルアミンオ
キシド、オレアミドプロピルアミンオキシド、オレアミンオキシド、パルミタミンオキシ
ド、ＰＥＧ－３ラウラミンオキシド、ジメチルラウラミンオキシド、カリウムトリスホス
ホノメチルアミンオキシド、ソイアミドプロピルアミンオキシド、コカミドプロピルアミ
ンオキシド、ステアラミンオキシド、タローアミンオキシド、およびこれらの混合物が含
まれる。
【０１７３】
　双性イオン性界面活性剤
　双性イオン性（または両性）界面活性剤は、酸性および塩基性部分を含有し、かつ酸ま
たは塩基として挙動する能力を有する分子である。適切な界面活性剤は、水性界面活性剤
組成物の技術分野で公知のまたは従前に使用されている両性界面活性剤のいずれかでよい
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Ｎ－アシルアミノ酸）、ベタイン、スルタイン、およびアルキルアンホカルボキシレート
が含まれる。特に適切な双性イオン界面活性剤は、上述のように、植物由来塊の高い含有
量を有するものである。
【０１７４】
　例示的な界面活性剤をベースとする組成物において有用なアミノ酸系界面活性剤は、式
【化４】

によって表される界面活性剤を含み、式中、Ｒ１０は、１０～２２個の炭素原子を有する
飽和もしくは不飽和炭化水素基、または９～２２個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽
和炭化水素基を含有するアシル基を表し、Ｙは、水素またはメチルであり、Ｚは、水素、
－ＣＨ３、－ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｃ
Ｈ３、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ４ＯＨ、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ３

、－（ＣＨ２）４ＮＨ２、－（ＣＨ２）３ＮＨＣ（ＮＨ）ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－

Ｍ＋、－（ＣＨ２）２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋から選択される。Ｍは、塩形成カチオンである。
一態様において、Ｒ１０は、線状または分岐状のＣ１０～Ｃ２２アルキル基、線状または
分岐状のＣ１０～Ｃ２２アルケニル基、Ｒ１１Ｃ（Ｏ）－によって表されるアシル基から
選択される基を表し、Ｒ１１は、線状または分岐状のＣ９～Ｃ２２アルキル基、線状また
は分岐状のＣ９～Ｃ２２アルケニル基から選択される。一態様において、Ｍ＋は、ナトリ
ウム、カリウム、アンモニウム、およびトリエタノールアミン（ＴＥＡ）から選択される
。
【０１７５】
　アミノ酸界面活性剤は、α－アミノ酸（例えば、アラニン、アルギニン、アスパラギン
酸、グルタミン酸、グリシン、イソロイシン、ロイシン、リシン、フェニルアラニン、セ
リン、チロシン、およびバリンなど）のアルキル化およびアシル化によって誘導され得る
。代表的なＮ－アシルアミノ酸界面活性剤は、Ｎ－アシル化グルタミン酸のモノ－および
ジ－カルボン酸塩（例えば、ナトリウム、カリウム、アンモニウムおよびＴＥＡ）、例え
ば、ナトリウムココイルグルタメート、ナトリウムラウロイルグルタメート、ナトリウム
ミリストイルグルタメート、ナトリウムパルミトイルグルタメート、ナトリウムステアロ
イルグルタメート、二ナトリウムココイルグルタメート、二ナトリウムステアロイルグル
タメート、カリウムココイルグルタメート、カリウムラウロイルグルタメート、およびカ
リウムミリストイルグルタメート；Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩（例えば、ナト
リウム、カリウム、アンモニウムおよびＴＥＡ）、例えば、ナトリウムココイルアラニネ
ート、およびＴＥＡラウロイルアラニネート；Ｎ－アシル化グリシンのカルボン酸塩（例
えば、ナトリウム、カリウム、アンモニウムおよびＴＥＡ）、例えば、ナトリウムココイ
ルグリシネート、およびカリウムココイルグリシネート；Ｎ－アシル化サルコシンのカル
ボン酸塩（例えば、ナトリウム、カリウム、アンモニウムおよびＴＥＡ）、例えば、ナト
リウムラウロイルサルコシネート、ナトリウムココイルサルコシネート、ナトリウムミリ
ストイルサルコシネート、ナトリウムオレオイルサルコシネート、およびアンモニウムラ
ウロイルサルコシネート；ならびに上記の界面活性剤の混合物を含む。
【０１７６】
　本明細書において有用なベタインおよびスルタインは、アルキルベタイン、アルキルア
ミノベタイン、およびアルキルアミドベタイン、ならびに式
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【化５】

によって表される相当するスルホベタイン（スルタイン）から選択され得、式中、Ｒ１２

は、Ｃ７～Ｃ２２アルキルまたはアルケニル基であり、各Ｒ１３は、独立に、Ｃ１～Ｃ４

アルキル基であり、Ｒ１４は、Ｃ１～Ｃ５アルキレン基またはヒドロキシ置換Ｃ１～Ｃ５

アルキレン基であり、ｎは、２～６の整数であり、Ａは、カルボキシレート基またはスル
ホネート基であり、Ｍは、塩形成カチオンである。一態様において、Ｒ１２は、Ｃ１１～
Ｃ１８アルキル基またはＣ１１～Ｃ１８アルケニル基である。一態様において、Ｒ１３は
、メチルである。一態様において、Ｒ１４は、メチレン、エチレンまたはヒドロキシプロ
ピレンである。一態様において、ｎは、３である。さらなる態様において、Ｍは、ナトリ
ウム、カリウム、マグネシウム、アンモニウム、ならびにモノ、ジおよびトリエタノール
アミンカチオンから選択される。
【０１７７】
　適切なベタインの例には、ラウリルベタイン、コカミドプロピルベタイン、ココベタイ
ン、オレアミドプロピルベタイン、オレイルベタイン、ココヘキサデシルジメチルベタイ
ン、ラウリルアミドプロピルベタイン、およびコカミドプロピルヒドロキシスルタインが
含まれ得る。
【０１７８】
　アルキルアンホカルボキシレート、例えば、アルキルアンホアセテートおよびアルキル
アンホプロピオネート（一置換および二置換カルボキシレート）は、式
【化６】

によって表すことができ、式中、Ｒ１２は、Ｃ７～Ｃ２２アルキルまたはアルケニル基で
あり、Ｒ１５は、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋、または
－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＳＯ３

－Ｍ＋であり、Ｒ１６は、水素または－ＣＨ２Ｃ（Ｏ
）Ｏ－Ｍ＋であり、Ｍは、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、アンモニウム、ならび
にモノ、ジおよびトリエタノールアミンから選択されるカチオンである。
【０１７９】
　例示的アルキルアンホカルボキシレートには、ナトリウムココアンホアセテート、ナト
リウムラウロアンホアセテート、ナトリウムカプリロアンホアセテート、二ナトリウムコ
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コアンホジアセテート、二ナトリウムラウロアンホジアセテート、二ナトリウムカプリル
アンホジアセテート、二ナトリウムカプリロアンホジアセテート、二ナトリウムココアン
ホジプロピオネート、二ナトリウムラウロアンホジプロピオネート、二ナトリウムカプリ
ルアンホジプロピオネート、および二ナトリウムカプリロアンホジプロピオネートが含ま
れ得る。
【０１８０】
　非イオン性界面活性剤
　非イオン性界面活性剤は、水性界面活性剤組成物の技術分野で公知のまたは従前に使用
されている非イオン性界面活性剤のいずれかでよい。特に適切な非イオン界面活性剤は、
上述のように、植物由来塊の高い含有量を有するものである。適切な非イオン性界面活性
剤には、脂肪族（Ｃ６～Ｃ１８）第一級または第二級の線状または分岐鎖の酸、アルコー
ルまたはフェノール；アルキルエトキシレート；アルキルフェノールアルコキシレート（
特に、エトキシレートおよび混合エトキシ／プロポキシ部分）；アルキルフェノールのブ
ロックアルキレンオキシド縮合物；アルカノールのアルキレンオキシド縮合物；ならびに
酸化エチレン／酸化プロピレンブロックコポリマーが含まれる。他の適切な非イオン性界
面活性剤には、モノまたはジアルキルアルカノールアミド；アルキルポリグルコシド（Ａ
ＰＧ）；ソルビタン脂肪酸エステル；ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル；ポ
リオキシエチレンソルビトールエステル；ポリオキシエチレン酸、およびポリオキシエチ
レンアルコールが含まれる。適切な非イオン性界面活性剤の他の例には、ココモノまたは
ジエタノールアミド、ココグルコシド、デシルジグルコシド、ラウリルジグルコシド、コ
コジグルコシド、ポリソルベート２０、４０、６０、および８０、エトキシ化線状アルコ
ール、セテアリルアルコール、ラノリンアルコール、ステアリン酸、ステアリン酸グリセ
リル、ＰＥＧ－１００ステアレート、ラウレス７、ならびにオレス２０が含まれ得る。
【０１８１】
　別の実施形態において、非イオン性界面活性剤には、アルコキシ化メチルグルコシド、
例えば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、各
々、商品名Ｇｌｕｃａｍ（登録商標）Ｅ１０、Ｇｌｕｃａｍ（登録商標）Ｅ２０、Ｇｌｕ
ｃａｍ（登録商標）Ｐ１０、およびＧｌｕｃａｍ（登録商標）Ｐ２０で入手可能なメチル
グルセス－１０、メチルグルセス－２０、ＰＰＧ－１０メチルグルコースエーテル、およ
びＰＰＧ－２０メチルグルコースエーテル；ならびに疎水的に修飾されたアルコキシ化メ
チルグルコシド、例えば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，
Ｉｎｃ．から、各々、商品名Ｇｌｕｃａｍａｔｅ（登録商標）ＤＯＥ－１２０、Ｇｌｕｃ
ａｍａｔｅ（商標）ＬＴ、およびＧｌｕｃａｍａｔｅ（商標）ＳＳＥ－２０で入手可能な
ＰＥＧ－１２０メチルグルコースジオレエート、ＰＥＧ－１２０メチルグルコーストリオ
レエート、およびＰＥＧ－２０メチルグルコースセスキステアレートが含まれ得、適して
いる。他の例示的な疎水的に修飾されたアルコキシ化メチルグルコシドは、米国特許第６
，５７３，３７５号および同第６，７２７，３５７号に開示されている。
【０１８２】
　本明細書において利用することができる他の界面活性剤は、ＷＯ９９／２１５３０、米
国特許第３，９２９，６７８号、米国特許第４，５６５，６４７号、米国特許第５，７２
０，９６４号、および米国特許第５，８５８，９４８号においてさらに詳細に記載されて
いる。さらに、適切な界面活性剤はまた、ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉ
ｅｒｓ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ（Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　ａｎｄ　Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｅｄｉｔｉｏｎｓ、Ｓｃｈｗａｒｔｚ、ＰｅｒｒｙおよびＢｅ
ｒｃｈ）に記載されている。
【０１８３】
　一実施形態では、組成物は、アルコキシ化界面活性剤を含まない。別の実施形態では、
組成物は、スルフェートをベースとする界面活性剤を含まない。含まないとは、組成物が
、このタイプの界面活性剤を０．００１％以下で含むことを意味する。
【０１８４】
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　一態様では、両性界面活性剤は、アルキルベタイン、アルキルアミノベタイン、アルキ
ルアミドベタイン、およびそれらの混合物から選択される。代表的なベタインとして、ラ
ウリルベタイン、ラウラミドプロピルベタイン、ココベタイン、ココアミドプロピルベタ
イン、ココアミドプロピルヒドロキシスルタイン、ナトリウムラウロアンホアセテート、
ナトリウムココアンホアセテート、一および二ナトリウムココアンホジアセテート、一お
よび二ナトリウムラウロアンホジアセテート、ナトリウムココアンホプロピオネート、ナ
トリウムココアンホヒドロキシプロピルスルホネートおよびそれらの混合物が挙げられる
。
【０１８５】
　一態様では、アニオン性界面活性剤は、ナトリウムまたはアンモニウムラウリルスルフ
ェート、ナトリウムココアンホアセテート（ＳＣＡＡ）、二ナトリウムラウリルスルホス
クシネート（ＤＳＬＳＳ）、二ナトリウムラウレススルホスクシネート、アンモニウムま
たはナトリウムココイルイセチオネート、ナトリウムラウロイルラクチレート、ナトリウ
ムココイルグルタメート、ココイルグルタメート、ラウロイルグルタメート、カプリロイ
ルグルタメート、ナトリウムラウロイルサルコシネート、およびそれらの組合せから選択
される。
【０１８６】
　他の添加剤
　水性の界面活性剤をベースとする組成物は、任意選択で、１つまたは複数の添加剤、例
えば無機塩（前述の通り）、シリコーン、エモリエント剤、乳化剤、真珠光沢剤、着色剤
、微粒子、保存剤、ｐＨ調整剤、植物性薬品、キレート剤、抗菌剤等の１つまたは複数を
含むことができる。さらに、懸濁化ポリマーとして働くことができる、例示的なレオロジ
ー調節剤以外のレオロジー調節剤を使用することができる。
【０１８７】
　ｐＨ調整剤
　例示的な水性の界面活性剤をベースとする組成物は、０．５～１２のｐＨ範囲で配合す
ることができる。組成物にとって望ましいｐＨは、特定の最終製品用途に応じて決まり得
る。一般にパーソナルケア用途では、所望のｐＨ範囲は、一態様では３～１０であり、別
の態様では３．５～７．５である。
【０１８８】
　例示的な組成物のｐＨは、酸性および／または塩基性ｐＨ調整剤の任意の組合せを用い
て調整することができる。
【０１８９】
　ｐＨを上げるために使用され得る無機塩基の例には、アルカリ金属水酸化物（特に、ナ
トリウム、カリウム）、およびアンモニウム、水酸化物、ならびに無機酸のアルカリ金属
塩（ホウ酸ナトリウム（ホウ砂）、リン酸ナトリウム、ピロリン酸ナトリウムなど）；な
らびにこれらの混合物が含まれる。ｐＨを上げるために使用され得る有機塩基の例には、
トリエタノールアミン（ＴＥＡ）、ジイソプロパノールアミン、トリイソプロパノールア
ミン、アミノメチルプロパノール、ドデシルアミン、コカミン、オレアミン、モルホリン
、トリアミルアミン、トリエチルアミン、テトラキス（ヒドロキシプロピル）エチレンジ
アミン、Ｌ－アルギニン、アミノメチルプロパノール、トロメタミン（２－アミノ２－ヒ
ドロキシメチル－１，３－プロパンジオール）、およびＰＥＧ－１５コカミンが含まれる
。代わりに、他のアルカリ性材料は、単独で、または上記の無機および有機の塩基と組み
合わせて使用することができる。ｐＨを下げるのに適切な酸性材料には、有機酸および無
機酸、例えば、酢酸、クエン酸、酒石酸、α－ヒドロキシ酸、β－ヒドロキシ酸、サリチ
ル酸、乳酸、グリコール酸、および天然フルーツ酸、または無機酸、例えば、塩酸、硝酸
、硫酸、スルファミン酸、リン酸、ならびにこれらの組合せが含まれる。
【０１９０】
　酸性ｐＨ調整剤および塩基性ｐＨ調整剤の組み合わせが使用され得る。
【０１９１】
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　緩衝剤を、例示的な組成物で使用することができる。適切な緩衝剤には、アルカリ金属
またはアルカリ土類金属の炭酸塩、リン酸塩、重炭酸塩、クエン酸塩、ホウ酸塩、酢酸塩
、酸無水物塩、コハク酸塩など（リン酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、酢酸ナトリウ
ム、炭酸水素ナトリウム、および炭酸ナトリウムなど）が含まれる。
【０１９２】
　ｐＨ調整剤および／または緩衝剤は、組成物において所望のｐＨ値を得、かつ／または
維持するのに適切な任意の量で利用される。
【０１９３】
　シリコーン
　一態様において、シリコーンは、洗い流す毛髪コンディショナー製品において、および
シャンプー製品（いわゆる、「ツー－イン－ワン」組合せクレンジング／コンディショニ
ングシャンプーなど）において一般的に使用されるコンディショニング剤として利用され
る。一態様において、コンディショニング剤は、不溶性シリコーンコンディショニング剤
である。典型的には、コンディショニング剤は、シャンプー組成物で混合され、分散した
不溶性粒子（また液滴と称される）の別々の不連続相を形成する。シリコーン毛髪コンデ
ィショニング剤相はシリコーン流体であり得、高い屈折率（例えば、約１．６超）のシリ
コーンコンディショニング剤が使用される場合に特に、他の構成要素（シリコーン樹脂な
ど）をまた含み、シリコーン流体沈着効率を改善するか、または毛髪の光沢を増強するこ
とができる。任意選択のシリコーン毛髪コンディショニング剤相は、揮発性シリコーン、
不揮発性シリコーン、またはこれらの組合せを含み得る。シリコーンコンディショニング
剤粒子は、揮発性シリコーン、不揮発性シリコーン、またはこれらの組合せを含み得る。
一態様において、不揮発性シリコーンコンディショニング剤を利用する。揮発性シリコー
ンが存在する場合、これらは典型的には、市販の形態の不揮発性シリコーン材料構成要素
（シリコーンゴムおよび樹脂など）のための溶剤または担体としてのこれらの使用に付随
的である。本明細書において開示される例示的な界面活性剤をベースとする組成物におい
て使用するためのシリコーン毛髪コンディショニング剤は、２５℃で測定すると、一態様
において約０．５～約５０，０００，０００センチストーク（１センチストークは、１×
１０－６ｍ２／ｓと等しい）、別の態様において約１０～約３０，０００，０００センチ
ストーク、さらなる態様において約１００～約２，０００，０００センチストーク、また
さらなる態様において約１，０００～約１，５００，０００センチストークの粘度を有す
る。
【０１９４】
　一実施形態において、シリコーンコンディショニング剤粒子は、約０．０１μｍ～約５
００μｍの範囲の体積平均粒子径を有することができる。毛髪への小さな粒子の付着につ
いては、体積平均粒子径は、一態様において約０．０１μｍ～約４μｍ、別の態様におい
て約０．０１μｍ～約２μｍ、また別の態様において約０．０１μｍ～約０．５μｍの範
囲であり得る。毛髪へのより大きな粒子の付着については、体積平均粒子径は典型的には
、一態様において約５μｍ～約１２５μｍ、別の態様において約１０μｍ～約９０μｍ、
また別の態様において約１５μｍ～約７０μｍ、さらなる態様において約２０μｍ～約５
０μｍの範囲である。
【０１９５】
　シリコーン流体、ゴム、および樹脂を考察するセクションを含めたシリコーンについて
の参考資料、ならびにシリコーンの製造は、Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｏｌｙ
ｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ、第１５巻、第２版、２０４
～３０８頁、Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，　Ｉｎｃ．（１９８９年）に見出さ
れる。シリコーン流体は一般に、アルキルシロキサンポリマーとして記載されている。適
切なシリコーンコンディショニング剤、およびシリコーンのための任意選択の懸濁化剤の
非限定的例は、米国再発行特許第３４，５８４号、米国特許第５，１０４，６４６号、お
よび米国特許第５，１０６，６０９号に記載されている。
【０１９６】
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　シリコーン油は、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、または下記の式
に従うポリアルキルアリールシロキサンを含み、
【化７】

式中、Ｒ２０は、アルキル、アルケニル、およびアリールから独立に選択される脂肪族基
であり、Ｒ２０は、置換されていても置換されていなくてもよく、ｗは、１～約８，００
０の整数である。適切な非置換Ｒ２０基には、これらに限定されないが、アルコキシ、ア
リールオキシ、アルカリール、アリールアルキル、アリールアルケニル、アルカミノ、な
らびにエーテル置換、ヒドロキシル置換、およびハロゲン置換された脂肪族およびアリー
ル基が含まれる。適切なＲ２０基にはまた、アミン、カチオン性アミンおよび第四級アン
モニウム基が含まれる。
【０１９７】
　一態様において、例示的Ｒ２０アルキルおよびアルケニル置換基には、Ｃ１～Ｃ５アル
キルおよびＣ１～Ｃ５アルケニル基が含まれる。別の態様において、Ｒ２０は、メチルで
ある。他のアルキル－およびアルケニル－含有基（アルコキシ、アルカリール、およびア
ルカミノなど）の脂肪族部分は、直鎖であっても分岐鎖であってもよく、一態様において
Ｃ１～Ｃ５、別の態様においてＣ１～Ｃ４、さらなる態様においてＣ１～Ｃ２を含有する
。上記で考察するように、Ｒ２０置換基はまた、アミノ官能基（例えば、アルカミノ基）
を含有することができ、これは第一級、第二級もしくは第三級アミンまたは第四級アンモ
ニウムでよい。これらには、モノ－、ジ－およびトリ－アルキルアミノならびにアルコキ
シアミノ基が含まれ、脂肪族部分の鎖長は、上記の通りである。上記の実施形態における
例示的アリール基には、フェニルおよびベンジルが含まれる。
【０１９８】
　例示的シロキサンは、ポリジメチルシロキサン、ポリジエチルシロキサン、およびポリ
メチルフェニルシロキサンである。これらのシロキサンは、例えば、それらのＶｉｓｃａ
ｓｉｌ　ＲおよびＳＦ９６シリーズでＭｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍ
ａｔｅｒｉａｌｓから、ならびにＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ２００シリーズで市販されてい
るＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから入手可能である。使用し得る例示的ポリアルキルアリール
シロキサン流体には、例えば、ポリメチルフェニルシロキサンが含まれる。これらのシロ
キサンは、例えば、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ
からＳＦ１０７５メチルフェニル流体として、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇから５５６化粧品
グレード流体として、またはＷａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
（Ａｄｒｉａｎ、ＭＩ）から商品名Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ（登録商標）フェニル修
飾シリコーンのＰＤＭシリーズ（例えば、ＰＤＭ２０、ＰＤＭ３５０およびＰＤＭ１００
０）で入手可能である。
【０１９９】
　カチオン性シリコーン流体はまた、例示的な組成物と共に使用するのに適している。例
示的なカチオン性シリコーン流体は、一般式
（Ｒ２１）ｅＧ３－ｆ－Ｓｉ－（ＯＳｉＧ２）ｇ－（ＯＳｉＧｆ（Ｒ１）（２－ｆ）ｈ－
Ｏ－ＳｉＧ３－ｅ（Ｒ２１）ｆ

によって表すことができ、式中、Ｇは、水素、フェニル、ヒドロキシ、またはＣ１～Ｃ８

アルキル（例えば、メチルまたはフェニル）であり、ｅは、０または１～３の整数であり
、ｆは、０または１であり、ｇは、０～１，９９９の数であり、ｈは、一態様において１
～２，０００、別の態様において１～１０の整数であり、ｇおよびｈの合計は、一態様に
おいて１～２，０００、別の態様において５０～５００の数であり、Ｒ２１は、一般式Ｃ
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ｑＨ２ｑＬに適合する一価の基であり、ｑは、２～８の値を有する整数であり、Ｌは、下
記の群
ａ）－Ｎ（Ｒ２２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ（Ｒ２２）２

ｂ）－Ｎ（Ｒ２２）２

ｃ）－Ｎ＋（Ｒ２２）３ＣＡ－

ｄ）－Ｎ（Ｒ２２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ＋Ｈ２Ｒ２２ＣＡ－

から選択され、式中、Ｒ２２は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、フェニル、ベンジルから
独立に選択され、ＣＡ－は、クロリド、ブロミド、フルオリド、およびヨージドから選択
されるハライド対イオンである。
【０２００】
　別の態様において、界面活性剤をベースとする組成物において有用なカチオン性シリコ
ーンは、式
【化８】

によって表すことができ、
式中、Ｒ２３は、Ｃ１～Ｃ１８アルキルおよびＣ１～Ｃ１８アルケニル基から選択される
基を表し、Ｒ２４は、独立に、Ｃ１～Ｃ１８アルキレン基またはＣ１～Ｃ１８アルキレン
オキシ基から選択される基を表し、ＣＡは、ハロゲン化物イオンであり、ｒは、一態様に
おいて２～２０、別の態様において２～８の範囲の整数を表し、ｓは、一態様において２
０～２００、別の態様において２０～５０の範囲の整数を表す。一態様において、Ｒ２３

は、メチルである。別の態様において、Ｑは、塩化物イオンである。本明細書において有
用な第四級シリコーンポリマーの例は、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｈｏｐｅｗｅｌｌ、ＶＡから入手可能なＡｂｉｌ（登録商標）Ｔ　Ｑ
ｕａｔ６０である。
【０２０１】
　別のクラスの適切なシリコーン流体は、不溶性シリコーンゴムである。これらのゴムは
、２５℃で１，０００，０００センチストーク以上の粘度を有するポリシロキサン材料で
ある。シリコーンゴムは、米国特許第４，１５２，４１６号；ＮｏｌｌおよびＷａｌｔｅ
ｒ、Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ、
Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ、１９６８年；ならびにＧｅｎｅｒａ
ｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｒｕｂｂｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｄａｔａ　
Ｓｈｅｅｔｓ　ＳＥ３０、ＳＥ３３、ＳＥ５４、およびＳＥ７６に記載されている。シリ
コーンゴムは典型的には、約２００，０００ダルトン超、一般に約２００，０００～約１
，０００，０００ダルトンの塊分子量を有し、その具体例には、ポリジメチルシロキサン
、ポリジメチルシロキサン／メチルビニルシロキサンコポリマー、ポリジメチルシロキサ
ン／ジフェニルシロキサン／メチルビニルシロキサンコポリマー、およびこれらの混合物
が含まれる。
【０２０２】
　不揮発性不溶性シリコーン流体コンディショニング剤の別のカテゴリーは、一態様にお
いて少なくとも約１．４６、別の態様において少なくとも約１．４８、さらなる態様にお
いて少なくとも約１．５２、またさらなる態様において少なくとも約１．５５の屈折率を
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有する高い屈折率のポリシロキサンを含む。ポリシロキサン流体の屈折率は一般に、約１
．７０未満、典型的には約１．６０未満である。この状況において、ポリシロキサン「流
体」には、油、樹脂、およびゴムが含まれる。
【０２０３】
　高い屈折率のポリシロキサン流体には、上記のポリアルキルシロキサン、ポリアリール
シロキサン、およびポリアルキルアリールシロキサンについて記載されている一般式によ
って表されるもの、ならびに式
【化９】

によって表される環状ポリシロキサン（シクロメチコン）が含まれ、式中、置換基Ｒ２０

は、上記定義の通りであり、繰り返し単位の数であるｋは、一態様において約３～約７、
別の態様において３～５の範囲である。高い屈折率のポリシロキサン流体は、屈折率を上
記の所望のレベルに増加させるのに十分な量のアリール含有Ｒ２０置換基を含有すること
ができる。さらに、Ｒ２０およびｋは、材料が不揮発性であるように選択しなくてはなら
ない。アリール含有置換基には、脂環式および複素環式の５員および６員のアリール環を
含有するもの、ならびに縮合５員または６員環を含有するものが含まれる。アリール環は
、置換されていても置換されていなくてもよい。置換基は、脂肪族置換基を含み、アルコ
キシ置換基、アシル置換基、ケトン、ハロゲン（例えば、ＣｌおよびＢｒ）、アミンなど
をまた含むことができる。例示的アリール含有基には、置換および非置換アレーン、例え
ば、フェニル、およびフェニル誘導体、例えば、Ｃ１～Ｃ５アルキルまたはアルケニル置
換基を有するフェニル、例えば、アリルフェニル、メチルフェニルおよびエチルフェニル
、ビニルフェニル、例えば、スチレニル、およびフェニルアルキン（例えば、フェニルＣ

２～Ｃ４アルキン）が含まれる。複素環式アリール基には、フラン、イミダゾール、ピロ
ール、ピリジンなどに由来する置換基が含まれる。縮合アリール環置換基には、例えば、
ナフタレン、クマリン、およびプリンが含まれる。
【０２０４】
　高い屈折率のポリシロキサン流体は、ポリシロキサン流体の重量に基づいて、一態様に
おいて少なくとも約１５重量％、別の態様において少なくとも約２０重量％、さらなる態
様において少なくとも約２５重量％、またさらなる態様において少なくとも約３５重量％
、さらなる態様において少なくとも約５０重量％のアリール含有置換基の程度を有するこ
とができる。典型的には、アリール置換の程度は、約９０重量％未満、より典型的には約
８５重量％未満であり、一般にポリシロキサン流体の約５５重量％～約８０重量％の範囲
でよい。
【０２０５】
　別の態様において、高い屈折率のポリシロキサン流体は、フェニルまたは置換フェニル
誘導体の組合せを有する。置換基は、Ｃ１～Ｃ４アルキル（例えば、メチル）、ヒドロキ
シ、およびＣ１～Ｃ４アルキルアミノから選択することができる。
【０２０６】
　高い屈折率のシリコーン（シリコーン樹脂、シリコーンワックス、およびフェニル修飾
シリコーン）が例示的な界面活性剤をベースとする組成物において使用されるとき、これ
らは任意選択で塗布剤（シリコーン樹脂または適切な界面活性剤など）と共に溶液中で使
用することができ、表面張力を十分な量低下させ、塗布性を増強し、それによってこのよ
うな組成物で処理された毛髪の光沢を（乾燥の後で）増大させる。例示的な界面活性剤を
ベースとする組成物での使用に適したシリコーン流体は、米国特許第２，８２６，５５１
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号；同第３，９６４，５００号；同第４，３６４，８３７号、および英国特許第８４９，
４３３号に記載されている。高い屈折率のポリシロキサンおよびポリアリールシロキサン
（商品名ＤＣ　ＰＨ－１５５５ＨＲＩで利用可能なトリメチルペンタフェニルトリシロキ
サン）は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｍｉｄｌａｎｄ、ＭＩ）
、Ｈｕｌｓ　Ａｍｅｒｉｃａ（Ｐｉｓｃａｔａｗａｙ、Ｎ．Ｊ．）、およびＭｏｍｅｎｔ
ｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．（Ａｌｂａｎｙ、Ｎ．
Ｙ．）から入手可能である。シリコーンワックスの例には、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒ
ｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．からまた入手可能なＳＦ１６３２（Ｉ
ＮＣＩ名：セテアリル（Ｃｅｔｅｒｙｌ）メチコン）およびＳＦ１６４２（ＩＮＣＩ名：
Ｃ３０～４５アルキルジメチコン）が含まれる。
【０２０７】
　シリコーン樹脂および樹脂ゲルを、例示的な界面活性剤をベースとする組成物での使用
に適したシリコーンコンディショニング剤として含むことができる。これらの樹脂は、架
橋ポリシロキサンである。架橋は、シリコーン樹脂の製造の間に、三官能性および四官能
性シランと単官能性および／または二官能性シランとの組込みによって導入される。
【０２０８】
　当技術分野でよく理解されるように、シリコーン樹脂をもたらすために必要とされる架
橋度は、シリコーン樹脂中に組み込まれた特定のシラン単位によって変化する。一般に、
剛性または硬質被膜を形成するような十分なレベルの三官能性および四官能性シロキサン
モノマー単位（したがって、十分なレベルの架橋）を有するシリコーン材料は、シリコー
ン樹脂と考えられる。酸素原子とケイ素原子の比は、特定のシリコーン材料中の架橋のレ
ベルを示す。ケイ素原子毎に少なくとも約１．１個の酸素原子を有するシリコーン材料は
一般に、本明細書においてシリコーン樹脂である。一態様において、酸素：ケイ素原子の
比は、少なくとも約１．２：１．０である。シリコーン樹脂の製造において使用されるシ
ランには、モノメチルクロロシラン、ジメチルクロロシラン、トリメチルクロロシラン、
モノフェニルクロロシラン、ジフェニルクロロシラン、メチルフェニルクロロシラン、モ
ノビニルクロロシラン、およびメチルビニルクロロシラン、およびテトラクロロシラン（
ｔｅｒａｃｈｌｏｒｏｓｉｌａｎｅ）が含まれ、メチル置換シランが最も一般的に利用さ
れる。一態様において、適切なシリコーン樹脂は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍ
ａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から入手可能なＳＳ４２３０（ＩＮＣＩ名：シ
クロペンタシロキサン（Ｃｙｃｌｏｐｅｔａｓｉｌｏｘａｎｅ）（および）トリメチルシ
ロキシシリケート）およびＳＳ４２６７（ＩＮＣＩ名：ジメチコン（および）トリメチル
シロキシシリケート）である。適切なシリコーン樹脂ゲルには、Ｗａｃｋｅｒ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　ＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎからのＲＧ１００（ＩＮＣＩ名：シクロペンタシロキ
サン（および）ジメチコン／ビニルトリメチルシロキシシリケートクロスポリマー）が含
まれる。
【０２０９】
　シリコーン材料およびシリコーン樹脂は、「ＭＤＴＱ」命名法として公知の略記命名法
システムによって同定することができる。この命名システム下で、シリコーンは、シリコ
ーンを構成する様々なシロキサンモノマー単位の存在によって記載される。手短に言えば
、記号Ｍは、単官能性単位（ＣＨ３）３ＳｉＯ０．５を示し、Ｄは、二官能性単位（ＣＨ

３）２ＳｉＯを示し、Ｔは、三官能性単位（ＣＨ３）ＳｉＯ１．５を示し、Ｑは、４官能
性または四官能性単位ＳｉＯ２を示す。単位記号のプライム記号（例えば、Ｍ’、Ｄ’、
Ｔ’、およびＱ’）は、メチル以外の置換基を示し、出現する毎に特に定義される。典型
的な代替の置換基には、ビニル、フェニル、アミン、ヒドロキシルなどの基が含まれる。
様々な単位のモル比は、シリコーン中の各タイプの単位の総数（またはその平均）を示す
記号への添字に関して、または分子量と組み合わせた特に示した比として、ＭＤＴＱシス
テムでのシリコーン材料の記載を完成させる。シリコーン樹脂中のＴ、Ｑ、Ｔ’および／
またはＱ’と、Ｄ、Ｄ’、Ｍおよび／またはＭ’のより高い相対的モル量は、より高いレ
ベルの架橋を示す。しかし、上記で考察したように、架橋の全体的なレベルはまた、酸素
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とケイ素の比によって示すことができる。
【０２１０】
　例示的な界面活性剤をベースとする組成物の組成物において使用するための例示的シリ
コーン樹脂には、これらに限定されないが、ＭＱ、ＭＴ、ＭＴＱ、ＭＤＴおよびＭＤＴＱ
樹脂が含まれる。一態様において、メチルは、シリコーン樹脂置換基である。別の態様に
おいて、シリコーン樹脂は、ＭＱ樹脂から選択され、Ｍ：Ｑ比は、約０．５：１．０～約
１．５：１．０であり、シリコーン樹脂の平均分子量は、約１０００～約１０，０００ダ
ルトンである。
【０２１１】
　１．４６未満の屈折率を有する不揮発性シリコーン流体と共に用いられるとき、不揮発
性シリコーン流体とシリコーン樹脂成分の重量比は、一態様において約４：１～約４００
：１、別の態様において約９：１～約２００：１、さらなる態様において約１９：１～約
１００：１の範囲である（特に、シリコーン流体成分が、上記のようなポリジメチルシロ
キサン流体、またはポリジメチルシロキサン流体およびポリジメチルシロキサンゴムの混
合物であるとき）。シリコーン樹脂がこれに関する組成物中にシリコーン流体、すなわち
、コンディショニング活性剤と同じ相の一部を形成する限り、流体および樹脂の合計を、
組成物中のシリコーンコンディショニング剤のレベルの決定において含めるべきである。
【０２１２】
　上記の揮発性シリコーンは、環状および線状のポリジメチルシロキサンなどを含む。環
状ポリシロキサン（シクロメチコン）についての式において上に記載したように、これら
は典型的には、環式環構造において酸素原子と交互に存在する約３～約７個のケイ素原子
を含有する。しかし、式中の各Ｒ２０置換基および繰り返し単位ｋは、化合物が不揮発性
であるように選択される。典型的には、Ｒ２０置換基は、２個のアルキル基（例えば、メ
チル基）で置換されている。線状揮発性シリコーンは、約２５ｍＰａ・ｓ以下の粘度を有
する上記のようなシリコーン流体である。「揮発性」とは、シリコーンが２０℃で測定可
能な蒸気圧、または少なくとも２ｍｍＨｇの蒸気圧を有することを意味する。不揮発性シ
リコーンは、２０℃で２ｍｍＨｇ未満の蒸気圧を有する。環状および線状の揮発性シリコ
ーンについての記載は、ＴｏｄｄおよびＢｙｅｒｓ、「Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏ
ｎｅ　Ｆｌｕｉｄｓ　ｆｏｒ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ」、Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｔ
ｏｉｌｅｔｒｉｅｓ、第９１巻（１号）、２７～３２頁（１９７６年）、およびＫａｓｐ
ｒｚａｋ、「Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ」、Ｓｏａｐ／Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ
／Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｉｔｉｅｓ、４０～４３頁（１９８６年１２月）に
見出される。
【０２１３】
　例示的揮発性シクロメチコンとしては、Ｄ４シクロメチコン（オクタメチルシクロテト
ラシロキサン）、Ｄ５シクロメチコン（デカメチルシクロペンタシロキサン）、Ｄ６シク
ロメチコン（ドデカメチルシクロヘキサシロキサン）、およびそのブレンド（例えば、Ｄ
４／Ｄ５およびＤ５／Ｄ６）が挙げられる。揮発性シクロメチコンおよびシクロメチコン
ブレンドは、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎ
ｃ．からＳＦ１２０２、ＳＦ１２１４、ＳＦ１２５６、およびＳＦ１２５８として、Ｄｏ
ｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ、Ｍｉｄｌａｎｄ、ＭＩからＸｉａｍｅｔｅｒ（登録商標）シクロメ
チコン流体製品記号ＰＭＸ－０２４４、ＰＭＸ－２４５、ＰＭＸ－２４６、ＰＭＸ－３４
５、ならびにＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）１４０１流体で市販されている。揮発
性シクロメチコンおよび揮発性線状ジメチコンのブレンドはまた、意図される。
【０２１４】
　例示的揮発性線状ジメチコンには、ヘキサメチルジシロキサン、オクタメチルトリシロ
キサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシロキサンおよびこれらのブ
レンドが含まれる。揮発性線状ジメチコンおよびジメチコンブレンドは、Ｄｏｗ　Ｃｏｒ
ｎｉｎｇからＸｉａｍｅｔｅｒ（登録商標）ＰＭＸ－２００シリコーン流体（例えば、製
品記号０．６５ＣＳ、１ＣＳ、１．５ＣＳ、および２ＣＳ）、ならびにＸｉａｍｅｔｅｒ
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（登録商標）ＰＭＸ２－１１８４シリコーン流体として市販されている。
【０２１５】
　乳化シリコーンはまた、例示的な界面活性剤をベースとする組成物での使用に適してい
る。一態様において、適切な乳化シリコーンは、非イオン性界面活性剤、アニオン性界面
活性剤、両性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、および／またはカチオン性ポリマーな
らびにこれらの混合物から選択される少なくとも１種の乳化剤を有するジメチコンのエマ
ルションである。一態様において、有用なシリコーンエマルションは、組成物中で３０μ
ｍ未満、別の態様において２０μｍ未満、さらなる態様において１０μｍ未満の平均シリ
コーン粒子径を有する。別の態様において、組成物中の乳化シリコーンの平均シリコーン
粒子径は、２μｍ未満であり、別の態様において、０．０１～１μｍの範囲である。＜０
．１５μｍの平均シリコーン粒子径を有するシリコーンエマルションは一般に、マイクロ
エマルションと称される。粒子径は、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓからの２
６００Ｄ粒子径測定器を使用してレーザー光散乱技術によって測定し得る。例示的な界面
活性剤をベースとする組成物において使用するために適切なシリコーンエマルションはま
た、事前乳化された形態で市販されている。適切な事前形成された市販のエマルションの
例には、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）エマルションＭＥＭ－１６６４、２－１３
５２、ＭＥＭ－１７６４、ＭＥＭ－１７８４、ＨＭＷ２２２０、２－１８６５、ＭＥＭ－
１３１０、ＭＥＭ－１４９１、および５－７１３７が含まれる。これらは、ジメチコノー
ルのエマルション／マイクロエマルションである。アミノ官能性シリコーンの事前形成さ
れたエマルションはまた、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（ＣＥ－８１７０、５－７１１３、２
－８１９４、９４９、およびＣＥ８４０１）、ならびにＭｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏ
ｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓなどシリコーン油の供給業者から入手可能である。特
に適切なのは、非イオン性および／またはカチオン性界面活性剤を有する、アミノ官能性
シリコーン油のエマルションである。例には、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）９３
９カチオン性エマルション、９４９カチオン性エマルション、２－８１９４カチオン性マ
イクロエマルション、および２－８２９９カチオン性エマルション、および２－８１７７
非イオン性エマルション；ならびにＭｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａ
ｔｅｒｉａｌｓから供給されるＳＭ２１１５およびＳＭＥ２５３非イオン性マイクロエマ
ルションが含まれる。上記のタイプのシリコーンのいずれかの混合物をまた使用してもよ
い。アミノ官能性シリコーンの他の例は、アミノシリコーン油である。適切な市販のアミ
ノシリコーン油には、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）Ｑ２－８１６６、Ｑ２－８２
２０、および２－８５６６；ならびにＳＦ１７０８、（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏ
ｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ）が含まれる。
【０２１６】
　他の適切なシリコーン油は、アルキレンオキシド単位で修飾されたジメチルシロキサン
（ジメチコン）の線状または分岐状のコポリマーであるジメチコンコポリオールを含む。
アルキレンオキシド単位は、ランダムまたはブロックコポリマーとして配置することがで
きる。一般に有用なクラスのジメチコンポリオールとしては、ポリジメチルシロキサンの
末端および／またはペンダントブロック、ならびにポリアルキレンオキシドのブロック（
ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、または両方のブロックなど）を有する
ブロックコポリマーが挙げられる。ジメチコンコポリオールは、ジメチコンポリマー中に
存在するポリアルキレンオキシドの量によって水溶性または不溶性でよく、性質はアニオ
ン性、カチオン性、または非イオン性でよい。
【０２１７】
　水溶性または水分散性シリコーンをまた、例示的な界面活性剤をベースとする組成物に
おいて使用することができる。このような水溶性シリコーンは、適切なアニオン性官能基
、カチオン性官能基、および／または非イオン性官能基を含有し、シリコーンを水溶性ま
たは水分散性とする。一態様において、水溶性シリコーンは、ポリシロキサン主鎖を含有
し、この主鎖に少なくとも１種のアニオン性部分がグラフトされる。アニオン性部分は、
ポリシロキサン主鎖の末端にグラフトされ得、またはペンダント側基としてグラフトされ
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得、または両方であり得る。アニオン基とは、少なくとも１個のアニオン基、または塩基
による中和に続いてアニオン基にイオン化することができる少なくとも１個の基を含有す
る任意の炭化水素部分を意味する。上で考察したように、シリコーン鎖上にグラフトされ
たアニオン性の炭化水素基の量は、相当するシリコーン誘導体が、塩基によるイオン性基
の中和の後で水溶性または水分散性であるように選択される。アニオン性シリコーン誘導
体は、現存する市販の製品から選択することができ、または当技術分野において公知の任
意の手段によって合成することができる。非イオン性シリコーンは、アルキレンオキシド
末端および／またはペンダント側鎖単位を含有する（例えば、上で考察したジメチコンコ
ポリオール）。非イオン性シリコーンの別の例は、Ｗａｃｋｅｒからのシリコーンポリグ
ルコシドである（例えば、Ｗａｃｋｅｒ－Ｂｅｌｓｉｌ（登録商標）ＳＰＧ１２８ＶＰ、
ＳＰＧ１３０ＶＰ、およびＶＳＲ１００ＶＰ）。
【０２１８】
　アニオン基を有するシリコーンは、（ｉ）ケイ素結合水素を含有するポリシロキサンと
、（ｉｉ）アニオン性官能基をまた含有するオレフィン不飽和を含有する化合物との間の
反応によって合成することができる。このような反応の例示は、Ｓｉ－Ｈ基（複数可）を
含有するポリ（ジメチルシロキサン）と、オレフィン、ＣＨ２＝ＣＨＲ２７（Ｒ２７は、
アニオン基を含有する部分を表す）との間のヒドロシリル化反応である。オレフィンは、
モノマー、オリゴマーまたはポリマーでよい。ペンダント反応性チオ（－ＳＨ）基（複数
可）を含有するポリシロキサン化合物はまた、不飽和アニオン基を含有する化合物をポリ
（シロキサン）主鎖にグラフトするのに適している。
【０２１９】
　一態様によれば、エチレン性不飽和を含有するアニオン性モノマーは、単独でまたは組
み合わせて使用され、線状または分岐状の不飽和カルボン酸から選択される。例示的不飽
和カルボン酸は、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸、無水マレイン酸、イタコン酸
、フマル酸およびクロトン酸である。モノマーは、塩基によって任意選択で部分的または
完全に中和され、アルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩、またはアンモニウム塩を形成す
ることができる。適切な塩基には、これらに限定されないが、アルカリ、およびアルカリ
土類（例えば、ナトリウム、カリウム、リチウム、マグネシウム、カルシウム）の水酸化
物ならびに水酸化アンモニウムが含まれる。同様に、上記のモノマーから形成されるオリ
ゴマーおよびポリマーグラフトセグメントは、塩基（水酸化ナトリウム、アンモニア水な
ど）で事後中和され得、塩を形成し得ることが留意される。例示的な界面活性剤をベース
とする組成物における使用に適したこのようなシリコーン誘導体の例は、欧州特許出願第
ＥＰ０５８２１５２号および国際出願公開第ＷＯ９３／２３００９号に記載されている。
例示的クラスのシリコーンポリマーとしては、下記の構造によって表される繰り返し単位
を含有するポリシロキサンが挙げられ、
【化１０】

式中、Ｇ１は、水素、Ｃ１～Ｃ１０アルキルまたはフェニル基を表し、Ｇ２は、Ｃ１～Ｃ

１０アルキレンを表し、Ｇ３は、エチレン性不飽和を含有する少なくとも１種のアニオン
性モノマーの重合から得られるアニオン性ポリマー残基を表し、ｊは、０または１であり
、ｔは、１～５０の範囲の整数であり、ｕは、１０～３５０の整数である。一実施形態に
おいて、Ｇ１は、メチルであり、ｊは、１であり、Ｇ２は、プロピレン基であり、Ｇ３は
、カルボン酸基（例えば、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、フマル酸、クロトン
酸、マレイン酸、またはアコニット酸など）を含有する少なくとも１種の不飽和モノマー
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【０２２０】
　一態様において、最終ポリマー中のカルボン酸基含量は、２００ｇのポリマー毎に１モ
ルのカルボキシレートから５０００ｇのポリマー毎に１モルのカルボキシレートの範囲で
ある。一態様において、シリコーンポリマーの数平均分子量は、約１０，０００～約１，
０００，０００ダルトン、別の態様において１０，０００～１００，０００ダルトンの範
囲である。カルボン酸基を含有する例示的不飽和モノマーは、アクリル酸およびメタクリ
ル酸である。さらに、カルボン酸基を含有するモノマーへと、アクリル酸およびメタクリ
ル酸のＣ１～Ｃ２０アルキルエステルは、ポリマー主鎖に共重合することができる。例示
的エステルには、アクリル酸のエチルエステルおよびブチルエステルならびにメタクリル
酸のエチルエステルおよびブチルエステルが含まれ得る。市販のシリコーン－アクリレー
トポリマーは、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙによって商標シリコーン「Ｐｌｕｓ」ポリマー９８
５７Ｃ（ＶＳ８０ドライ）で市販されている。これらのポリマーは、ポリジメチルシロキ
サン（ＰＤＭＳ）主鎖を含有し、この主鎖上に（チオプロピレン基を介して）ポリ（メタ
）アクリル酸、およびポリ（メタ）アクリレートのブチルエステルのランダム繰り返し単
位がグラフトされる。これらの生成物は、チオプロピル官能化ポリジメチルシロキサンと
、（メタ）アクリル酸を含むモノマーおよびブチル（メタ）アクリレートの混合物との間
のラジカル共重合によって一般的に得ることができる。
【０２２１】
　別の態様において、例示的な界面活性剤をベースとする組成物において有用な水溶性シ
リコーンコポリオールは、式

【化１１】

によって表されるシリコーンコポリオールカルボキシレートから選択され、式中、Ｒ２８

およびＲ２９は、独立に、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリール、Ｃ７～Ｃ１５

アラルキル、Ｃ１～Ｃ１５アルカリール、または１～４０個の炭素のアルケニル基、ヒド
ロキシル、－Ｒ３２－Ｇ’または－（ＣＨ２）３Ｏ（ＥＯ）ａ（ＰＯ）ｂ（ＥＯ）ｃ－Ｇ
’から選択され、ただし、Ｒ２８およびＲ２９の両方ともが、メチルであることはなく、
Ｒ３０は、Ｃ１～Ｃ５アルキルまたはフェニルから選択され、この式において、ａ、ｂ、
およびｃは、独立に、０～１００の範囲の整数であり、ＥＯは、酸化エチレン、－（ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ）－であり、ＰＯは、酸化プロピレン、－（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－であ
り、この式において、ｏは、１～２００の範囲の整数であり、ｐは、０～２００の範囲の
整数であり、ｑは、０～１０００の範囲の整数であり、Ｒ３１は、水素、Ｃ１～Ｃ３０ア
ルキル、アリール、Ｃ７～Ｃ１５アラルキル、Ｃ７～Ｃ１５アルカリール、または１～４
０個の炭素のアルケニル基または－Ｃ（Ｏ）－Ｘであり、Ｘは、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、
Ｃ６～Ｃ１４アリール、Ｃ７～Ｃ１５アラルキル、Ｃ１～Ｃ１５アルカリール、または１
～４０個の炭素のアルケニル基、またはこれらの混合物であり、Ｒ３２は、６～１８個の
炭素のアリーレン基または２～８個の炭素の不飽和を含有するアルキレン基で分断され得
る１～４０個の炭素原子のアルキレン基から選択される二価基であり、Ｇ’は、式
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【化１２】

によって表される部分から独立に選択され、式中、Ｒ３３は、１～４０個の炭素のアルキ
レン、２～５個の炭素原子を含有する不飽和基、または６～１２個の炭素原子のアリーレ
ン基から選択される二価基であり、Ｍは、Ｎａ、Ｋ、Ｌｉ、ＮＨ４、または少なくとも１
つのＣ１～Ｃ１０アルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリール（例えば、フェニル、ナフチル）、Ｃ

２～Ｃ１０アルケニル、Ｃ１～Ｃ１０ヒドロキシアルキル、Ｃ７～Ｃ２４アリールアルキ
ルもしくはＣ７～Ｃ２４アルカリール基を含有するアミンから選択されるカチオンである
。代表的なＲ３３基は、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２－、お
よびフェニレンである。
【０２２２】
　別の実施形態において、例示的な界面活性剤をベースとする組成物において有用な水溶
性シリコーンは、式

【化１３】

によって表されるアニオン性シリコーンコポリオールによって表すことができ、式中、Ｒ
３４は、メチルまたはヒドロキシルであり、Ｒ３５は、Ｃ１～Ｃ８アルキルおよびフェニ
ルから選択され、Ｒ３６は、基－（ＣＨ２）３Ｏ（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＥＯ）ｚ－ＳＯ

３
－Ｍ＋を表し、Ｍは、Ｎａ、Ｋ、Ｌｉ、およびＮＨ４から選択されるカチオンであり、

この式において、ｘ、ｙおよびｚは、独立に０～１００の範囲の整数であり、Ｒ３７は、
基－（ＣＨ２）３Ｏ（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＥＯ）ｚ－Ｈを表し、この式において、ａお
よびｃは、独立に、０～５０の範囲の整数を表し、ｂは、１～５０の範囲の整数であり、
ＥＯは、酸化エチレン、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－であり、ＰＯは、酸化プロピレ
ン、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－である。
【０２２３】
　さらに別の実施形態において、例示的な界面活性剤をベースとする組成物において有用
な水溶性シリコーンは、式
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によって表されるアニオン性シリコーンコポリオールによって表すことができ、式中、Ｒ
３８およびＲ３９は、独立に、－ＣＨ３または－（ＣＨ２）３Ｏ（ＥＯ）ａ（ＰＯ）ｂ（
ＥＯ）ｃ－Ｃ（Ｏ）－Ｒ４１－Ｃ（Ｏ）ＯＨによって表される基であり、ただし、Ｒ３８

およびＲ３９の両方は、同時に－ＣＨ３であることはなく、Ｒ４１は、二価の基である－
ＣＨ２ＣＨ２、－ＣＨ＝ＣＨ－、およびフェニレンから選択され、Ｒ４０は、Ｃ１～Ｃ５

アルキルおよびフェニルから選択され、この式において、ａ、ｂおよびｃは、独立に０～
２０の範囲である整数であり、ＥＯは、酸化エチレン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ
）－であり、ＰＯは、酸化プロピレン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－で
あり、この式において、ｏは、１～２００の範囲の整数であり、ｑは、０～５００の範囲
の整数である。
【０２２４】
　他の有用な水溶性シリコーンは、四級化シリコーンコポリオールポリマーである。これ
らのポリマーは、存在するペンダント第四級窒素官能基を有し、式

【化１５】

によって表され、式中、Ｒ４２は、第四級置換基である－Ｎ＋Ｒ４５Ｒ４６Ｒ４７ＣＡ－

を表し、Ｒ４５およびＲ４６、およびＲ４７は、独立に、水素ならびに線状および分岐状
のＣ１～Ｃ２４アルキルから選択され、ＣＡ－は、窒素原子上のカチオン電荷と釣り合わ
せるのに適した対アニオンを表し、Ｒ４３は、Ｃ１～Ｃ１０アルキルおよびフェニルから
選択され、Ｒ４４は、－（ＣＨ２）３Ｏ（ＥＯ）ｘ（ＰＯ）ｙ（ＥＯ）ｚ－Ｈであり、Ｅ
Ｏは、酸化エチレン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－であり、ＰＯは、酸化プロピ
レン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－であり、この式において、ａは、０
～２００の整数であり、ｂは、０～２００の整数であり、ｃは、１～２００の整数であり
、この式において、ｘ、ｙおよびｚは、整数であり、０～２０から独立に選択される。一
態様において、対アニオンＣＡ－は、クロリド、ブロミド、ヨージド、スルフェート、メ
チルスルフェート、スルホネート、ニトレート、ホスフェート、およびアセテートから選
択されるアニオンを表す。
【０２２５】
　他の適切な水溶性シリコーンは、式
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【化１６】

によって表されるアミン置換シリコーンコポリオールであり、式中、Ｒ４８は、－ＮＨ（
ＣＨ２）ｎＮＨ２および－（ＣＨ２）ｎＮＨ２から選択され、この式において、ｎは、２
～６の整数であり、ｘは、０～２０の整数であり、ＥＯは、酸化エチレン残基、例えば、
－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－であり、ＰＯは、酸化プロピレン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ
（ＣＨ３）Ｏ）－であり、この式において、ａは、０～２００の整数であり、ｂは、０～
２００の整数であり、ｃは、１～２００の整数であり、この式において、ｘ、ｙおよびｚ
は、整数であり、０～２０から独立に選択される。
【０２２６】
　また他の水溶性シリコーンは、式
【化１７】

によって表される非イオン性シリコーンコポリオール（ジメチコンコポリオール）から選
択することができ、式中、各Ｒ４９は、独立に、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ６～Ｃ１４ア
リール、およびＣ２～Ｃ２０アルケニルから選択される基を表し、Ｒ５０は、Ｃ１～Ｃ３

０アルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリール、およびＣ２～Ｃ２０アルケニルから選択される基を
表し、ＥＯは、酸化エチレン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－であり、ＰＯは、酸
化プロピレン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）－であり、この式において、
ａ、ｂ、およびｃは、独立に、０～１００であり、この式において、ｘは、０～２００で
あり、ｙは、１～２００である。
【０２２７】
　別の実施形態において、水溶性シリコーンは、式
【化１８】
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によって表される非イオン性シリコーンコポリオールから選択することができ、式中、Ｒ
５１およびＲ５２は、独立に、Ｃ１～Ｃ３０アルキル、Ｃ６～Ｃ１４アリール、およびＣ

２～Ｃ２０アルケニルから選択される基を表し、ＥＯは、酸化エチレン残基、例えば、－
（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）－であり、ＰＯは、酸化プロピレン残基、例えば、－（ＣＨ２ＣＨ（
ＣＨ３）Ｏ）－であり、この式において、ａ、ｂ、およびｃは、独立に、０～１００であ
り、この式において、ｎは、０～２００である。
【０２２８】
　上記に記載の式において、ＥＯおよびＰＯ残基は、ランダムで、非ランダムで、または
ブロック状の配列で配置することができる。
【０２２９】
　水溶性シリコーンは、米国特許第５，１３６，０６３号および同第５，１８０，８４３
号に開示されている。このようなシリコーンは、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａ
ｎｃｅ　ＭａｔｅｒｉａｌｓからのＳｉｌｓｏｆｔ（登録商標）およびＳｉｌｗｅｔ（登
録商標）という商品名で市販されている。特定の製品記号には、これらに限定されないが
、Ｓｉｌｓｏｆｔ製品記号４３０、４４０、４７５、８０５、８１０、８４０、８７０、
８７５、８８０、８９５、９００、および９１０；Ｓｉｌｗｅｔ製品記号Ｌ－７６０４が
含まれる。他の市販の製品には、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）５１０３および５
３２９；Ａｂｉｌ（登録商標）製品記号Ｂ８８１８３、Ｂ８８４３、Ｅｖｏｎｉｋ　Ｇｏ
ｌｄｓｃｈｍｉｄｔ、ならびにＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌ
ｓ，Ｉｎｃ．（Ｃｌｅｖｅｌａｎｄ、ＯＨ）から入手可能なＳｉｌｓｅｎｓｅ（商標）ジ
メチコンコポリオール（Ｓｉｌｓｅｎｓｅコポリオール－１およびＳｉｌｓｅｎｓｅコポ
リオール－７など）が含まれる。
【０２３０】
　上記のシリコーン剤の濃度は、界面活性剤をベースとして約０．０１重量％～約１０重
量％の範囲でよい。別の態様において、シリコーン剤の量は、全て組成物の全重量に基づ
いて、約０．１％～約８％、また別の態様において約０．１％～約５％、さらなる態様に
おいて約０．２重量％～約３重量％の範囲である。
【０２３１】
　エモリエント剤
　適切なエモリエント剤は、鉱油；ワセリン；野菜油；魚油；脂肪アルコール；脂肪酸；
脂肪酸エステルおよび脂肪アルコールエステル；アルコキシ化脂肪アルコール；アルコキ
シ化脂肪酸エステル；安息香酸エステル；ゲルベエステル；例えばメトキシポリエチレン
グリコール（ＭＰＥＧ）などのポリエチレングリコールのアルキルエーテル誘導体；ポリ
アルキレングリコール；ラノリンおよびラノリン誘導体；それらの混合物等を含むことが
できる。シリコーン流体（例えば、前述の揮発性シリコーン油および不揮発性シリコーン
油）は、エモリエント剤として働くこともできる。
【０２３２】
　鉱油およびペトロラタムは、化粧品のＵＳＰおよびＮＦグレードを含み、Ｐｅｎｒｅｃ
ｏから商品名Ｄｒａｋｅｏｌ（登録商標）およびＰｅｎｒｅｃｏ（登録商標）で市販され
ている。鉱油には、ヘキサデカンおよびパラフィン油が含まれる。
【０２３３】
　適切な脂肪アルコールエモリエント剤には、８～３０個の炭素原子を含む脂肪アルコー
ルが挙げられる。例示的脂肪アルコールには、カプリルアルコール、ペラルゴンアルコー
ル、カプリンアルコール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコー
ル、イソセチルアルコール、ステアリルアルコール、イソステアリルアルコール、セテア
リルアルコール、オレイルアルコール、リノレイルアルコール、アラキジルアルコール、
イコセニルアルコール、ベヘニルアルコール、およびこれらの混合物が含まれる。
【０２３４】
　適切な脂肪酸エモリエント剤は、１０～３０個の炭素原子を含有する脂肪酸を含む。例
示的な脂肪酸は、カプリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸
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、オレイン酸、リノール酸、アラキジン酸、ベヘン酸、およびそれらの混合物から選択さ
れる。
【０２３５】
　脂肪酸エステルおよび脂肪アルコールエステルエモリエント剤の例として、ヘキシルラ
ウレート、デシルオレエート、イソプロピルステアレート、イソプロピルイソステアレー
ト、ブチルステアレート、オクチルステアレート、セチルステアレート、ミリスチルミリ
ステート、オクチルドデシルステアロイルステアレート、オクチルヒドロキシステアレー
ト、ジイソプロピルアジペート、イソプロピルミリステート、イソプロピルパルミテート
、エチルヘキシルパルミテート、イソデシルオレエート、イソデシルネオペンタノエート
、ジイソプロピルセバケート、イソステアリルラクテート、ラウリルラクテート、ジエチ
ルヘキシルマレエート、ＰＰＧ－１４ブチルエーテルおよびＰＰＧ－２ミリスチルエーテ
ルプロピオネート、セテアリルオクタノエート、ならびにそれらの混合物が挙げられる。
【０２３６】
　アルコキシ化脂肪アルコールエモリエント剤は、脂肪アルコールと、アルキレンオキシ
ド、一般に、酸化エチレンまたは酸化プロピレンとの反応から形成されるエーテルである
。適切なエトキシ化脂肪アルコールは、脂肪アルコールおよびポリエチレンオキシドの付
加体である。一態様において、エトキシ化脂肪アルコールは、式Ｒ’－（ＯＣＨ２ＣＨ２

）ｎ’－ＯＨによって表すことができ、式中、Ｒ’は、親脂肪アルコールの脂肪族残基を
表し、ｎ’は、酸化エチレンの分子の数を表す。別の態様において、Ｒ’は、８～３０個
の炭素原子を含有する脂肪アルコールに由来する。一態様において、ｎ’は、２～５０、
別の態様において３～２５、さらなる態様において３～１０の範囲の整数である。またさ
らなる態様において、Ｒ’は、上記に記載した脂肪アルコールエモリエント剤に由来する
。例示的エトキシ化脂肪アルコールは、これらに限定されないが、カプリルアルコールエ
トキシレート、ラウリルアルコールエトキシレート、ミリスチルアルコールエトキシレー
ト、セチルアルコールエトキシレート、ステアリルアルコールエトキシレート、セテアリ
ルアルコールエトキシレート、オレイルアルコールエトキシレート、およびベヘニルアル
コールエトキシレートであり、上記のエトキシレートの各々における酸化エチレン単位の
数は、一態様において２以上、および別の態様において２～約１５０の範囲でよい。上記
の脂肪アルコールのプロポキシ化付加体、および上記の脂肪アルコールの混合されたエト
キシ化／プロポキシ化付加体はまた意図される。エトキシ化／プロポキシ化脂肪アルコー
ルの酸化エチレンおよび酸化プロピレン単位は、ランダムまたはブロック状の順序で配置
することができる。
【０２３７】
　エトキシ化アルコールのより具体的な例は、ベヘネス５～３０（５～３０は、繰り返し
酸化エチレン単位の範囲を意味する）、セテアレス２～１００、セテス１～４５、セトレ
ス２４～２５、コレス１０～２４、コセス３～１０、Ｃ９～１１パレス３～８、Ｃ１１～
１５パレス５～４０、Ｃ１１～２１パレス３～１０、Ｃ１２～１３パレス３～１５、デセ
ス４～６、ドドキシノール５～１２、グリセレス７～２６、イソセテス１０～３０、イソ
デセス４～６、イソラウレス３～６、イソステアレス３～５０、ラネス５～７５、ラウレ
ス１～４０、ノノキシノール１～１２０、ノニルノノキシノール５～１５０、オクトキシ
ノール３～７０、オレス２～５０、ＰＥＧ４～３５０、ステアレス２～１００、およびト
リデセス２～１０である。
【０２３８】
　プロポキシ化アルコールの具体例としては、ＰＰＧ－１０セチルエーテル、ＰＰＧ－２
０セチルエーテル、ＰＰＧ－２８セチルエーテル、ＰＰＧ－３０セチルエーテル、ＰＰＧ
－５０セチルエーテル、ＰＰＧ－２ラノリンアルコールエーテル、ＰＰＧ－５ラノリンア
ルコールエーテル、ＰＰＧ－１０ラノリンアルコールエーテル、ＰＰＧ－２０ラノリンア
ルコールエーテル、ＰＰＧ－３０ラノリンアルコールエーテル、ＰＰＧ－４ラウリルエー
テル、ＰＰＧ－７ラウリルエーテル、ＰＰＧ－１０オレイルエーテル、ＰＰＧ－２０オレ
イルエーテル、ＰＰＧ－２３オレイルエーテル、ＰＰＧ－３０オレイルエーテル、ＰＰＧ
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－３７オレイルエーテル、ＰＰＧ－５０オレイルエーテル、ＰＰＧ－１１ステアリルエー
テル、ＰＰＧ－１５ステアリルエーテル、ＰＰＧ－２ラノリンエーテル、ＰＰＧ－５ラノ
リンエーテル、ＰＰＧ－１０ラノリンエーテル、ＰＰＧ－２０ラノリンエーテル、ＰＰＧ
－３０ラノリンエーテル、およびＰＰＧ－１ミリスチルエーテルが挙げられる。
【０２３９】
　エトキシ化／プロポキシ化アルコールの具体例としては、ＰＰＧ－１ベヘネス－１５、
ＰＰＧ－１２カプリレス－１８、ＰＰＧ－２－セテアレス－９、ＰＰＧ－４－セテアレス
－１２、ＰＰＧ－１０－セテアレス－２０、ＰＰＧ－１－セテス－１、ＰＰＧ－１－セテ
ス－５、ＰＰＧ－１－セテス－１０、ＰＰＧ－１－セテス－２０、ＰＰＧ－２－セテス－
１、ＰＰＧ－２－セテス－５、ＰＰＧ－２－セテス－１０、ＰＰＧ－２－セテス－２０、
ＰＰＧ－４－セテス－１、ＰＰＧ－４－セテス－５、ＰＰＧ－４－セテス－１０、ＰＰＧ
－４－セテス－２０、ＰＰＧ－５－セテス－２０、ＰＰＧ－８－セテス－１、ＰＰＧ－８
－セテス－２、ＰＰＧ－８－セテス－５、ＰＰＧ－８－セテス－１０、ＰＰＧ－８－セテ
ス－２０、ＰＰＧ－２Ｃ１２～１３パレス－８、ＰＰＧ－２Ｃ１２～１５パレス－６、Ｐ
ＰＧ－４Ｃ１３～１５パレス－１５、ＰＰＧ－５Ｃ９～１５パレス－６、ＰＰＧ－６Ｃ９
～１１パレス－５、ＰＰＧ－６Ｃ１２～１５パレス－１２、ＰＰＧ－６Ｃ１２～１８パレ
ス－１１、ＰＰＧ－３Ｃ１２～１４Ｓｅｃ－パレス－７、ＰＰＧ－４Ｃ１２～１４Ｓｅｃ
－パレス－５、ＰＰＧ－５Ｃ１２～１４Ｓｅｃ－パレス－７、ＰＰＧ－５Ｃ１２～１４Ｓ
ｅｃ－パレス－９、ＰＰＧ－１－デセス－６、ＰＰＧ－２－デセス－３、ＰＰＧ－２－デ
セス－５、ＰＰＧ－２－デセス－７、ＰＰＧ－２－デセス－１０、ＰＰＧ－２－デセス－
１２、ＰＰＧ－２－デセス－１５、ＰＰＧ－２－デセス－２０、ＰＰＧ－２－デセス－３
０、ＰＰＧ－２－デセス－４０、ＰＰＧ－２－デセス－５０、ＰＰＧ－２－デセス－６０
、ＰＰＧ－４－デセス－４、ＰＰＧ－４－デセス－６、ＰＰＧ－６－デセス－４、ＰＰＧ
－６－デセス－９、ＰＰＧ－８－デセス－６、ＰＰＧ－１４－デセス－６、ＰＰＧ－６－
デシルテトラデセス－１２、ＰＰＧ－６－デシルテトラデセス－２０、ＰＰＧ－６－デシ
ルテトラデセス－３０、ＰＰＧ－１３－デシルテトラデセス－２４、ＰＰＧ－２０－デシ
ルテトラデセス－１０、ＰＰＧ－２－イソデセス－４、ＰＰＧ－２－イソデセス－６、Ｐ
ＰＧ－２－イソデセス－８、ＰＰＧ－２－イソデセス－９、ＰＰＧ－２－イソデセス－１
０、ＰＰＧ－２－イソデセス－１２、ＰＰＧ－２－イソデセス－１８、ＰＰＧ－２－イソ
デセス－２５、ＰＰＧ－４－イソデセス－１０、ＰＰＧ－１２－ラネス－５０、ＰＰＧ－
２－ラウレス－５、ＰＰＧ－２－ラウレス－８、ＰＰＧ－２－ラウレス－１２、ＰＰＧ－
３－ラウレス－８、ＰＰＧ－３－ラウレス－９、ＰＰＧ－３－ラウレス－１０、ＰＰＧ－
３－ラウレス－１２、ＰＰＧ－４ラウレス－２、ＰＰＧ－４ラウレス－５、ＰＰＧ－４ラ
ウレス－７、ＰＰＧ－４－ラウレス－１５、ＰＰＧ－５－ラウレス－５、ＰＰＧ－６－ラ
ウレス－３、ＰＰＧ－２５－ラウレス－２５、ＰＰＧ－７ラウリルエーテル、ＰＰＧ－３
－ミレス－３、ＰＰＧ－３－ミレス－１１、ＰＰＧ－２０－ＰＥＧ－２０水素化ラノリン
、ＰＰＧ－２－ＰＥＧ－１１水素化ラウリルアルコールエーテル、ＰＰＧ－１２－ＰＥＧ
－５０ラノリン、ＰＰＧ－１２－ＰＥＧ－６５ラノリン油、ＰＰＧ－４０－ＰＥＧ－６０
ラノリン油、ＰＰＧ－１－ＰＥＧ－９ラウリルグリコールエーテル、ＰＰＧ－３－ＰＥＧ
－６オレイルエーテル、ＰＰＧ－２３－ステアレス－３４、ＰＰＧ－３０ステアレス－４
、ＰＰＧ－３４－ステアレス－３、ＰＰＧ－３８ステアレス－６、ＰＰＧ－１トリデセス
－６、ＰＰＧ－４トリデセス－６、およびＰＰＧ－６トリデセス－８が挙げられる。
【０２４０】
　アルコキシ化脂肪酸エモリエント剤は、脂肪酸をアルキレンオキシドまたは事前形成さ
れたポリマーエーテルと反応させると形成される。得られる生成物は、モノエステル、ジ
エステル、またはそれらの混合物であり得る。本明細書で使用するのに適した、適切なエ
トキシ化脂肪酸エステルエモリエント剤は、酸化エチレンを脂肪酸に付加した生成物であ
る。生成物は、脂肪酸のポリエチレンオキシドエステルである。一態様では、エトキシ化
脂肪酸エステルは、式Ｒ’’－Ｃ（Ｏ）Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）ｎ’’－Ｈによって表すこ
とができ、式中、Ｒ’’は、脂肪酸の脂肪族残基を表し、ｎは、酸化エチレンの分子の数
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を表す。別の態様では、ｎ’’は、２～５０、別の態様では３～２５、さらなる一態様で
は３～１０の範囲の整数である。さらに別の態様では、Ｒ’’は、８～２４個の炭素原子
を含有する脂肪酸に由来する。またさらなる一態様では、Ｒ’’は、前述の脂肪酸エモリ
エント剤に由来する。先の脂肪酸のプロポキシ化およびエトキシ化／プロポキシ化生成物
も企図されることを認識されたい。例示的なアルコキシ化脂肪酸エステルとして、これら
に限定されないが、カプリン酸エトキシレート、ラウリン酸エトキシレート、ミリスチン
酸エトキシレート、ステアリン酸エトキシレート、オレイン酸エトキシレート、ココナツ
脂肪酸エトキシレート、およびポリエチレングリコール４００プロポキシ化モノラウレー
トが挙げられ、ここで先のエトキシレートのそれぞれにおける酸化エチレン単位の数は、
一態様では２以上、別の態様では２～約５０の範囲であり得る。エトキシ化脂肪酸のより
具体的な例は、ＰＥＧ－８ジステアレート（８は、繰り返し酸化エチレン単位の数を意味
する）、ＰＥＧ－８ベヘネート、ＰＥＧ－８カプレート、ＰＥＧ－８カプリレート、ＰＥ
Ｇ－８カプリレート／カプレート、ＰＥＧココエート（数の指定を伴わないＰＥＧは、酸
化エチレン単位の数が２～５０の範囲であることを意味する）、ＰＥＧ－１５ジココエー
ト、ＰＥＧ－２ジイソノナノエート、ＰＥＧ－８ジイソステアレート、ＰＥＧ－ジラウレ
ート、ＰＥＧ－ジオレエート、ＰＥＧ－ジステアレート、ＰＥＧジタレート、ＰＥＧ－イ
ソステアレート、ＰＥＧ－ホホバ酸、ＰＥＧ－ラウレート、ＰＥＧ－リノレネート、ＰＥ
Ｇ－ミリステート、ＰＥＧ－オレエート、ＰＥＧ－パルミテート、ＰＥＧ－リシノレート
、ＰＥＧ－ステアレート、ＰＥＧ－タレート等である。
【０２４１】
　ゲルベエステルエモリエント剤は、ゲルベアルコールとカルボン酸のエステル化反応か
ら形成される。ゲルベエステルエモリエント剤は、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ
　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から製品記号Ｇ－２０、Ｇ－３６、Ｇ－３８、およびＧ
－６６で市販されている。
【０２４２】
　ラノリンおよびラノリン誘導体は、ラノリン、ラノリンワックス、ラノリン油、ラノリ
ンアルコール、ラノリン脂肪酸、アルコキシ化ラノリン、イソプロピルラノレート、アセ
チル化ラノリンアルコール、およびそれらの組合せから選択される。ラノリンおよびラノ
リン誘導体は、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｒｅｉａｌｓ，Ｉｎｃ．か
ら商標Ｌａｎｏｌｉｎ　ＬＰ　１０８　ＵＳＰ、Ｌａｎｏｌｉｎ　ＵＳＰ　ＡＡＡ、Ａｃ
ｅｔｕｌａｎ（商標）、Ｃｅｒａｌａｎ（商標）、Ｌａｎｏｃｅｒｉｎ（商標）、Ｌａｎ
ｏｇｅｌ（商標）（製品記号２１および４１）、Ｌａｎｏｇｅｎｅ（商標）、Ｍｏｄｕｌ
ａｎ（商標）、Ｏｈｌａｎ（商標）、Ｓｏｌｕｌａｎ（商標）（製品記号１６、７５、Ｌ
－５７５、９８、およびＣ－２４）、Ｖｉｌｖａｎｏｌｉｎ（商標）（製品記号Ｃ、ＣＡ
Ｂ、Ｌ－１０１、およびＰ）で市販されている。
【０２４３】
　エモリエント剤（前述のシリコーンを除く）は、一態様では全パーソナルケア組成物の
重量の約０．５重量％～約３０重量％、別の態様では０．１重量％～２５重量％、さらな
る一態様では５重量％～２０重量％の範囲の量で利用することができる。エモリエント剤
は、一般にパーソナルケア組成物において用いられるが、このような組成物において所望
の物理的特質（例えば、保湿特性）をもたらす限り、パーソナルケア組成物について記載
したのと同じ重量比で、ホームケア、ヘルスケア、および施設用ケア組成物において用い
ることができる。
【０２４４】
　真珠光沢剤
　いくつかの配合物は、真珠光沢剤として公知の真珠光沢材料をその中に意図的に組み込
むことによって乳白化し、化粧品として魅力的な真珠様外観を達成する。乳白剤は、組成
物中に含まれ、望ましくない美的特性をマスクする（特定の構成要素の存在によって色が
濃くなった組成物の色を改善する、または組成物中の微粒子状物質の存在をマスクするな
ど）ことが多い。乳白剤はまた、水性組成物中に含まれ、さもないと審美的に心地良くな
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い組成物の美的外観および消費者の許容を改善する。例えば、乳白剤は、透明な組成物に
対して真珠光沢の外観を与えることができ、それによってクリーム状の外観、穏やかさお
よびとろみを消費者に伝える。当業者は、安定な真珠光沢配合物を一貫して調製すること
において配合者が直面する問題を承知している。詳細な考察は、論文「Ｏｐａｃｉｆｉｅ
ｒｓ　ａｎｄ　ｐｅａｒｌｉｎｇ　ａｇｅｎｔｓ　ｉｎ　ｓｈａｍｐｏｏｓ」、Ｈｕｎｔ
ｉｎｇ，　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　ａｎｄ　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ、第９６巻、６５～７８頁
（１９８１年７月）に見出される。乳白化または真珠光沢材料は、モノステアリン酸エチ
レングリコール、ジステアリン酸エチレングリコール、ジステアリン酸ポリエチレングリ
コール、ステアリンアルコール、オキシ塩化ビスマスでコーティングされた雲母、雲母で
コーティングされた金属酸化物（例えば、二酸化チタン、酸化クロム、酸化鉄）、ミリス
チン酸ミリスチル、グアニン、光沢材（ポリエステルまたは金属）のうちの１つまたは複
数が含まれ得る。他の真珠光沢／乳白化材料は、米国特許第４，６５４，２０７号、米国
特許第５，０１９，３７６号、および米国特許第５，３８４，１１４号、ならびにｔｈｅ
　ＣＴＦＡ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，　Ｊ．　Ｎ
ｉｋｉｔａｋｉｓ，　ｅｄ．，　Ｔｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，　Ｔｏｉｌｅｔｒｙ　ａｎ
ｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，　Ｉｎｃ．，　Ｗａｓｈｉｎｇｔｏ
ｎ，　Ｄ．Ｃ．，　１９８８の７５頁に見出すことができる。
【０２４５】
　一態様では、水性の界面活性剤をベースとする組成物中の真珠光沢／乳白化材料の量は
、０．０５重量％～１０重量％、または０．１重量％～３重量％の範囲であり得る。
【０２４６】
　着色剤
　着色剤としては、顔料および色素が挙げられる。例示的顔料および色素は、金属化合物
または半金属化合物を含み、イオン性、非イオン性または酸化形態で使用し得る。顔料は
、個々のもしくは混合したこの形態、または個々の混合した酸化物もしくはこれらの混合
物（混合した酸化物および純粋な酸化物の混合物を含めた）としてでよい。例としては、
酸化チタン（例えば、ＴｉＯ２）、酸化亜鉛（例えば、ＺｎＯ）、酸化アルミニウム（例
えば、Ａｌ２Ｏ３）、酸化鉄（例えば、Ｆｅ２Ｏ３）、酸化マンガン（例えば、ＭｎＯ）
、酸化ケイ素（例えば、ＳｉＯ２）、シリケート、酸化セリウム、酸化ジルコニウム（例
えば、ＺｒＯ２）、硫酸バリウム（ＢａＳＯ４）、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０２４７】
　顔料の他の例には、Ｄ＆Ｃ赤色３０号、Ｄ＆Ｃ赤色３６号、Ｄ＆Ｃオレンジ１７号、緑
色３号レーキ、Ｅｘｔ．黄色７号レーキ、オレンジ４号レーキ、赤色２８号レーキ、Ｄ＆
Ｃ赤色７号、１１号、３１号および３４号のカルシウムレーキ、Ｄ＆Ｃ赤色１２号のバリ
ウムレーキ、ストロンチウムレーキＤ＆Ｃ赤色１３号、ＦＤ＆Ｃ黄色５号および６号のア
ルミニウムレーキ、ＦＤ＆Ｃ４０号のアルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ赤色２１号、２２号、
２７号、および２８号のアルミニウムレーキ、ＦＤ＆Ｃ青色１号のアルミニウムレーキ、
Ｄ＆Ｃオレンジ５号のアルミニウムレーキ、Ｄ＆Ｃ黄色１０号のアルミニウムレーキ、Ｄ
＆Ｃ赤色３３号のジルコニウムレーキ、酸化鉄、温度によって色が変化する熱変色色素、
炭酸カルシウム、水酸化アルミニウム、硫酸カルシウム、カオリン、フェロシアン化第二
鉄アンモニウム、炭酸マグネシウム、カルミン、硫酸バリウム、雲母、オキシ塩化ビスマ
ス、ステアリン酸亜鉛、マンガンバイオレット、酸化クロム、二酸化チタンナノ粒子、酸
化バリウム、群青、クエン酸ビスマス、ヒドロキシアパタイト、ケイ酸ジルコニウム、カ
ーボンブラック粒子などが含まれる。他の適切な顔料は、ＵＳ７，２０２，１９９に記載
されているような様々な光学的調節剤を含む。
【０２４８】
　顔料以外の微粒子
　多数の化粧品として有用な微粒子の角質除去剤（ｅｘｆｏｌｉａｔｉｎｇ　ａｇｅｎｔ
）は当技術分野において公知であり、その選択および量は、化粧品の技術分野における当
業者によって認識されるように、組成物の使用から所望の角質除去作用によって決定する
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。有用な角質除去剤には、天然研磨剤、無機研磨剤、合成ポリマーなど、およびこれらの
混合物が含まれる。代表的な角質除去剤（ｅｘｆｏｌｉａｎｔ）には、粉砕または粉末化
した軽石、石、ゼオライト、堅果殻（例えば、アーモンド、ペカン、クルミ、ココナッツ
など）、ナッツミール（例えば、アーモンドなど）、果物の核（例えば、アンズ、アボカ
ド、オリーブ、モモなど）、殻、種および穀粒（例えば、オートブラン、コーンミール、
米ぬか、ブドウの種、キーウィの種、コムギ、ホホバの種、ヘチマの種、ローズヒップの
種など）、植物物質（例えば、ティーツリーの葉、トウモロコシの穂軸、果物繊維、海藻
、ヘチマスポンジ、微結晶性セルロースなど）、二枚貝の殻（ボレイなど）、炭酸カルシ
ウム、ピロリン酸二カルシウム、チョーク、シリカ、カオリン粘土、ケイ酸、酸化アルミ
ニウム、酸化第二スズ、海塩（例えば、死海の塩）、タルク、糖（例えば、グラニュー糖
、ブラウンシュガーなど）、ポリエチレン、ポリスチレン、微結晶性ポリアミド（ナイロ
ン）、微結晶性ポリエステル、ポリカーボネート、およびステンレス鋼繊維が含まれる。
上記の角質除去剤は、顆粒、粉末、粉（ｆｌｏｕｒ）、および繊維の形態で使用すること
ができる。
【０２４９】
　本組成物で使用するのに適した他の全体的に不溶性の成分には、粘土、膨潤性粘土、ラ
ポナイト、ガスバブル、リポソーム、マイクロスポンジ、化粧品用ビーズおよびフレーク
が含まれる。化粧品用ビーズ、フレークおよびカプセルは、美的外観のために組成物中に
含むことができ、または皮膚および毛髪への効果剤の送達のためにミクロカプセル材料お
よびマクロカプセル材料として機能させることができる。例示的ビーズ成分には、寒天ビ
ーズ、アルギネートビーズ、ホホバビーズ、ゼラチンビーズ、Ｓｔｙｒｏｆｏａｍ（商標
）ビーズ、ポリアクリレート、ポリメチルメタクリレート（ＰＭＭＡ）、ポリエチレンビ
ーズ、Ｕｎｉｓｐｈｅｒｅｓ（商標）およびＵｎｉｐｅａｒｌｓ（商標）化粧品用ビーズ
（Ｉｎｄｕｃｈｅｍ　ＵＳＡ，Ｉｎｃ．、Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ、ＮＹ）、Ｌｉｐｏｃａｐｓ
ｕｌｅ（商標）、Ｌｉｐｏｓｐｈｅｒｅ（商標）、およびＬｉｐｏｐｅａｒｌ（商標）マ
イクロカプセル（Ｌｉｐｏ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ，Ｉｎｃ．、Ｖａｎｄａｌｉａ、
ＯＨ）、およびＣｏｎｆｅｔｔｉ　ＩＩ（商標）皮膚送達フレーク（Ｕｎｉｔｅｄ－Ｇｕ
ａｒｄｉａｎ，Ｉｎｃ．、Ｈａｕｐｐａｕｇｅ、ＮＹ）が含まれ得る。
【０２５０】
　任意の適切な抗フケ剤を、例示的組成物で用いることができる。例示的抗フケ剤には、
硫黄、ジンクピリチオン、亜鉛オマジン、硝酸ミコナゾール、硫化セレン、ピロクトンオ
ラミン、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）ウンデセンアミド、カデ油、パインター
ル、タマネギ（Ａｌｌｉｕｍ　ｃｅｐａ）抽出物、オウシュウトウヒ（Ｐｉｃｅａ　ａｂ
ｉｅｓ）抽出物、およびウンデシレネス－６（Ｕｎｄｅｃｙｌｅｎｅｔｈ－６）など、な
らびにこれらの混合物が含まれ得る。
【０２５１】
　一態様において、微粒子成分の量は、組成物の０．１重量％～１０重量％の範囲でよい
。
【０２５２】
　植物性薬品（ｂｏｔａｎｉｃａｌｓ）
　任意選択で、組成物は、植物材料抽出物を含有することができる。抽出された植物材料
は、特定の植物、果物、木の実、または種から抽出された任意の水溶性または油溶性物質
を含むことができる。本発明の一態様において、制汗剤組成物および植物活性剤は、組成
物の、０．１重量％～１０重量％、例えば、０．５重量％～８重量％、または１重量％～
５重量％の範囲の量で存在する。
【０２５３】
　適切な植物性剤（ｂｏｔａｎｉｃａｌ　ａｇｅｎｔ）は、例えば、エキナセア（例えば
、アングスティフォリア種、プルプレア種、パリダ種）、ユッカグラウカ（ｙｕｃｃａ　
ｇｌａｕｃａ）、ヤナギソウ、バジルの葉、トルコオレガノ、ニンジンの根、グレープフ
ルーツ、ウイキョウの種、ローズマリー、ターメリック、タイム、ブルーベリー、ピーマ
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ン、ブラックベリー、スピルリナ、カシス果実、茶の葉、例えば、中国茶、紅茶（例えば
、種々（ｖａｒ．）、フラワリーオレンジペコ、ゴールデンフラワリーオレンジペコ、フ
ァインティッピーゴールデンフラワリーオレンジペコ）、緑茶（例えば、種々（ｖａｒ．
）、日本茶、グリーンダージリン）、ウーロン茶、コーヒー豆、タンポポの根、ナツメヤ
シ果実、イチョウの葉、緑茶、ホーソーンベリー、カンゾウ、セージ、イチゴ、スイート
ピー、トマト、バニラ果実、コンフリー、アルニカ、ツボクサ（ｃｅｎｔｅｌｌａ　ａｓ
ｉａｔｉｃａ）、ヤグルマギク、セイヨウトチイキ、ツタ、モクレン、オートムギ、パン
ジー、タツナミソウ（ｓｋｕｌｌｃａｐ）、シーバックソーン、オドリコソウ、およびウ
ィッチヘーゼルからの抽出物を含むことができる。植物学的抽出物には、例えば、クロロ
ゲン酸、グルタチオン、グリチルリチン（ｇｌｙｃｒｒｈｉｚｉｎ）、ネオヘスペリジン
、ケルセチン、ルチン、モリン、ミリセチン、アブサン、およびカモミールが含まれる。
【０２５４】
　カチオン性のポリマーおよび化合物
　カチオン性のポリマーおよび化合物は、例示的な水性の界面活性剤をベースとする組成
物において有用である。当業者はこれらのカチオン性剤の多くが複数の機能を果たしてい
ることを認識する。典型的には、これらの剤は、コンディショナー（例えば、毛髪および
皮膚）、帯電防止剤、布柔軟加工剤として、および抗菌剤として有用である。カチオン性
ポリマーは、天然ポリマーを修飾することによって合成的に由来または得ることができる
（カチオン性に修飾された多糖類およびポリガラクトマンナンなど）。
【０２５５】
　代表的なカチオン性ポリマーには、フリーラジカル重合性のアクリル酸またはメタクリ
ル酸のエステルまたはアミドモノマーに由来するホモポリマーおよびコポリマーが含まれ
る。コポリマーは、アクリルアミド、メタクリルアミド、ジアセトンアクリルアミド、ア
クリル酸もしくはメタクリル酸またはこれらのエステル、ビニルラクタム、例えば、ビニ
ルピロリドンまたはビニルカプロラクタム、およびビニルエステルに由来する１つもしく
は複数の単位を含有することができる。例示的ポリマーには、アクリルアミドおよび硫酸
ジメチルまたはハロゲン化アルキルで四級化されたジメチルアミノエチルメタクリレート
のコポリマー；アクリルアミドおよびメタクリロイルオキシエチルトリメチルアンモニウ
ムクロリドのコポリマー；アクリルアミドおよびメタクリロイルオキシエチルトリメチル
アンモニウムメトスルフェートのコポリマー；ビニルピロリドン／任意選択で四級化され
たジアルキルアミノアルキルアクリレートまたはメタクリレートのコポリマー、例えば、
名称ＧＡＦＱＵＡＴ（商標）でＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒ
ｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．（Ｗａｙｎｅ、ＮＪ）によって販売されている製品；ジメチルア
ミノエチルメタクリレート／ビニルカプロラクタム／ビニルピロリドンターポリマー、例
えば、商品名ＧＡＦＦＩＸ（商標）ＶＣ７１３でＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃ
ｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．によって販売されている製品；ビニルピロリド
ン／メタクリルアミドプロピルジメチルアミンコポリマー（商品名ＳＴＹＬＥＺＥ（商標
）ＣＣ１０で市販されておりＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏ
ｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．から入手可能）；ならびにビニルピロリドン／四級化ジメチルアミ
ノプロピルメタクリルアミドコポリマー、例えば、商品名ＧＡＦＱＵＡＴ（商標）ＨＳ１
００でＩｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．
によって販売されている製品が含まれ得る。
【０２５６】
　カチオン性剤はまた、商品名Ｌｕｖｉｑｕａｔ（登録商標）（製品記号ＦＣ３７０およ
びＦＣ５５０）でＢＡＳＦによって販売されている製品などの、ビニルピロリドンおよび
ビニルイミダゾールの第四級ポリマーから選択することができる。組成物において使用す
ることができる他のカチオン性ポリマー剤には、ポリアルキレンイミン（ポリエチレンイ
ミンなど）、ビニルピリジンまたはビニルピリジニウム単位を含有するポリマー、ポリア
ミンおよびエピクロロヒドリン（ｅｐｉｃｈｌｏｒｈｙｄｒｉｎｓ）の縮合物、第四級多
糖類、第四級ポリウレタン、第四級シリコーン、およびキチンの第四級誘導体が含まれる
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。
【０２５７】
　カチオン性剤として有用な第四級アンモニウム化合物（モノマー性およびポリマー性）
の他の非限定的例には、アセトアミドプロピルトリモニウムクロリド、ベヘナミドプロピ
ルジメチルアミン、ベヘナミドプロピルエチルジモニウムエトスルフェート、ベヘントリ
モニウムクロリド、セテチルモルホリニウムエトスルフェート、セトリモニウムクロリド
、ココアミドプロピルエチルジモニウムエトスルフェート、ジセチルジモニウムクロリド
、ジメチコンヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヒドロキシエチルベヘナミドプ
ロピルジモニウムクロリド、クオタニウム－２２、クオタニウム－２６、クオタニウム－
２７、クオタニウム－５２、クオタニウム－５３、クオタニウム－６３、クオタニウム－
７０、クオタニウム－７２、クオタニウム－７６、加水分解コラーゲン、ＰＥＧ－２－コ
コモニウムクロリド、ＰＰＧ－９ジエチルモニウムクロリド、ＰＰＧ－２５ジエチルモニ
ウムクロリド、ＰＰＧ－４０ジエチルモニウムクロリド、ステアラルコニウムクロリド、
ステアルアミドプロピルエチルジモニウムエトスルフェート、ステアルジモニウムヒドロ
キシプロピル加水分解小麦タンパク質、ステアルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解
コラーゲン、コムギ胚芽アミドプロパルコニウムクロリド、コムギ胚芽アミドプロピルエ
チルジモニウムエトスルフェート、ポリクオタニウム－１、ポリクオタニウム－４、ポリ
クオタニウム－６、ポリクオタニウム－７、ポリクオタニウム－１０、ポリクオタニウム
－１１、ポリクオタニウム－１５、ポリクオタニウム（Ｐｏｌｙｑｕａｒｔｅｒｎｉｕｍ
）－１６、ポリクオタニウム－２２、ポリクオタニウム－２４、ポリクオタニウム－２８
、ポリクオタニウム－２９、ポリクオタニウム－３２、ポリクオタニウム－３３、ポリク
オタニウム－３５、ポリクオタニウム－３７、ポリクオタニウム－３９、ポリクオタニウ
ム－４４、ポリクオタニウム－４６、ポリクオタニウム－４７、ポリクオタニウム－５２
、ポリクオタニウム－５３、ポリクオタニウム－５５、ポリクオタニウム－５９、ポリク
オタニウム－６１、ポリクオタニウム－６４、ポリクオタニウム－６５、ポリクオタニウ
ム－６７、ポリクオタニウム－６９、ポリクオタニウム－７０、ポリクオタニウム－７１
、ポリクオタニウム－７２、ポリクオタニウム－７３、ポリクオタニウム－７４、ポリク
オタニウム－７６、ポリクオタニウム－７７、ポリクオタニウム－７８、ポリクオタニウ
ム－７９、ポリクオタニウム－８０、ポリクオタニウム－８１、ポリクオタニウム－８２
、ポリクオタニウム－８４、ポリクオタニウム－８５、ポリクオタニウム－８７、ＰＥＧ
－２－ココモニウムクロリド；ならびにこれらの混合物が含まれる。
【０２５８】
　他の有用なカチオン性ポリマーには、カチオン性ポリガラクトマンナン（例えば、グア
ーおよびカッシアの四級化誘導体、例えば、グアーヒドロキシプロピルトリモニウム（ｔ
ｒｉｍｍｏｎｉｕｍ）クロリド、ヒドロキシプロピルグアーヒドロキシプロピルトリモニ
ウムクロリド、およびカッシアヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド）が含まれる。
【０２５９】
　本明細書において有用なカチオン性剤にはまた、タンパク質およびタンパク質誘導体、
アミン、プロトン化したアミンオキシド、ベタインなどが含まれる。タンパク質誘導体に
は、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分解カゼイン、ココジモニウムヒドロキシプ
ロピル加水分解コラーゲン、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分解毛髪ケラチン、
ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分解米タンパク質、ココジモニウムヒドロキシプ
ロピル加水分解絹、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分解ダイズタンパク質、ココ
ジモニウムヒドロキシプロピル加水分解小麦タンパク質、ココジモニウムヒドロキシプロ
ピル加水分解シルクアミノ酸、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解コラーゲン、ヒ
ドロキシプロピルトリモニウム加水分解ケラチン、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水
分解絹、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解米ぬか、ヒドロキシプロピルトリモニ
ウム加水分解ダイズタンパク質、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解植物性タンパ
ク質、ヒドロキシプロピルトリモニウム加水分解小麦タンパク質、加水分解小麦タンパク
質、加水分解甘扁桃タンパク質、加水分解米タンパク質、加水分解ダイズタンパク質、加
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水分解乳タンパク質、加水分解植物性タンパク質、加水分解ケラチン、加水分解コラーゲ
ン、加水分解コムギグルテン、カリウムココイル加水分解コラーゲン、ヒドロキシプロピ
ルトリモニウム加水分解コラーゲン、ココジモニウムヒドロキシプロピル加水分解乳タン
パク質、ラウリルジモニウムヒドロキシプロピル加水分解小麦タンパク質、ラウリルジモ
ニウムヒドロキシプロピル加水分解コラーゲン、ケラチンアミノ酸、コラーゲンアミノ酸
、ソイエチルジモニウムエトスルフェート、ソイエチルモルホリニウムエトスルフェート
などが含まれ得る。
【０２６０】
　モノマー性第四級アンモニウム化合物には、例えば、アルキルベンジルジメチルアンモ
ニウム塩、ベタイン、複素環式アンモニウム塩、およびテトラアルキルアンモニウム塩が
含まれる。長鎖（脂肪）アルキルベンジルジメチルアンモニウム塩は、コンディショナー
として、帯電防止剤として、および布柔軟化剤として利用され、下記でより詳細に考察す
る。
【０２６１】
　アルキルベンジルジメチルアンモニウム塩の非限定的例には、ステアラルコニウムクロ
リド、ベンザルコニウムクロリド、クオタニウム－６３、オレアルコニウムクロリド、ジ
デシルジモニウムクロリドなどが含まれる。ベタイン化合物には、上記式において上で記
載したようなアルキルアミドプロピルベタインおよびアルキルアミドプロピルヒドロキシ
スルタインが含まれる。アルキルベタイン化合物の非限定的例には、オレイルベタイン、
ココ－ベタイン、ココアミドプロピルベタイン、ココ－ヒドロキシスルタイン、ココ／オ
レアミドプロピルベタイン、ココ－スルタイン、ココアミドプロピルヒドロキシスルタイ
ン、およびナトリウムラウラミドプロピルヒドロキシホスタイン（ｈｙｄｒｏｘｙｐｈｏ
ｓｔａｉｎｅ）が含まれ得る。
【０２６２】
　複素環式アンモニウム塩には、アルキルエチルモルホリニウムエトスルフェート、イソ
ステアリルエチルイミドニウムエトスルフェート、およびアルキルピリジニウムクロリド
が含まれる。複素環式アンモニウム塩の非限定的例には、セチルピリジニウムクロリド、
イソステアリルエチルイミドニウムエトスルフェートなどが含まれ得る。
【０２６３】
　テトラアルキルアンモニウム塩の非限定的例には、コカミドプロピルエチルジモニウム
エトスルフェート、ヒドロキシエチルセチルジモニウムクロリド、クオタニウム－１８、
およびココジモニウムヒドロキシプロピル（ｈｙｒｏｘｙｐｒｏｐｙｌ）加水分解タンパ
ク質（毛髪ケラチンなど）などが含まれる。
【０２６４】
　いくつかの第四級アンモニウム化合物は、布コンディショニングおよび布ケアのための
帯電防止剤として使用される。これらには、長鎖アルキル化第四級アンモニウム化合物、
例えば、Ｗｈａｌｌｅｙ、「Ｆａｂｒｉｃ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ」
、ＨＡＰＰＩ、５５～５８頁（１９９５年２月）による総論に記載されているような、ジ
アルキルジメチル第四級アンモニウム化合物、イミダゾリン第四級化合物、アミドアミン
第四級化合物、ジヒドロキシプロピルアンモニウム化合物のジアルキルエステル第四級誘
導体（ｑｕａｔ　ｄｅｒｉｖａｔｉｖｅ）；メチルトリエタノールアンモニウム化合物の
ジアルキルエステル第四級誘導体、エステルアミドアミン化合物、およびジメチルジエタ
ノールアンモニウムクロリドのジエステル第四級誘導体が含まれる。
【０２６５】
　ジアルキルジメチル第四級アンモニウム化合物の非限定的例には、Ｎ，Ｎ－ジオレイル
－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジタローイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルア
ンモニウムエトスルフェート、Ｎ，Ｎ－ジ（水素化－タローイル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルア
ンモニウムクロリドなどが含まれる。イミダゾリン第四級化合物の非限定的例には、１－
Ｎ－メチル－３－Ｎ－タローアミドエチルイミダゾリウムクロリド、３－メチル－１－タ
ローイルアミドエチル－２－タローイルイミダゾリニウムメチルスルフェートなどが含ま
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れる。アミドアミン第四級化合物の非限定的例には、Ｎ－アルキル－Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ
－ビス（２－タローアミドエチル）アンモニウム塩が含まれ、アルキル基は、メチル、エ
チル、ヒドロキシエチルなどでよい。ジヒドロキシプロピルアンモニウム化合物のジアル
キルエステル第四級誘導体の非限定的例には、１，２－ジタローオイルオキシ－３－Ｎ，
Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニオプロパンクロリド、１，２－ジカノロイルオキシ（ｄｉｃ
ａｎｏｌｏｙｌｏｘｙ）－３－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニオプロパンクロリドなど
が含まれる。
【０２６６】
　さらに、他のタイプの長鎖（例えば、天然油および脂肪酸由来）アルキル化第四級アン
モニウム化合物は、適切な布柔軟剤である。一態様において、長鎖アルキル基は、タロー
、キャノーラ油に、またはパーム油に由来する、しかし、例えば、ラウリル、オレイル、
リシノレイル、ステアリル、およびパルミチル基のように、ダイズ油およびココナッツ油
に由来する他のアルキル基もまた適切である。代表的な化合物には、これらに限定されな
いが、Ｎ，Ｎ－ジ（アルキルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム塩（Ｎ，Ｎ
－ジ（タローイルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ
（カノリルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドなど）；Ｎ，Ｎ－ジ
（アルキルオキシエチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウム塩
（Ｎ，Ｎ－ジ（タローイルオキシエチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）
アンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（カノリルオキシエチル）－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－
ヒドロキシエチル）アンモニウムクロリドなど）；Ｎ，Ｎ－ジ（２－アルキルオキシ－２
－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム塩（Ｎ，Ｎ－ジ（２－タローイルオキ
シ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（２－カ
ノリルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドなど）；Ｎ
，Ｎ－ジ（２－アルキルオキシエチルカルボニルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアン
モニウム塩（Ｎ，Ｎ－ジ（２－タローイルオキシエチルカルボニルオキシエチル）－Ｎ，
Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（２－カノリルオキシエチルカルボニル
オキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドなど）；Ｎ－（２－アルカノイ
ルオキシ－２－エチル）－Ｎ－（２－アルキルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアンモニウム塩（Ｎ－（２－タローオイルオキシ－２－エチル）－Ｎ－（２－タロ
ーイルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ－（２
－カノロイルオキシ－２－エチル）－Ｎ－（２－カノリルオキシ－２－オキソエチル）－
Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドなど）；Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（アルキルオキシエチ
ル）－Ｎ－メチルアンモニウム塩（Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（タローイルオキシエチル）－Ｎ－
メチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ（カノリルオキシエチル）－Ｎ－メチル
アンモニウムクロリドなど）；Ｎ－（２－アルキルオキシ－２－オキソエチル）－Ｎ－ア
ルキル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウム塩（Ｎ－（２－タローイルオキシ－２－オキソエ
チル）－Ｎ－タローイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ－（２－カノリル
オキシ－２－オキソエチル）－Ｎ－カノリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドな
ど）が含まれる。
【０２６７】
　別の態様において、第四級アンモニウム布柔軟化合物には、Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－ビス
（タローアミドエチル）－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）アンモニウムメチルスルフェー
トおよびＮ－メチル－Ｎ，Ｎ－ビス（水素化－タローアミドエチル）－Ｎ－（２－ヒドロ
キシエチル）アンモニウムメチルスルフェート、メチルトリエタノールアンモニウム塩の
ジアルキルエステル第四級誘導体、例えば、ビス（アシルオキシエチル）ヒドロキシエチ
ルメチルアンモニウムメトスルフェートエステル第四級体など；ならびにＮ，Ｎ－ジ（タ
ローオイルオキシエチル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリドが含まれ、タロー鎖
は、少なくとも部分的に不飽和である。
【０２６８】
　さらなる態様において、布柔軟剤には、周知のジアルキルジメチルアンモニウム塩、例
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えば、Ｎ，Ｎ－ジタローイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムメチルスルフェート、Ｎ，
Ｎ－ジ（水素化－タローイル）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジス
テアリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジベヘニル－Ｎ，Ｎ－ジメ
チルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジ（水素化タロー）－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウ
ムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジタローイル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－
ジステアリル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムクロリド、Ｎ，Ｎ－ジベヘニル－Ｎ，Ｎ－
ジメチルアンモニウムクロリド、およびＮ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－ステアリル－Ｎ－ベンジ
ルアンモニウムクロリドが含まれる。
【０２６９】
　上記のモノマー性およびポリマー性第四級アンモニウム塩化合物は、対イオンとして任
意のアニオン基、例えば、クロリド、ブロミド、メトスルフェート（すなわち、メチルス
ルフェート）、アセテート、ホルメート、スルフェート、ニトレートなどを有することが
できる。
【０２７０】
　布柔軟用途のために、任意の適切な第四級アンモニウム剤を、水性の界面活性剤をベー
スとする組成物と組み合わせて利用することができる。エステルを含有する布柔軟剤につ
いて、組成物のｐＨは、特に、長期貯蔵条件における布柔軟剤の安定性に影響を与えるこ
とができる。本状況において定義されるように、ｐＨは、未希釈の組成物で約２０℃にて
測定する。一態様において、組成物のｐＨは約６未満である。別の態様において、ｐＨは
、２～５、さらなる態様において２．５～３．５の範囲である。
【０２７１】
　一態様において、カチオン性剤（複数可）は、最終組成物の重量に基づいて、０．０５
重量％～１５重量％、別の態様において０．１重量％～１０重量％、さらなる態様におい
て０．５重量％～３重量％の範囲の量で用いることができるが、これらに限定されない。
【０２７２】
　保存剤
　一態様において、パーソナルケア、ホームケア、ヘルスケア、ならびに施設用および産
業用ケア製品において使用するのに適した任意の保存剤を、例示的な組成物で使用するこ
とができる。適切な保存剤には、ポリメトキシ二環式オキサゾリジン、メチルパラベン、
プロピルパラベン、エチルパラベン、ブチルパラベン、ベンジルトリアゾール、ＤＭＤＭ
ヒダントイン（１，３－ジメチル－５，５－ジメチルヒダントインとしてもまた公知であ
る）、イミダゾリジニル尿素、フェノキシエタノール、フェノキシエチルパラベン、メチ
ルイソチアゾリノン、メチルクロロイソチアゾリノン、ベンゾイソチアゾリノン、トリク
ロサン、および上記で開示されている適切なポリクオタニウム化合物（例えば、ポリクオ
タニウム－１）が含まれる。
【０２７３】
　別の態様において、酸系保存剤は、例示的な組成物で有用である。酸系保存剤の使用は
、低いｐＨ範囲での製品の配合を促進する。配合物のｐＨを低下させることは、微生物増
殖にとって適さない環境を固有に提供する。
【０２７４】
　パーソナルケア、ホームケア、ヘルスケア、ならびに施設用および産業用ケア製品にお
いて有用な任意の酸系保存剤を、例示的な組成物において使用することができる。一態様
において、酸保存剤は、式Ｒ５３Ｃ（Ｏ）ＯＨによって表されるカルボン酸化合物であり
、Ｒ５３は、水素、１～８個の炭素原子を含有する飽和および不飽和ヒドロカルビル基、
またはＣ６～Ｃ１０アリールを表す。別の態様において、Ｒ５３は、水素、Ｃ１～Ｃ８ア
ルキル基、Ｃ２～Ｃ８アルケニル基、またはフェニルから選択される。例示的酸は、ギ酸
、酢酸、プロピオン酸、ソルビン酸、カプリル酸、および安息香酸、ならびにこれらの混
合物である。
【０２７５】
　別の態様において、適切な酸には、シュウ酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ア
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ゼライン酸、マレイン酸、フマル酸、乳酸、グリセリン酸、タルトロン酸、リンゴ酸、酒
石酸、グルコン酸、クエン酸、アスコルビン酸、サリチル酸、フタル酸、マンデル酸、ベ
ンジル酸、およびこれらの混合物が含まれ得る。
【０２７６】
　上記の酸の塩は、低いｐＨ値で有効性を保持する限りまた有用である。適切な塩には、
上記で列挙した酸のアルカリ金属（例えば、ナトリウム、カリウム、カルシウム）塩およ
びアンモニウム塩が含まれる。
【０２７７】
　酸系保存剤および／またはこれらの塩は、単独で、またはパーソナルケア、ホームケア
、ヘルスケア、ならびに施設用および産業用ケア製品において典型的に用いられる非酸性
保存剤と組み合わせて使用することができる。
【０２７８】
　保存剤は典型的には、例示的なパーソナルケア組成物の総重量に対して、一態様におい
て０．０１重量％～３．０重量％、別の態様において０．１重量％～１重量％、さらなる
態様において０．３重量％～１重量％を含む。
【０２７９】
　保存剤は、薬学的に有効な量で使用されると、病原微生物および皮膚上に存在し得るヒ
トの健康にとって危険な微生物の増殖を、破壊または阻害するための抗菌剤として働くこ
ともできる。
【０２８０】
　補助レオロジー調節剤
　本明細書に開示されるレオロジー調節剤に加えて、界面活性剤をベースとする組成物は
、１種または複数種の補助レオロジー調節剤および増粘剤と組み合わせて配合することが
できる。適切なレオロジー調節剤および増粘剤は、合成および半合成のレオロジー調節剤
を含む。例示的合成レオロジー調節剤は、アクリル系ポリマーおよびコポリマーを含む。
１つのクラスのアクリル系レオロジー調節剤は、単独でまたは他のエチレン性不飽和モノ
マーと組み合わせてアクリル酸のフリーラジカル重合によって生成された、カルボキシル
官能性のアルカリ膨潤性およびアルカリ可溶性の増粘剤（ＡＳＴ）である。ポリマーは、
溶媒／沈殿およびエマルション重合技術によって合成することができる。このクラスの例
示的合成レオロジー調節剤には、アクリル酸またはメタクリル酸のホモポリマー、および
アクリル酸、置換アクリル酸、ならびにアクリル酸および置換アクリル酸の塩およびＣ１

～Ｃ３０アルキルエステルの１種または複数種のモノマーから重合されるコポリマーが含
まれる。本明細書に定義されているように、置換アクリル酸は、分子のαおよび／または
β炭素原子上に位置する置換基を含有し、一態様において、置換基は、Ｃ１～４アルキル
、－ＣＮ、および－ＣＯＯＨから独立に選択される。任意選択で、他のエチレン性不飽和
モノマー、例えば、スチレン、酢酸ビニル、エチレン、ブタジエン、アクリロニトリル、
およびこれらの混合物は、主鎖に共重合することができる。上記のポリマーは、エチレン
性不飽和を含有する２つ以上の部分を含有するモノマーによって任意選択で架橋されてい
る。一態様において、架橋剤は、１分子当たり少なくとも２個のアルケニルエーテル基を
含有する多価アルコールのポリアルケニルポリエーテルから選択される。他の例示的架橋
剤は、スクロースのアリルエーテルおよびペンタエリスリトールのアリルエーテル、なら
びにこれらの混合物から選択される。これらのポリマーは、米国特許第５，０８７，４４
５号；米国特許第４，５０９，９４９号；および米国特許第２，７９８，０５３号により
十分に記載されている。
【０２８１】
　一態様において、ＡＳＴレオロジー調節剤または増粘剤は、アクリル酸またはメタクリ
ル酸から重合した架橋ホモポリマーであり、カルボマーのＩＮＣＩ名で一般に称される。
市販のカルボマーには、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉ
ｎｃ．から入手可能なＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）ポリマー９３４、９４０、９４１、
９５６、９８０および９９６が含まれる。さらなる態様において、レオロジー調節剤は、
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アクリル酸、置換アクリル酸、アクリル酸の塩、および置換アクリル酸の塩の１種または
複数種のモノマーから選択される第１のモノマーと、アクリル酸またはメタクリル酸の１
種または複数種のＣ１０～Ｃ３０アクリル酸アルキルエステルとから選択される第２のモ
ノマーから重合される架橋コポリマーから選択される。一態様において、モノマーは、米
国特許第５，２８８，８１４号に開示されているものなどの立体安定剤の存在下で重合す
ることができる。上記のポリマーのいくつかは、ＩＮＣＩ命名法によってアクリレート／
Ｃ１０～３０アクリル酸アルキルクロスポリマーとして示されており、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ
　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から商品名Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録
商標）１３４２および１３８２、Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）Ｕｌｔｒｅｚ２０および
２１、Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）ＥＴＤ２０２０、ならびにＰｅｍｕｌｅｎ（登録商
標）ＴＲ－１およびＴＲ－２で市販されている。
【０２８２】
　別の態様において、補助レオロジー調節剤は、米国特許第７，２０５，２７１号に開示
されているような架橋、線状ポリ（ビニルアミド／アクリル酸）コポリマーでよい。
【０２８３】
　本明細書における使用に適した別のクラスの任意選択の合成レオロジー調節剤および増
粘剤は、疎水的に修飾されたアルカリ膨潤性およびアルカリ可溶性エマルション（ＨＡＳ
Ｅ）ポリマーと通常称される、疎水的に修飾されたＡＳＴを含む。典型的なＨＡＳＥポリ
マーは、ｐＨ感受性または親水性モノマー（例えば、アクリル酸および／またはメタクリ
ル酸）、疎水性モノマー（例えば、アクリル酸および／またはメタクリル酸のＣ１～Ｃ３

０アルキルエステル、アクリロニトリル、スチレン）、「会合性モノマー」、ならびに任
意選択の架橋用モノマーから重合されたフリーラジカル付加ポリマーである。会合性モノ
マーは、エチレン性不飽和重合性の末端基、疎水性末端基で終結している非イオン性親水
性中間部を含む。非イオン性親水性中間部は、ポリオキシアルキレン基、例えば、ポリエ
チレンオキシド、ポリプロピレンオキシド、またはポリエチレンオキシド／ポリプロピレ
ンオキシドセグメントの混合物を含む。末端疎水性末端基は典型的には、Ｃ８～Ｃ４０脂
肪族部分である。例示的脂肪族部分は、線状および分岐状のアルキル置換基、線状および
分岐状のアルケニル置換基、炭素環式置換基、アリール置換基、アラルキル置換基、アリ
ールアルキル置換基、ならびにアルキルアリール置換基から選択される。一態様において
、会合性モノマーは、ポリエトキシ化および／またはポリプロポキシ化脂肪族アルコール
（典型的には分岐状または非分岐状Ｃ８～Ｃ４０脂肪族部分を含有する）と、カルボン酸
基（例えば、アクリル酸、メタクリル酸）を含有するエチレン性不飽和モノマー、不飽和
環状無水物モノマー（例えば、無水マレイン酸、無水イタコン酸、無水シトラコン酸）、
モノエチレン性不飽和モノイソシアネート（例えば、α，α－ジメチル－ｍ－イソプロペ
ニルベンジルイソシアネート）またはヒドロキシル基を含有するエチレン性不飽和モノマ
ー（例えば、ビニルアルコール、アリルアルコール）との縮合（例えば、エステル化また
はエーテル化）によって調製することができる。ポリエトキシ化および／またはポリプロ
ポキシ化脂肪族アルコールは、Ｃ８～Ｃ４０脂肪族部分を含有するモノアルコールの酸化
エチレンおよび／または酸化プロピレン付加体である。Ｃ８～Ｃ４０脂肪族部分を含有す
るアルコールの非限定的例は、カプリルアルコール、イソ－オクチルアルコール（２－エ
チルヘキサノール）、ペラルゴンアルコール（１－ノナノール）、デシルアルコール、ラ
ウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、セチルアルコール、セテ
アリルアルコール（Ｃ１６～Ｃ１８モノアルコールの混合物）、ステアリルアルコール、
イソステアリルアルコール、エライジルアルコール、オレイルアルコール、アラキジルア
ルコール、ベヘニルアルコール、リグノセリルアルコール、セリルアルコール、モンタニ
ルアルコール、メリシル、ラセリルアルコール（ｌａｃｃｅｒｙｌ　ａｌｃｏｈｏｌ）、
ゲジルアルコール、およびＣ２～Ｃ２０アルキル置換フェノール（例えば、ノニルフェノ
ール）などである。
【０２８４】
　例示的ＨＡＳＥポリマーは、米国特許第３，６５７，１７５号；同第４，３８４，０９
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６号；同第４，４６４，５２４号；同第４，８０１，６７１号；および同第５，２９２，
８４３号に開示されている。さらに、ＨＡＳＥポリマーの詳細なレビューは、Ｇｒｅｇｏ
ｒｙ　Ｄ．　Ｓｈａｙ、第２５章、「Ａｌｋａｌｉ－Ｓｗｅｌｌａｂｌｅ　ａｎｄ　Ａｌ
ｋａｌｉ－Ｓｏｌｕｂｌｅ　Ｔｈｉｃｋｅｎｅｒ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ａ　Ｒｅｖｉ
ｅｗ」、Ｐｏｌｙｍｅｒｓ　ｉｎ　Ａｑｕｅｏｕｓ　Ｍｅｄｉａ　－　Ｐｅｒｆｏｒｍａ
ｎｃｅ　Ｔｈｒｏｕｇｈ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，　Ａｄｖａｎｃｅｓ　ｉｎ　Ｃｈｅ
ｍｉｓｔｒｙ　Ｓｅｒｉｅｓ、２２３巻、Ｊ．　Ｅｄｗａｒｄ　Ｇｌａｓｓ（編）、ＡＣ
Ｓ、４５７～４９４頁、Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ、
Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ，　ＤＣ（１９８９年）に見出される。市販のＨＡＳＥポリマーは
、商品名Ａｃｕｌｙｎ（登録商標）２２（ＩＮＣＩ名：アクリレート／ステアレス－２０
メタクリレートコポリマー）、Ａｃｕｌｙｎ（登録商標）４４（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ－１
５０／デシルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー）、Ａｃｕｌｙｎ４６（登録商標）（ＩＮ
ＣＩ名：ＰＥＧ－１５０／ステアリルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー）、およびＡｃｕ
ｌｙｎ（登録商標）８８（ＩＮＣＩ名：アクリレート／ステアレス－２０メタクリレート
クロスポリマー）でＲｏｈｍ　＆　Ｈａａｓから、ならびにＮｏｖｅｔｈｉｘ（商標）Ｌ
－１０（ＩＮＣＩ名：アクリレート／ベヘネス－２５メタクリレートコポリマー）でＬｕ
ｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から販売されている。
【０２８５】
　別の実施形態において、酸膨潤性会合性ポリマーを、本明細書において使用することが
できる。このようなポリマーは一般に、カチオン性および会合性の特徴を有する。これら
のポリマーは、酸感受性アミノ置換親水性モノマー（例えば、ジアルキルアミノアルキル
（メタ）アクリレートまたは（メタ）アクリルアミド）、会合性モノマー（上記で定義）
、低級アルキル（メタ）アクリレート、あるいは、他のフリーラジカル重合性コモノマー
であって、（メタ）アクリル酸のヒドロキシアルキルエステル、ポリエチレングリコール
のビニルおよび／またはアリルエーテル、ポリプロピレングリコールのビニルおよび／ま
たはアリルエーテル、ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコールのビニルおよ
び／またはアリルエーテル、（メタ）アクリル酸のポリエチレングリコールエステル、（
メタ）アクリル酸のポリプロピレングリコールエステル、（メタ）アクリル酸のポリエチ
レングリコール／ポリプロピレングリコールエステル、ならびにこれらの組合せから選択
される他のフリーラジカル重合性コモノマーを含むモノマー混合物から重合されたフリー
ラジカル付加ポリマーである。これらのポリマーは任意選択で架橋することができる。酸
感受性とは、典型的には０．５～６．５の範囲の低いｐＨ値で、アミノ置換基がカチオン
性となることを意味する。例示的酸膨潤性会合性ポリマーは、商品名Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
（登録商標）Ｐｌｕｓ（ＩＮＣＩ名：アクリレート／アミノアクリレート／Ｃ１０～Ｃ３
０アルキルＰＥＧ－２０イタコネート）でＡｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌから、およびＣａｒｂｏ
ｐｏｌ（登録商標）Ａｑｕａ　ＣＣ（ＩＮＣＩ名：ポリアクリレート－１クロスポリマー
）でＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から市販され
ている。一態様において、酸膨潤性ポリマーは、（メタ）アクリル酸の１種または複数種
のＣ１～Ｃ５アルキルエステル、Ｃ１～Ｃ４ジアルキルアミノＣ１～Ｃ６アルキルメタク
リレート、ＰＥＧ／ＰＰＧ－３０／５アリルエーテル、ＰＥＧ２０～２５Ｃ１０～Ｃ３０

アルキルエーテルメタクリレート、エチレングリコールジメタクリレートと架橋したヒド
ロキシＣ２～Ｃ６アルキルメタクリレートのコポリマーである。他の有用な酸膨潤性会合
性ポリマーは、米国特許第７，３７８，４７９号に開示されている。
【０２８６】
　疎水的に修飾されたアルコキシ化メチルグルコシド、例えば、ＰＥＧ－１２０メチルグ
ルコースジオレエート、ＰＥＧ－１２０メチルグルコーストリオレエート、およびＰＥＧ
－２０メチルグルコースセスキステアレートなど（各々、商品名Ｇｌｕｃａｍａｔｅ（登
録商標）ＤＯＥ－１２０、Ｇｌｕｃａｍａｔｅ（商標）ＬＴ、およびＧｌｕｃａｍａｔｅ
（商標）ＳＳＥ－２０でＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉ
ｎｃ．から入手可能）はまた、補助レオロジー調節剤として適している。



(62) JP 6184484 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

【０２８７】
　木および低木浸出液から得た多糖類、例えば、アラビアゴム、ガッチゴム（ｇｕｍ　ｇ
ａｈａｔｔｉ）、およびトラガカントゴム、ならびにペクチン；海草抽出物、例えば、ア
ルギネートおよびカラギーナン（例えば、λ、κ、ι、およびこれらの塩）；藻類抽出物
（寒天など）；微生物多糖類（キサンタン、ゲラン、およびウェランなど）；セルロース
エーテル（エチルヘキシルエチルセルロース、ヒドロキシブチルメチルセルロース、ヒド
ロキシエチルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、メチルセルロー
ス、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、およびヒドロキシプロ
ピルセルロースなど）；ポリガラクトマンナン（フェヌグリークゴム、カッシアゴム、イ
ナゴマメゴム、タラゴム、およびグアーゴムなど）；デンプン（トウモロコシデンプン、
タピオカデンプン、米デンプン、コムギデンプン、バレイショデンプンおよびモロコシデ
ンプンなど）もまた、本明細書において適切な補助増粘剤およびレオロジー調節剤として
組成物中に用いることができる。
【０２８８】
　増粘し、粘性を付与し、またはレオロジーを調節する化学物質の包括的な一覧は、Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａ
ｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ（Ｔ．　Ｇｏｔｔｓｃｈａｌｋ　ａｎｄ　Ｈ．Ｐ．　Ｂ
ｒｅｓｌａｗｅｃ、「Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉ
ｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ」、３９７４～３９７７頁、
第１４版、Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃａｒｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｕｎｃｉｌ　Ｐｕｂｌ
ｉｓｈｅｒ、Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ、ＤＣ、ＵＳＡ（２０１２年））に見出すことができ
る。
【０２８９】
　補助レオロジー調節剤は、用いるとき、単独でまたは組み合わせて使用することができ
、典型的には、一態様において、パーソナルケア組成物の０．１重量％～８重量％、別の
態様において０．３重量％～３重量％、０．５重量％～２重量％の範囲の量で使用される
。
【０２９０】
　一態様では、水性の界面活性剤をベースとする組成物は、例示的なレオロジー調節剤以
外の全てのレオロジー調節剤を合計０．１重量％以下で含有する。
【０２９１】
　乳化剤
　例示的な組成物において用いられ得る乳化剤には、Ｃ１２～Ｃ２２脂肪アルコール、Ｃ

１２～Ｃ２２アルコキシ化アルコール、Ｃ１２～Ｃ２２脂肪酸、Ｃ１２～Ｃ２２アルコキ
シ化脂肪酸（分子中に存在する１０～８０単位の、酸化エチレン、酸化プロピレン、およ
び酸化エチレン／酸化プロピレンの組合せを各々有するアルコキシレート）、Ｃ８～Ｃ２

２ＡＰＧ、エトキシ化ステロール（酸化エチレン単位の数は、２～約１５０の範囲である
）、ポリグリセロールの部分エステル、２～６個の炭素原子を有するポリオールのエステ
ルおよび部分エステル、ポリグリセロールの部分エステル、およびオルガノシロキサン、
ならびにこれらの組合せが含まれる。
【０２９２】
　Ｃ８～Ｃ２２アルキルＡＰＧ乳化剤は、グルコースまたはオリゴ糖と８～２２個の炭素
原子を有する第一級脂肪アルコールとを反応させることによって調製され、そのオリゴマ
ー化の平均の程度が１～２であるオリゴグルコシド残基上にグリコシド結合したＣ８～Ｃ

１６アルキル基を含む。界面活性剤として上記で記載したＡＰＧに加えて、ＡＰＧは、商
標Ｐｌａｎｔａｃａｒｅ（登録商標）（Ｃｏｇｎｉｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｃｉｎ
ｃｉｎｎａｔｉ、ＯＨ）で利用可能である。例示的アルキルグルコシドおよびオリゴグリ
コシドは、オクチルグルコシド、デシルグルコシド、ラウリルグルコシド、パルミチルグ
ルコシド、イソステアリルグルコシド、ステアリルグルコシド、アラキジルグルコシドお
よびベヘニルグルコシド、ならびにこれらの混合物から選択される。
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【０２９３】
　１２～３０個の炭素原子を有する線状の飽和および不飽和脂肪酸と縮合している２～６
個の炭素原子を有するポリオールのエステルおよび部分エステルに基づいた乳化剤は、例
えば、グリセロールもしくはエチレングリコールのモノエステルおよびジエステル、また
は飽和および不飽和のＣ１２～Ｃ３０脂肪酸を有するプロピレングリコールのモノエステ
ルである。
【０２９４】
　例示的脂肪アルコールおよび脂肪酸、ならびにこれらのアルコキシレート、ポリグリセ
ロールの部分エステル、ならびにオルガノシロキサンは、上記に記載されている。
【０２９５】
　キレート剤
　キレート剤を用いて、本明細書に開示されるパーソナルケア、ホームケア、ヘルスケア
、および施設用ケア組成物を金属イオンの有害作用に対して安定化することができる。利
用されるとき、適切なキレート剤は、ＥＤＴＡ（エチレンジアミン四酢酸）およびこれら
の塩、例えば、二ナトリウムＥＤＴＡ、クエン酸およびこれらの塩、シクロデキストリン
など、ならびにこれらの混合物を含む。このような適切なキレート剤は典型的には、組成
物の０．００１重量％～３重量％、例えば、０．０１重量％～２重量％、または０．０１
重量％～１重量％を構成する。
【０２９６】
　補助溶剤および希釈剤
　上記のパーソナルケア、ヘルスケア、ホームケア、ならびに施設用ケア製品中に一般的
にまたは広範に含まれる、上記の１つもしくは複数の活性構成要素、および／または１種
もしくは複数種の添加剤および／もしくはアジュバントと組み合わせた、増粘化界面活性
剤組成物を含有するパーソナルケア、ホームケア、ヘルスケア、および施設用ケア組成物
は、水をベースとする配合物として、ならびに水混和性補助溶剤および／または希釈剤を
含有する配合物として調製することができるが、これらに限定されない。
【０２９７】
　一般的に用いられる有用な溶剤は典型的には、液体、例えば、アルコール、脂肪アルコ
ール、ポリオールなど、およびこれらの混合物である。非水性補助溶剤もしくは疎水性補
助溶剤は通常、実質的に水を含まない製品（マニキュア、エアゾール噴射剤スプレーなど
）中で、または特定の機能（油性の汚れ、皮脂、メークアップの除去、もしくは色素、香
料を溶解させるなど）のために用いられ、あるいはエマルションの油性相に組み込まれて
いる。水以外の補助溶剤の非限定的例には、線状および分岐状アルコール（エタノール、
プロパノール、イソプロパノール、ヘキサノールなど）；芳香族アルコール（ベンジルア
ルコール、シクロヘキサノールなど）；飽和Ｃ１２～Ｃ３０脂肪アルコール（ラウリルア
ルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニル
アルコールなど）が含まれる。ポリオールの非限定的例には、ポリヒドロキシアルコール
、例えば、グリセリン、プロピレングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコ
ール、Ｃ２～Ｃ４アルコキシ化アルコールおよびＣ２～Ｃ４アルコキシ化ポリオール、例
えば、２～３０個の炭素原子および１～４０のアルコキシ単位を有するアルコール、ジオ
ール、およびポリオールのエトキシ化、プロポキシ化、およびブトキシ化エーテル、ポリ
プロピレングリコール、ポリブチレングリコールなどが含まれる。非水性補助溶剤または
希釈剤の非限定的例には、シリコーン、およびシリコーン誘導体（シクロメチコンなど）
、ケトン（アセトンおよびメチルエチルケトンなど）、天然および合成の、油およびワッ
クス、例えば、植物油（ｖｅｇｅｔａｂｌｅ　ｏｉｌ）、植物性油（ｐｌａｎｔ　ｏｉｌ
）、動物油、精油、鉱油、Ｃ７～Ｃ４０イソパラフィン、アルキルカルボキシルエステル
（酢酸エチル、酢酸アミル、乳酸エチルなど）、ホホバ油、サメ肝油などが含まれる。上
記の非水性補助溶剤または希釈剤のいくつかはまた、コンディショナーおよび乳化剤でよ
い。
【０２９８】
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　例示的な有機溶剤として、先に列挙したもの、ならびに分子１つ当たり２～５個の炭素
原子を有するモノアルコール、例えばエタノールが挙げられる。有機溶剤は、０．０１重
量％～２０重量％、例えば最大１０重量％、例えば最大５重量％、一実施形態では、１重
量％以下の濃度で存在することができる。
【０２９９】
　噴射剤
　所望の場合、任意の公知のエアゾール噴射剤を利用して、上記の１つもしくは複数の活
性構成要素、および／または製品中に一般的もしくは広範に含まれている１種もしくは複
数種の添加剤および／もしくはアジュバントと組み合わせた、例示的なパーソナルケア、
ホームケア、ヘルスケア、および施設用ケア組成物を送達することができる。例示的噴射
剤には、低沸点炭化水素（Ｃ３～Ｃ６直鎖および分岐鎖の炭化水素など）が含まれる。例
示的炭化水素噴射剤には、プロパン、ブタン、イソブテン、およびこれらの混合物が含ま
れる。他の適切な噴射剤には、エーテル（ジメチルエーテルなど）、ハイドロフルオロカ
ーボン（１，１－ジフルオロエタンなど）、ならびに圧縮ガス（空気および二酸化炭素な
ど）が含まれ得る。
【０３００】
　一態様において、これらの組成物は、０．１重量％～６０重量％の噴射剤、または約０
．５重量％～約３５重量％の噴射剤を含有することができる。
【０３０１】
　例示的な組成物
　例示的なグリコシドエステル、例えばＭｅＧエステルは、例えばパーソナルケア用途な
どの様々な最終使用用途を有する。典型的なパーソナルケア用途として、例えばシャンプ
ー、コンディショナー、軟膏、皮膚用クリーム、ローション、石鹸などの、例えば医薬用
および化粧用組成物が挙げられる。典型的な家庭用途として、例えば一般的な流体の取扱
いのため、および界面活性剤用途、例えば食器洗浄用液体、洗濯用洗剤等のための粘度調
整剤としての使用が挙げられる。
【０３０２】
　例示的な増粘剤は、液体形態でまたはペーストとして液体界面活性剤組成物に導入され
、増粘剤を液体界面活性剤組成物に溶解させ、著しい粘度上昇、例えば最大２，０００～
１００，０００ｍＰａ・ｓの上昇を引き起こすのに有効な条件下で混合される。増粘剤を
液体形態で導入できることにより、配合者は、正確な量の増粘剤を液体界面活性剤系によ
り高い精度で導入することができ、自動化処理も容易になる。増粘剤を使用すると、界面
活性剤配合物、例えばシャンプーを周囲温度で、例えば約２０～３０℃で調製することが
できる（当技術分野では「低温処理」としても公知）。増粘剤は、所望に応じて、配合物
の粘度を調整するためにプロセスの任意のステップで配合物に添加することができる。グ
リコシドエステルは、「高温処理」によって高温で界面活性剤組成物に添加することもで
き、必要に応じて溶融ワックス、真珠光沢剤および他の高融点配合用アジュバントに添加
することもできる。
【０３０３】
　例示的なレオロジー調節剤を含む組成物は、ジャー、チューブ、スプレー、ふき取り布
、回転塗布容器、スティックなど（これらに限定されない）の容器からパッケージ化およ
び分注することができる。製品が使用される目的が達成される限り、レオロジー調節剤を
組み込むことができる製品の形態に関して制限はない。例えば、例示的なレオロジー調節
剤を含有するパーソナルケア製品は、これらに限定されないが、ゲル、スプレー（液体ま
たは気泡）、エマルション（クリーム、ローション、ペースト）、液体（リンス、シャン
プー）、バー、軟膏などの形態で、皮膚、毛髪、頭皮、および爪に付与することができる
。
【０３０４】
　例示的な使用は、毛髪ケア製品（シャンプー、組合せシャンプー、例えば、「ツー－イ
ン－ワン」コンディショニングシャンプー）、シャンプー後のリンス、セッティングおよ
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びスタイル保持剤（セッティング助剤、例えば、ゲルおよびスプレー、身だしなみ用品、
例えば、ポマード、コンディショナー、パーマ、髪を伸ばす液、毛髪くせ取り製品などを
含めた）、皮膚ケア製品（顔、体、手、頭皮および足）、例えば、クリーム、ローション
およびクレンジング製品、抗ざ瘡製品、抗加齢製品（角質除去剤、角質溶解、抗セルライ
ト、抗しわなど）、皮膚保護剤（サンケア製品、例えば、サンスクリーン、サンブロック
、バリアクリーム、油、シリコーンなど）、皮膚色用製品（増白剤、美白剤、サンレスタ
ンニング促進剤など）、毛髪着色剤（毛髪色素、毛髪カラーリンス、ハイライトマーカー
、ブリーチ剤など）、着色された皮膚着色剤（顔および体のメークアップ、ファンデーシ
ョンクリーム、マスカラ、ルージュ、リップ製品など）、バスおよびシャワー製品（ボデ
ィクレンザー、ボディウォッシュ、シャワーゲル、液体石鹸、石鹸バー、合成洗剤バー、
コンディショニング液体バスオイル、バブルバス、バスパウダーなど）、爪ケア製品（ポ
リッシュ、ポリッシュ除去剤、強化剤、延長剤、硬化剤、キューティクル除去剤、軟化剤
（ｓｏｆｔｎｅｓｓ）など）を含む。
【０３０５】
　本明細書で開示されるレオロジー調節剤を含有するトイレタリーおよび美容助剤には、
これらに限定されないが、毛髪除去製品（シェービングクリームおよびローション、脱毛
薬、アフターシェービングスキンコンディショナーなど）、発毛促進製品、脱臭剤および
制汗剤、口腔ケア製品（口、歯、歯肉）、例えば、マウスウォッシュ、歯磨き剤、例えば
、練り歯磨き、歯磨き粉、歯用ポリッシュ、歯用増白剤、息清涼剤、義歯接着剤など；顔
および体の毛髪ブリーチ剤などが含まれ得る。レオロジー調節剤を含有し得る他の美容助
剤には、人工タンニング促進剤（ジヒドロキシアセトン（ＤＨＡ）、チロシン、チロシン
エステルなど）を含有するサンレスタンニング用途：コウジ酸、ヒドロキノン、アルブチ
ンなどの活性構成要素、果物、野菜または植物の抽出物（レモンピール抽出物、カモミー
ル、緑茶、カジノキ抽出物など）、アスコルビルの酸誘導体（パルミチン酸アスコルビル
、ステアリン酸アスコルビル、リン酸アスコルビルマグネシウムなど）を含有する皮膚脱
色、ホワイトニングおよびライトニング配合物が含まれ得る。
【０３０６】
　例示的なボディウォッシュ
　一態様において、中でも例示的なレオロジー調節剤が有用なパーソナルケア組成物は、
ボディウォッシュである。ボディウォッシュの典型的な成分は、レオロジー調節剤および
水に加えて、少なくとも１種の界面活性剤；一態様において約３．０～約７．５、別の態
様において約４．０～約６．５、さらなる態様において約５．０～約６．０のｐＨを組成
物に提供するのに十分な量のｐＨ調整剤（塩基および／または酸）を含む。上記の添加剤
、ならびにこれらの混合物（例えば、シリコーン、真珠光沢付与剤、ビタミン、油、香料
、色素、保存剤（酸を含めた）、植物性薬品、角質除去剤、不溶性ガスバブル、リポソー
ム、マイクロスポンジ、化粧品用ビーズ、フレークおよびこれらの混合物）から選択され
る他の構成成分も組み込まれ得る。一態様において、界面活性剤は、アニオン性界面活性
剤である。別の態様において、界面活性剤は、非イオン性界面活性剤と任意選択で組み合
わせた、アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤の混合物である。別の態様において
、界面活性剤は、カチオン性界面活性剤および／または非イオン性界面活性剤と任意選択
で組み合わせた、アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤の混合物である。一態様に
おいて、アニオン性界面活性剤は、ボディウォッシュ組成物の全重量に基づいて、約５重
量％～約４０重量％、別の態様において約６重量％～約３０重量％、さらなる態様におい
て８重量％～約２５重量％の範囲の量で存在することができる。アニオン性界面活性剤お
よび両性界面活性剤の混合物が使用されるとき、アニオン性界面活性剤：両性界面活性剤
の比は、一態様において約１：１～約１５：１、別の態様において約１．５：１～約１０
：１、さらなる態様において約２．２５：１～約９：１、またさらなる態様において約４
．５：１～約７：１の範囲でよい。レオロジー調節剤の量は、一態様においてボディウォ
ッシュ組成物の約０．５重量％～約５重量％、または約１重量％～約３重量％の範囲でよ
い。
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【０３０７】
　ボディウォッシュは、保湿ボディウォッシュ、抗菌ボディウォッシュ、バスゲル、シャ
ワーゲル、液体ハンド石鹸、ボディスクラブ；バブルバス、フェイシャルスクラブ、フッ
トスクラブなどとして配合することができる。
【０３０８】
　例示的なシャンプー組成物
　一態様において、中でもレオロジー調節剤が有用なパーソナルケア組成物は、シャンプ
ーである。シャンプーの典型的な成分は、レオロジー調節剤および水に加えて、少なくと
も１種の界面活性剤；一態様において約３．０～約１０、別の態様において約３．０～約
７．５のｐＨを提供するために十分な量のｐＨ調整剤（塩基および／または酸）；ならび
に上記の添加剤、ならびにこれらの混合物（例えば、コンディショニング剤（例えば、シ
リコーンおよび／またはカチオン性コンディショニング剤；小さな／または大きな粒子径
のシリコーン）、真珠光沢付与剤、ビタミン、油、香料、色素、保存剤（酸を含めた）、
植物性薬品、および不溶性ガスバブル、リポソーム、および化粧品用ビーズおよびフレー
ク、および抗フケ剤、ならびにこれらの混合物）から選択される任意選択の構成要素であ
る。一態様において、界面活性剤は、アニオン性界面活性剤である。別の態様において、
界面活性剤は、カチオン性界面活性剤および／または非イオン性界面活性剤と任意選択で
組み合わせた、アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤の混合物を含む。一態様にお
いて、アニオン性界面活性剤は、シャンプー組成物の全重量の約５重量％～約４０重量％
、または約６重量％～約３０重量％、または８重量％～約２５重量％の範囲の量で存在す
ることができる。アニオン性界面活性剤および両性界面活性剤の混合物が使用されるとき
、アニオン性界面活性剤と両性界面活性剤の比は、一態様において約１：１～約１０：１
、別の態様において約２．２５：１～約９：１、さらなる態様において約４．５：１～約
７：１の範囲でよい。例示的なレオロジー調節剤の量は、シャンプー組成物の全重量に基
づいて、一態様において約０．５重量％～約５重量％、または別の態様において約１重量
％～約３重量％、さらなる態様において約１．５重量％～約２．５重量％の範囲でよい。
【０３０９】
　シャンプーの実施形態は、ツー－イン－ワンシャンプー、ベビー用シャンプー、コンデ
ィショニングシャンプー、ボディファイングシャンプー、保湿シャンプー、一時的毛髪カ
ラーシャンプー、スリー－イン－ワンシャンプー、抗フケシャンプー、毛髪カラー保持シ
ャンプー、酸（中和）シャンプー、薬用シャンプー、およびサリチル酸シャンプーなどと
して配合することができる。
【０３１０】
　例示的な液体脂肪酸石鹸をベースとするクレンザー
　一態様において、中でも例示的なレオロジー調節剤が有用なパーソナルケア組成物は、
脂肪酸石鹸をベースとするクレンザーである。脂肪酸石鹸をベースとするクレンザーの典
型的な成分は、例示的なレオロジー調節剤に加えて、少なくとも１種の脂肪酸塩；任意選
択の界面活性剤または界面活性剤の混合物；一態様において７超、別の態様において約７
．５～約１４、また別の態様において約８～約１３のｐＨを提供するのに十分な量のｐＨ
調整剤（塩基および／または酸）；ならびに上記の添加剤、ならびにこれらの混合物（シ
リコーン、湿潤剤、真珠光沢付与剤、ビタミン、油、香料、色素、保存剤、植物性薬品、
抗フケ剤、角質除去剤、不溶性ガスバブル、リポソーム、マイクロスポンジ、化粧品用ビ
ーズおよびフレークから選択される添加物を含めた）から選択される任意選択の構成要素
を含む。
【０３１１】
　一態様において、脂肪酸石鹸は、約８～約２２個の炭素原子を含有する少なくとも１種
の脂肪酸塩（例えば、ナトリウム、カリウム、またはアンモニウム塩）から選択される。
別の態様において、液体石鹸組成物は、約１２～約１８個の炭素原子を含有する少なくと
も１種の脂肪酸塩を含有する。石鹸中で利用される脂肪酸は飽和および／または不飽和で
よく、合成供給源に由来し、ならびに適切な塩基（例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カ
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リウムおよび水酸化アンモニウム）による脂肪および天然油のけん化に由来することがで
きる。例示的飽和脂肪酸には、オクタン酸、デカン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、ペン
タデカン酸、パルミチン酸、マルガリン酸、ステアリン酸（ｓｔｅｒｉｃ）、イソステア
リン酸、ノナデカン酸、アラキジン酸、ベヘン酸など、およびこれらの混合物が含まれる
。例示的不飽和脂肪酸には、ミリストレイン酸、パルミトレイン酸、オレイン酸、リノー
ル酸、リノレン酸などの塩（例えば、ナトリウム、カリウム、アンモニウム）、およびこ
れらの混合物が含まれる。脂肪酸は、動物脂肪（タローなど）に、または植物油（ココナ
ッツ油、赤油、パーム核油、パーム油、綿実油、オリーブ油、ダイズ油、落花生油、トウ
モロコシ油、およびこれらの混合物など）に由来することができる。この実施形態の液体
クレンジング組成物において用いることができる脂肪酸石鹸の量は、本発明の一態様にお
いて総組成物の約１重量％～約５０重量％、または約１０重量％～約３５重量％、または
約１２重量％～２５重量％の範囲である。
【０３１２】
　任意選択のアニオン性界面活性剤は、石鹸組成物の総重量に基づいて、石鹸組成物中に
一態様において約１重量％～約２５重量％、または約５重量％～約２０重量％、または８
重量％～約１５重量％の範囲の量で存在することができる。アニオン性界面活性剤および
両性界面活性剤の混合物を使用することができる。アニオン性界面活性剤と両性界面活性
剤の比は、一態様において約１：１～約１０：１、または約２．２５：１～約９：１、ま
たは約４．５：１～約７：１の範囲でよい。
【０３１３】
　液体石鹸組成物中の例示的なレオロジー調節剤の量は、石鹸組成物の総重量に基づいて
、約０．５重量％～約５重量％、または約１重量％～約３重量％、または約１．５重量％
～約２．５重量％の範囲でよい。
【０３１４】
　例示的な液体脂肪酸石鹸をベースとするクレンザーの実施形態は、ボディウォッシュ、
バスゲル、シャワーゲル、液体ハンド石鹸、ボディスクラブ；バブルバス、フェイシャル
スクラブ、およびフットスクラブ、ツー－イン－ワンシャンプー、ベビー用シャンプー、
コンディショニングシャンプー、ボディファイングシャンプー、保湿シャンプー、一時的
毛髪カラーシャンプー、スリー－イン－ワンシャンプー、抗フケシャンプー、毛髪カラー
保持シャンプー、酸（中和）シャンプー、抗フケシャンプー、薬用シャンプー、およびサ
リチル酸シャンプーなどとして配合することができる。
【０３１５】
　例示的な実施形態の範囲を制限するものではないが、以下の実施例により、例示的なレ
オロジー調節剤を調製する方法、および水性の界面活性剤をベースとする組成物における
増粘剤としてのレオロジー調節剤の有効性を実証する。
【実施例】
【０３１６】
　材料
　メチルグルコシド（ＭｅＧ）は、９５重量％超の純度のモノサッカライド形態を含む６
０重量％の活性配合物として、米国オハイオ州クリーブランドＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃｏｒ
ｐによって供給された。
【０３１７】
　カプリレートおよびカプレートメチルエステル（ＣＣ）のおよそ等モルの混合物は、Ｐ
＆Ｇから商標ＣＥ－８１０（５０～５８％のＣ８、３４～５０％のＣ１０、他＜２％）で
得た。
【０３１８】
　植物ベースのオレイン酸メチルエステル（Ｏ）、Ｃ１３～Ｃ２２長鎖メチル脂肪エステ
ル、主にＣ１８（＞７５％のＣ１８）の混合物は、ＰＭＣ　Ｇｒｏｕｐから商標Ｋｅｍｅ
ｓｔｅｒ　２０５で得た。
【０３１９】
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　以下の界面活性剤は、米国オハイオ州クリーブランドＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ　Ｍａｔｒｅｉａｌｓ，Ｉｎｃ．によって供給された。２モルのエトキシル化を有す
るナトリウムラウレススルフェート（ＳＬＥＳ２ＥＯ）；商標Ｃｈｅｍｂｅｔａｉｎｅ　
ＣＡＤのコカミドプロピルベタイン（ＣＡＰＢ）；アニオン性界面活性剤であるナトリウ
ムラウリルスルフェート（ＳＬＳ）；双性イオン性界面活性剤であるココベタイン、コカ
ミドプロピルベタイン、ナトリウムココアンホアセテート（ＳＣＡＡ）、二ナトリウムラ
ウリルスルホスクシネート（ＤＳＬＳＳ）。
【０３２０】
　約３９％の活性剤を含有する商標Ｂｉｏ－Ｔｅｒｇｅ（登録商標）ＡＳ－４０　ＣＧの
ナトリウムＣ１４～１６オレフィンスルホネート（ＳＯＳ）を、Ｓｔｅｐａｎ　Ｐｒｏｄ
ｕｃｔｓから得た。
【０３２１】
　４７％の固体（約３８％の活性剤、主にナトリウムメチル２－スルホラウレートおよび
二ナトリウム２－スルホラウレート）を含有する商標Ａｌｐｈａ－Ｓｔｅｐ（登録商標）
ＭＣ－４８のナトリウムアルファスルホメチルＣ１２～１８エステルおよび脂肪酸塩（Ａ
ＯＳ）を、Ｓｔｅｐａｎ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓから得た。
【０３２２】
　下記の界面活性剤の重量比では、それぞれの活性剤の重量が考慮される。
【０３２３】
　試験方法
　示されている場合を除き、例示的な配合物の全ての特性の測定は、室温で２４時間熟成
させた配合物で実施した。
【０３２４】
　粘度（ｍＰａ・ｓ）は、Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｍａｎｕａ
ｌ　Ｍ／９８－１６１－Ｉ４９６に従って、ＤＶ－ＩＩ＋Ｐｒｏ　Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ
粘度計（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，
Ｉｎｃ．）およびスピンドルＳＣ４２１／１３Ｒを用いて、２０℃±１℃において２０ｒ
ｐｍで回転させて測定する。
【０３２５】
　溶液の濁度は、米国ＨＦ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｉｎｃ．のＭｉｃｒｏ１００濁度計
を使用して（またはＭｉｃｒｏ１００濁度計によって）測定する。濁度は、ネフェロ分析
濁度単位、ＮＴＵで記録する。
【０３２６】
　組成物のｐＨは、ｐＨ４、７および１０の標準物質で較正した通常のｐＨ計を使用して
、周囲条件で測定する。
【０３２７】
　Ｈ－１　ＮＭＲスペクトルは、Ｂｒｕｋｅｒ　ＡＶ－５００ＮＭＲ分光計をプロトン検
出のために５００．１３ＭＨｚで操作して、室温においてピリジン－Ｄ５中で得た。励起
のために３０度パルス幅を繰り返し率３．９３秒で使用する。通常、６４回の走査を取得
する。試料溶液を、２５～５０ｍｇ／０．５ｍＬの濃度で作製する。
　１．例示的なエステルの調製
　（実施例Ａ）
　メチルグルコースカプリレート／カプレート／オレエート（ＭｅＧ－ＣＣＯ）の調製
【０３２８】
　機械撹拌装置、温度計、窒素注入口、および上部に垂直冷却器を有するディーンスター
クトラップを備えた２５０ｍＬの４口丸底フラスコに、１００グラムのメチルグルコシド
（６０重量％水溶液）、５０グラムのメチルカプリレート／カプレート、３０グラムの植
物ベースのメチルオレエート（前述の通り、本明細書では簡単にメチルオレエートと呼ぶ
）および０．５グラムの炭酸ナトリウム（ソーダ灰）を入れる。混合物を撹拌し、窒素雰
囲気下で１０５℃に加熱し、留出物をディーンスタークトラップに収集する。加熱を継続
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する。ディーンスタークトラップ中の水およびメタノールを含有している底層を排出して
、これらの底層を除去し、主にメチルカプリレート／カプリレートを含有している上層を
、反応混合物に戻す。ガスクロマトグラフィー（ＧＣ）によって決定して、メチルオレエ
ートが０．５重量％未満になり、メチルカプリレート／カプレートが０．５重量％未満に
なるまで、反応を１６０℃で２４時間保持する。＜５．０ｍｍＨｇの真空に引き、１６０
℃で２時間保持して、未反応のメチルカプリレート／カプレートおよびメチルオレエート
を蒸留する。残りの粘性液体を８０℃に冷却し、１００ミクロンバッグを通して濾過する
。Ｈ－ＮＭＲ（溶剤：ピリジン－ｄ５）により、全エステル化度が１．０１であることが
明らかである（０．６３当量のＭｅＧカプリレート／カプレートおよび０．３８当量のＭ
ｅＧオレエート）。上部有機層１２ｍＬを含むディーンスタークトラップに収集された留
出物は、廃棄する。
　（実施例Ｂ～Ｇ）
　メチルグルコースカプリレート／カプレート／オレエート（ＭｅＧ－ＣＣＯ）の調製
【０３２９】
　生成物は、先の実施例Ａに記載した方法によって、表１に従って原料を供給して合成す
る。Ｈ－ＮＭＲの結果を、表２に列挙する。
　（実施例Ｈ）
　メチルグルコースカプリレート／カプレート／ラウレート（ＭｅＧ－ＣＣＬ）の調製
【０３３０】
　生成物は、先の実施例Ａに記載した方法によって、表１に従って原料を供給して合成す
る。Ｈ－ＮＭＲの結果を、表２に列挙する。全エステル化度は１．０２であるが、ＭｅＧ
カプリレート／カプレートおよびＭｅＧラウレートの当量は、識別困難であった。
　（実施例Ｉ）
　メチルグルコースラウレート／オレエート（ＭｅＧ－ＬＯ）の調製
【０３３１】
　生成物は、先の実施例Ａに記載した方法によって、表１に従って原料を供給して合成す
る。Ｈ－ＮＭＲの結果を、表２に列挙する。
　（実施例Ｊ）
　メチルグルコースカプリレート／カプレート（ＭｅＧ－ＣＣ）の調製
【０３３２】
　生成物は、先の実施例Ａに記載した方法によって、表１に従って原料を供給して合成す
る。Ｈ－ＮＭＲの結果を、表２に列挙する。
　（実施例ＫおよびＬ）
　メチルグルコースラウレート（ＭｅＧ－Ｌ）の調製
【０３３３】
　メチルグルコースラウレートは、先の実施例Ａに記載した方法によって、表１に従って
原料を供給して合成する。Ｈ－ＮＭＲの結果を、表２に列挙する。
　（実施例Ｍ）
　メチルグルコースオレエート（ＭｅＧ－Ｏ）の調製
【０３３４】
　メチルグルコースオレエートは、先の実施例Ａに記載した方法によって、表１に従って
原料を供給して合成する。Ｈ－ＮＭＲの結果を、表２に列挙する。
　（実施例Ｎ）
　メチルグルコースイソステアレート（ＭｅＧ　Ｉ）の調製
【０３３５】
　メチルグルコースイソステアレートは、先の実施例Ａに記載した方法によって、表１に
従って原料を供給して合成する。Ｈ－ＮＭＲの結果を、表２に列挙する。
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【表１】

　表２は、得られた生成物を示す。全ＤＳ（置換度またはエステル化度）は、メチルグル
コシドに対する全てのアルキレートの合計、またはエステル：ＭｅＧのモル比である。
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【表２】

【０３３６】
　２．例示的な増粘組成物の調製および評価
　例示的な水性の界面活性剤組成物を、重量比１０：２：１のＳＬＥＳ２ＥＯ／ＣＡＰＢ
／塩から構成された１２重量％の界面活性剤混合物をｐＨ５．５で増粘することによって
調製する。これら全ての実施例において、２．０重量％のＭｅＧ－アルキルエステル増粘
剤を使用する。使用した塩は、塩化ナトリウムであった。組成物の残部は水であった。
【０３３７】
　増粘された界面活性剤組成物を、以下の通り調製する。適切な配合容器内で、室温で簡
素な機械的パドルミキサーを使用して、水およびＭｅＧ－アルキルエステルを混合して、
乳白色分散液を得る。ＳＬＥＳ２ＥＯおよびＣＡＰＢ界面活性剤を秤量して入れ、均質で
透明な液体が得られるまで混合する。最後に、１．０重量％の塩化ナトリウム塩を添加し
、クエン酸を用いてｐＨを５．５に調整する。ＭｅＧ－アルキルエステルを形成するのに
使用した短鎖炭素鎖エステルは、カプリレートおよびカプレートエステルの等モル混合物
ＣＣであり、長鎖炭素鎖は、オレエートエステルＯである。これらのエステルの反応条件
および化学組成は、前述の通りである。
【０３３８】
　表３は、短鎖および長鎖炭素鎖の酸の組合せを使用して増粘剤を調製した場合の、例示
的なメチルグルコシドの脂肪酸エステルが界面活性剤を増粘する特性を実証している。表



(72) JP 6184484 B2 2017.8.23

10

20

30

40

のデータは、ＭｅＧ－ＣＣＯエステルの増粘効率を、増粘剤中で０当量から０．５２当量
まで増大したオレエートエステル含量の関数として示す。
【表３】

【０３３９】
　表３のデータは、オレエートとカプリレート－カプレート当量の比（Ｏ／ＣＣ）が増大
するにつれて、水性の界面活性剤組成物の粘度が著しく増大する傾向があることを示して
いる。また、Ｏ／ＣＣ比が増大するにつれて、配合物の透明度が低下する傾向があること
が分かる。さらに、オレエートまたは任意の他の長鎖炭素脂肪酸エステルのレベルが増大
しても、界面活性剤組成物の粘度の改善は継続しない。Ｏ／ＣＣ比および置換度の両方が
、界面活性剤組成物に対して効果を有するように見える。
【０３４０】
　実施例１１～１５は、ＭｅＧエステルの全体的な増粘効率および性能を評価するために
、様々なタイプの長鎖炭素鎖脂肪酸のＭｅＧエステルを組成物に添加した界面活性剤組成
物である。これらの実施形態では短鎖炭素鎖脂肪酸を使用しなかったことを除き、これら
の配合物を実施例１～１０の通り調製する（重量比１０：２：１のＳＬＥＳ２ＥＯ／ＣＡ
ＰＢ／塩から構成された１２重量％の界面活性剤混合物をｐＨ５．５で用いる）。表４は
、わずかに低い増粘効果が得られることを示している。さらに、より長鎖の脂肪酸のレベ
ルが増大するにつれて、配合物の透明度が著しく低下する。これらの組成物のほとんどは
、非常に濁っており、または非常に乳白色の不透明な液体である。組成物を５５℃で混合
しても、それらの粘度または外観は改善しなかった。それらの組成物は全て、周囲条件で
静置すると数時間で相分離を生じた。
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【表４】

【０３４１】
　界面活性剤組成物の長期安定性の粘度比較
　界面活性剤配合物は、一般に長期間、安定な挙動を示すことが期待される。したがって
、界面活性剤組成物を調製するために使用した適切な増粘剤によって、熟成時に安定な特
性が得られるべきである。表５は、１０：２：１の比のＳＬＥＳ２ＥＯ／ＣＡＰＢ／塩を
用いて調製し、異なるＭｅＧアルキルエステルを用いて増粘した水性の界面活性剤組成物
の粘度および透明度の変動を示している。
【０３４２】
　これらの実験では、配合物の粘度および透明度は、組成物を室温で１時間（作製してす
ぐ）、２４時間目、および１カ月間熟成させた後に２０℃で測定する。表５のデータは、
ＭｅＧ－ＣＣ増粘剤が、１日熟成させると粘度がほぼ７０％喪失したことを示している。
ＭｅＧ－ＣＣＯ増粘剤は、比較すると、１カ月間熟成した後でも粘度の変動が小さい。同
様に、ＭｅＧ－モノラウレートを用いて増粘された組成物の粘度は、１カ月後も相対的に
安定なままであるが、それらの透明度は、ＭｅＧ－ＣＣＯで増粘された組成物に対して低
下し続ける。
【０３４３】
　ＭｅＧ－ＣＣ組成物の安定性の喪失の機序は、十分に理解されていないが、界面活性剤
分子との複雑な相互作用に起因して生じることがあり、この相互作用は、溶液中の相変化
またはさらには増粘剤のいくらかの分解を生じるおそれがある。
【０３４４】
　このことは、メチルグルコシドの短鎖および長鎖脂肪酸エステルの混合物、例えばＭｅ
Ｇ－ＣＣＯから作製された増粘剤が、界面活性剤組成物に望ましい性能特性の組合せを与
え得ることを示唆している。
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【０３４５】
　３．シャンプー組成物の例
　表６に示した実施例２１～３０は、１０：４の比のＳＬＥＳ２ＥＯ／ＣＡＰＢから構成
された１４重量％の界面活性剤混合物をｐＨ５．７で増粘することによって調製した、水
性の界面活性剤組成物である。これらの実施例では、実施例Ａの様々なレベルのＭｅＧ－
ＣＣＯ増粘剤を添加する。増粘された界面活性剤組成物の調製は、以下の通りである。適
切な配合容器内で、室温で簡素な機械的パドルミキサーを使用して、水およびＭｅＧ－ア
ルキルエステルを混合して、乳白色分散液を得る。ＳＬＥＳ２ＥＯおよびＣＡＰＢ界面活
性剤を秤量して入れ、均質で透明な液体が得られるまで混合する。実施例２１～２５は、
塩を使用せずに調製する。実施例２６～３０は、塩化ナトリウム塩を用いて調製する。ｐ
Ｈは、クエン酸を用いて調整する。
【０３４６】
　組成物では、３重量％超の増粘剤で２０００ｍＰａ・ｓ超の粘度が達成された。しかし
、少量のＮａＣｌを組成物に添加すると、実施例３１～３５に示されている通り、著しい
粘度上昇が達成される。この場合、２０００ｍＰａ・ｓ超の濃度は、約２重量％のＭｅＧ
－ＣＣＯ濃度で達成され得る。表６の実施例によって、塩の適合性、およびＭｅＧ－ＣＣ
Ｏと電解質の相乗的特性が実証される。
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【表６】

【０３４７】
　４．ＰＥＧを含まないシャンプーまたはボディウォッシュ組成物の例
　表７の実施例３１～３６は、重量比１０：４のＳＬＳ／ＣＡＰＢから構成された１４重
量％の界面活性剤混合物をｐＨ５．７で増粘することによって調製した、水性の界面活性
剤組成物である。これらの実施例では、実施例Ａの様々なレベルのＭｅＧ－ＣＣＯ増粘剤
を添加する。増粘された界面活性剤組成物の調製は、以下の通りである。適切な配合容器
内で、室温で簡素な機械的パドルミキサーを使用して、水およびＭｅＧ－アルキルエステ
ルを混合して、乳白色分散液を得る。ＳＬＳおよびＣＡＰＢ界面活性剤を秤量して入れ、
均質で透明な液体が得られるまで混合する。これらの実施例では、塩化ナトリウム塩は添
加しないが、塩化ナトリウム塩を添加してもよく、酸（例えば、クエン酸）でｐＨを調整
できると理解されたい。
【０３４８】
　実施例３１～３６は、ＳＬＳ（アニオン性界面活性剤）／ＣＡＰＢ界面活性剤系におけ
るＭｅＧ－ＣＣＯの増粘効率を実証する。透明な組成物および２０００ｍＰａ・ｓ超の粘
度は、約０．２５重量％の増粘剤で容易に達成され、その組成物には塩が必要でなかった
。２重量％の増粘剤では、配合物は乳白色になり、粘度喪失を示した。理解される通り、
詳細な濃度および塩曲線を準備して、配合物の開発および処理中に組成物の最終的な粘度
を調整することができる。

【表７】

【０３４９】
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　５．ＰＥＧを含まない環境に優しいシャンプーおよびボディウォッシュ組成物の例
　表８の実施例３７～４１は、重量比１０：２のＳＬＳ／ココベタインから構成された、
ＰＥＧを含まない、再生可能なまたは環境に優しい界面活性剤の１２重量％の界面活性剤
混合物をｐＨ５．５で増粘することによって調製した、水性の界面活性剤組成物である。
【０３５０】
　これらの実施例では、実施例Ｄの様々なレベルのＭｅＧ－ＣＣＯ増粘剤を添加する。増
粘された界面活性剤組成物の調製は、以下の通りである。適切な配合容器内で、室温で簡
素な機械的パドルミキサーを使用して、水（１００までの適量）およびＭｅＧ－アルキル
エステルを混合して、乳白色分散液を得る。ＳＬＳおよびココベタイン界面活性剤を秤量
して入れ、均質で透明な液体が得られるまで混合する。任意選択で、塩化ナトリウム塩を
添加し、クエン酸でｐＨを調整する。
【０３５１】
　実施例３７～４１は、ＳＬＳ／ＣＡＰＢ界面活性剤系におけるＭｅＧ－ＣＣＯの増粘効
率を実証する。２０００ｍＰａ・ｓ超の粘度を有する透明な組成物は、様々な濃度の増粘
剤で容易に達成された。これらの実施例はまた、所望に応じて増粘剤および塩の濃度を単
に調整することによって透明で粘性の高い組成物を達成する、ＭｅＧ－ＣＣＯ増粘剤の高
い多用途性を実証している。
【表８】

【０３５２】
　６．ＰＥＧを含まずスルフェートを含まない、環境に優しいシャンプーおよびボディウ
ォッシュ組成物の例
　表９の実施例４２～４４は、１４重量％の全界面活性剤の、スルフェートを含まない界
面活性剤混合物を増粘することによって調製した、水性の界面活性剤組成物である。混合
物は、重量比５：５：４のＳＣＡＡ／ＣＡＰＢ／ＤＳＬＳＳからｐＨ５．４５において構
成されている。これらの実施例では、ＭｅＧ－ＣＣＯ増粘剤を１％で添加する。これらの
組成物で使用した増粘剤は、実施例Ｂと同様にした形成されたＭｅＧ－ＣＣＯであった。
【０３５３】
　増粘された界面活性剤組成物の調製は、以下の通りである。適切な配合容器内で、室温
で簡素な機械的パドルミキサーを使用して、水およびＭｅＧ－アルキルエステルを混合し
て、乳白色分散液を得た。ＳＣＡＡ、ＣＡＰＢおよびＤＳＬＳＳを秤量して入れ、均質で
透明な液体が得られるまで混合した。任意選択で、塩化ナトリウム塩を添加してもよく、
クエン酸でｐＨを調整することができる。
【０３５４】
　実施例４２は、スルフェートを含まない透明な粘性のクレンジング配合物の例である。
実施例４３は、効果を達成するために金色雲母を使用した、真珠光沢を有する配合物であ
る。この配合物は、高温（４５℃）で１カ月間安定である。実施例４４は、効果を達成す
るためにエチレングリコールジステアレートの水分散液を使用した、スルフェートを含ま
ない真珠光沢を有する配合物である。この配合物は、高温（４５℃）で３カ月間安定であ
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る。表９は、配合物の重量部が、ＤＩ水を用いて最大１００部になることを示している。
これらの配合物はいずれも、２，０００ｍＰａ・ｓ超の粘度を達成するのに塩を使用する
必要がない。
【表９】

【０３５５】
　７．ＰＥＧを含まずスルフェートを含まないボディウォッシュの例
　実施例４５は、前述の通り調製した、重量比１２：５．２５：２．１５のＳＯＳ／ＣＡ
ＰＢ／ＡＯＳの界面活性剤系を１９．４％含有する、ＰＥＧを含まずスルフェートを含ま
ないボディウォッシュの例である。

【表１１】

【０３５６】
　本明細書において言及した書類のそれぞれは、その全体が参照によって本明細書に組み
込まれる。
【０３５７】
　実施例を除き、または別の方式で明確に示されている場合を除き、本説明において材料
の量、反応条件、分子量、炭素原子の数等を特定するあらゆる数的な量は、「約」という
用語によって修飾されると理解されるべきである。
【０３５８】
　別段指定されない限り、本明細書で言及した各化学物質または組成物は、異性体、副生
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含有することができる、市販グレードの材料であると解釈されるべきである。しかし、各
化学成分の量は、別段指定されない限り、市販材料中に習慣的に存在し得る任意の溶剤ま
たは希釈油を除いて提示される。本明細書に記載の量、範囲および比の上限および下限は
、独立に組み合わされ得ることを理解されたい。同様に、本発明の各要素に関する範囲お
よび量は、他の要素のいずれに関する範囲または量とも一緒に使用することができる。
【０３５９】
　本明細書において使用する場合、「本質的にからなる」という表現は、考慮される組成
物の基本的および新規な特徴に実質的に影響を及ぼさない物質を含むことを可能にする。
【０３６０】
　本明細書において使用する場合、「からなる」という表現は、試薬として使用される材
料中に不純物が含まれている結果として存在することを除き、本明細書において列挙され
ている要素だけを含むことを可能にする。
【０３６１】
　「主に」は、本明細書において使用する場合、６０％超、または８０％超、または９０
％超を意味する。
【０３６２】
　本明細書に開示のポリマーおよび組成物は、本明細書に記載されている成分、要素、お
よびプロセスの記述を適切に含み、これらからなり、またはこれらから本質的になってい
てもよい。本明細書に例示的に開示されているポリマーおよび組成物は、本明細書におい
て特に開示されていない任意の要素が存在しない状態でも適切に形成され得る。
【０３６３】
　別段指定されない限り、本明細書で表現されているあらゆるパーセンテージ、部、およ
び比は、全組成物の重量をベースとするものである。
【０３６４】
　本明細書で使用される場合、属（または一覧）のいかなるメンバーも、特許請求の範囲
から排除することができる。
【０３６５】
　本明細書において使用する場合、用語「（メタ）アクリル」およびその関連用語は、ア
クリル基およびメタクリル基の両方を含む。
【０３６６】
　先に開示した特徴および機能、ならびに他の特徴および機能の変形またはそれらの代替
は、多くの他の異なる系または用途に組み込まれ得ることが理解される。現在予見または
予期されていない、本明細書の様々な代替、改変、変更または改善を、当業者は後に加え
ることができ、これらはまた、以下の特許請求の範囲によって包含されることを企図され
る。
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